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序章








　絢爛豪華な大広間に招待されたイーアスは、ワイングラスを片手にため息をついた。

　イーアス率いるメイローズ王国騎士団は、国王命令により昨年から王妃の生国リデロードへ援軍として出征しており、つい先日、敵を撃退したところだ。

　現在は、その功績により主賓としてもてなされている。

　イーアスは二十四歳と、騎士団長としては異例の若さだ。すらりとした長身の持ち主で、深いブロンズ色の髪がシャンデリアの明かりを受けて艶やかだった。

　リデロード王国の姫君たちが彼を遠巻きに眺めて、見惚れていたり頬を染めたりしているが、本人はまるで眼中にない。一刻も早く、自国であるメイローズ王国へ帰参したくてうずうずしているのだ。

　団長でありながら、無愛想な地顔に笑みの片鱗を浮かべる努力さえせず、むっつりと黙ったままワインを呷っているものだから、副団長が必死に場を取り繕おうと涙ぐましい努力を続けていた。

　イーアスは、目にかかるほどの重たい前髪の下から覗く鋭い濃褐色の瞳で、何かを待つようにあちらこちらに視線を飛ばしている。

　そのときイーアスの密偵が近づいてきて、彼に何やら耳打ちした。途端に彼は目を見開き、密偵の顔を見据える。

　獲物を捉える、刺すような眼光で。

「それは間違いないか」

「はい。一両日中にあちらを出立し、遅くとも三日後には王都へ入られるかと」

　イーアスはうなずき、リデロード王に帰参の挨拶をすると、自分が率いてきた騎士団を副団長に任せ、単身馬を駆った。

　自分ひとりなら、期日までに王都へ戻ることができる。

　目指すはメイローズの王都シャデガル。

　今度こそ彼女を奪いこの手に入れ、報復してやるのだ。

　その望みを叶えるため騎士団にもぐり込み、十年以上かけてこの地位までたどりついたのだから──。







第一章 別離と出会い、すなわち誘拐？








「お嬢さま、馬車が到着しましたよ！」

「今行くわ！」

　リマーサの浮かれた声に呼ばれて、自室の窓から外を眺めていたティエラは立ち上がった。

　生まれてから二十年間、毎日のように眺めてきた海だ。これでしばらく見納めになると思うと淋しさが込み上げるが、それを補って余りある幸せが未来に待っている。

　この日のために一生懸命自分で縫い直したドレスの裾を払い、古着屋で買い求めたつばの大きな帽子で、白金色の髪プラチナブロンドを覆った。

　過去に所持していたきらびやかなドレスには及ばないものの、こんなにきちんとした外出着は久しぶりだ。

　軽い足取りで部屋を出て、古びた階段をギシギシと軋ませながら下りて玄関を出ると、目の前には二頭立ての馬車がティエラを待っていた。

　馬車も豪華な造りではないものの、元侍女のリマーサが必死にお金を貯めて用意してくれたものだ。ありがたくて涙が出そうになる。

　リマーサは初老にさしかかろうという年の女性で、没落貴族の娘であるティエラを今でも『お嬢さま』と呼び、甲斐甲斐しく面倒を見てくれる大恩ある人だ。

「リマーサ、今日までよくしてくれて本当にありがとう。この恩は決して忘れないわ。アズールさまと結婚したら必ず手紙を書くから、そのときはリマーサも王都へ来てね。必ずよ」

「ええ、もちろんですとも。わたくしはお嬢さまを『奥さま』とお呼びするのをずっと楽しみにしているんです！　いい報せをお待ちしていますわ」

　そう言って、皺だらけの手でティエラの頬に触れる。老いを感じさせる荒れた手だが、この手でティエラを守ってくれたのだ。

「さあ、御者さんが待ちくたびれてますわ。いってらっしゃいまし」

「本当に、本当にありがとう。元気でいてね……！」

　馬車に乗り込んでも、車窓から手を伸ばしてリマーサに握手を求める。

　やがて馬が嘶いて進み出すと、ティエラは恩人に手を振った。

　小さな頃からお世話になったリマーサとの別離は淋しかったが、両親を亡くしたティエラには、幼い頃に結婚を約束した大事な人がいる。

　家の不幸で有耶無耶になっていた結婚が、二年越しにようやく実現するのだ。

　生まれ育った港町を後にするという郷愁はありつつも、ティエラは前途を思ってやっと心から笑うことができた。




　ティエラは港町ヴィヘルの町長、フェザーズ男爵のひとり娘だ。

　元平民の父は若くしてヴィヘルで商売を成功させ、潤沢な資金で王都への直通街道を整備し、船で運んできた異国の品々を届けた功労者だ。

　金で地位を買ったという嘲笑もあったが、気にせず一心不乱に人々のために働いた。やがてそれが認められ、王都の貴族とも縁を広げていったのだ。

　幼いティエラも父についてよく王都へと出向いたものだが、ホーフェン伯爵の子息でアズールという四つ年上の少年と仲良くなり、八歳のときに大好きな彼と正式に婚約した。

　ティエラが十八歳になったら盛大に結婚式を挙げるはずだったが、その直前に父の所有する商船が品物ごと海に沈み、たちまち男爵家は借金を抱えることになってしまった。

　頼みの綱の父もその商船に乗り込んでおり、船と命運を共にしていた……。

　フェザーズ男爵家の財産はすべて借金返済に充てられ、邸も手放さなければならず、何もかもを一度に失った。

　母は父を亡くした心労から心身を壊し、昨年、父の後を追うように亡くなっている。

　ひとり残されたティエラは、男爵家の侍女を務めていたリマーサの家で厄介になりながら、港町で平民と同様に働いた。もう自分は貴族の娘ではないのだから。

　でも、必死に汗水流して働き、その対価を得て細々と暮らしていく生活に、なんら抵抗はなかった。『労働は悪』とみなされる貴族社会の中にあっても、父も母もたいそうな働き者だったからだ。

　そして、ティエラの家が不幸に見舞われた半年後、アズールの父ホーフェン伯爵も亡くなったため、ふたりの結婚話は自然と流れていた。

　子供の頃から大好きだったアズールには、もう会えない。結婚式のために誂えていたドレスも宝石も、すべて差し押さえられてしまった。

　どれだけ泣いただろう。心の拠り所を全部、いっぺんに失ったのだ。それは十八歳になる純真な若い娘にとって、世界の終わりにも等しい悲劇だ。

　かといって、フェザーズ男爵家が取り潰しになってしまった今、こちらからホーフェン伯爵に連絡など入れられるはずがない。

　そう思い、婚約は自然解消したものとティエラ自身は見做していた。

　どれだけ悲しくても、恋しいアズールと会えなくても、自分にはもう彼の隣に立つ資格はないのだから。

　だが、その生活を見かねたリマーサが、かつての婚約者であるアズールにこっそり手紙を出していた。

　今からでも、ティエラを伯爵夫人として迎え入れてはくれないだろうか──と。

　しばらくして、ホーフェン伯爵家を継いだアズールから返事があり、驚いたことに、ティエラを伯爵家へ迎えてくれるというのだ。

　この朗報にリマーサは泣いて喜んでくれたが、ティエラ自身はまだ夢を見ているようだった。

　でも今、自分はこうして王都への道をたどっている。

　両親も家もなくしたが、まだティエラにはリマーサやアズールがいてくれる。

　この手に残された幸せを噛みしめ、自分の瞳と同じ色の空を馬車の中から眺めていた。





　　　＊






　故郷を後にする寂寥感と、新しい生活への期待を胸に、ティエラはヴィヘルを発った翌日の夕方、王都に到着した。

　もう三年くらいアズールとは会っていない。彼は美しい金髪をした知的な青年だったが、今はもう二十四歳。ティエラの記憶にあるよりずっと大人びているはずだ。

　再会を想像し、うきうきしながらホーフェン伯爵邸へ向かったティエラだが、その浮かれた気分に水を差そうとでもいうのか、門衛の態度は冷たかった。

　まず、馬車を降りるよう指示されたので、門の前で馬車を帰した。ここから邸の玄関までは、五分くらい歩かなくてはいけないのに。

「あの、今日はホーフェン伯爵とお約束をしているのですが……」

　以前受けた歓待とはずいぶん違う気がしたので、念のためにと確認したら、門衛は慇懃にうなずいた。

「うかがっております、ティエラ嬢。主人からは玄関先でお待ちいただくようにと言付かっております。道なりにまっすぐお進みください」

「わかりました。ありがとう」

　付き添いはないらしい。邸に続く道はきれいに整備されているが、夕陽が陰りはじめたせいか、薄暗くてひどく寒々しく見える。

　戸惑いながらも、大きな鞄を持ってひとりで玄関へと進んだのに、玄関前には出迎えもなかった。

　久々に見上げる豪華な邸の周囲には、使用人のひとりもいない。

　以前であれば馬車は玄関前につけられたし、邸の主やその子供たち、使用人までもが勢ぞろいで迎えてくれたのだが……。

　玄関扉をノックすればいいのだろうか。

　扉の前は踊り場アプローチになっていて、ノックするには三段の階段を上がらなくてはならない。でも、このたった三段の階段が、なぜかティエラを拒絶しているように見える。

　自然と足が止まってしまったが、ふいに扉が重々しく開いた。

　中から出てきたのはホーフェン家の老侍従カールスで、ティエラを見ると頭を下げてくれたが、その表情はどこか浮かない。

「お久しぶりです、カールスさん。お元気でしたか？」

「ええ、ティエラお嬢さま。お久しぶりでございます……」

　しかし、扉の中に誘ってくれるでもなく、カールスに踊り場の上から見下ろされたティエラは、外に立たされたままだった。

「あの、アズールさまは……」

　異様な雰囲気に気圧されそうになったそのとき、邸の中から金髪の青年が出てきた。

　この邸の現在の主にして彼女の婚約者であるアズールだ。

　思ったとおり、ティエラの記憶の中の彼より大人びて、ずっと精悍な紳士になっていた。なつかしさで胸がいっぱいになり、寸前まで感じていた不安も全部吹き飛ぶ。

「アズールさま！」

　うれしくてまろび寄ろうとするも、勝手に足が止まっていた。彼のすぐ後ろから、見知らぬ女性が現れたからだ。

　アズールには姉が三人いるので、はじめはそのうちの誰かかと思った。しかし全員嫁いでこの邸を出ているし、彼女の顔には見覚えがない。

　その女性はあでやかな黒髪を豊かに下ろし、濃紺のすらりとしたドレスをまとって、赤い唇でニッとティエラに笑って見せた。

　そして、見せつけるようにアズールの腕に自分の腕を絡める。

　その女性のドレスはきらきらと輝きをちりばめて、いかにも豪華な装いだ。それに対する自分のドレスは「間に合わせました」と言わんばかりに安っぽく、野暮ったく映った。急に恥ずかしくなって、ティエラはうつむく。

　踊り場に立ったアズールは女性に腕を預けながら、その下で佇むティエラを見下ろし、憐れみたっぷりの笑みを浮かべて言った。

「やあ、久しぶりだねティエラ嬢。ご両親は残念だった」

「あ……アズールさまも、お父さま、が──」

　不穏な空気を感じて、心臓がドキドキしはじめた。ティエラの期待とはまるで異なる展開が待ち受けている気がして──。

　その方はどなたですか。そう問いたかったが言葉にはならない。代わりに、その女性がうれしそうに言った。

「アズールさま、この方ね！　私の侍女にしてくれるというのは」

「──え？」

　今、何と言われたのかがわからなくて、聞き返すようにアズールを見上げる。

　しかし、彼女はティエラの困惑など気にもかけず、髪と同じ黒い瞳を輝かせながらこちらへ近づいてきた。

　彼らは決して踊り場の階段を下りようとはせず、高い場所からティエラを睥睨したままだ。

「そうだよ、アンジェラ。ティエラ嬢、この度は大変な災難だったが、僕が婚約していたのは『フェザーズ男爵令嬢』であり、ただの平民になった君を妻にはできないんだ」

　彼はそう言って、黒髪の女性の肩を抱く。

「現在の婚約者は彼女、ロゼッタ子爵令嬢アンジェラだ。アンジェラはやさしい女性でね、家も財産も失った君を哀れに思い、ぜひホーフェン伯爵家で侍女として迎え入れてやろうと提案してくれたんだよ」

　思いもよらぬ言葉に、頭の中が真っ白になった。言葉を発することもできず、ふたりの顔をみつめる。

「それに僕も悪魔じゃない。いくら今は平民とはいえ、かつて僕と君とは婚約までしていた間柄だ。無一文で行くところがないんだろう？　馴染みのあるホーフェン伯爵邸で働くことができれば、すこしは助けになるんじゃないかと思ってね」

　なんと返答すべきなのだろう。故郷を発ったときには、こんな提案をされるなんて夢にも思わなかったから、咄嗟に言葉も出ない。

「…………」

　もう帰りの馬車はないし、じきに夜で路銀もわずかだ。なんとか故郷に帰り着けたとしても、リマーサを悲しませるだけ──。

　それに彼の言うとおり、最初から『フェザーズ男爵令嬢』としての婚約だった。もはや両親もおらず、この身ひとつしか持たないティエラが、伯爵家に嫁入りするなんてありえないことだ。

　子供の頃からずっとアズールが大好きだったが、貴族の婚姻は感情だけでは成り立たないのだから。

　屋根のあるところで働かせてもらえるだけ、ありがたいと思うべきだろうか。

　心は拒絶しているが、現実を考えたら受け入れるしかないのかもしれない……。

「ね、いいお話でしょう？　同じ人を好きになった者同士ですもの、きっとティエラさんと私、仲良くなれるわ」

「────」

　必死に平静を装おうと自分を叱咤するが、どんどん顔が強張っていく気がする。

「もちろんお給金は弾むから、故郷でティエラさんの世話をしていたあの老侍女にも、恩返しができるわ。あの事故以来、いろいろ助けてくれた人なのでしょう？」

　ティエラが元侍女リマーサの家で暮らしていたことも、すべて調べた上での提案だった。

　戸惑いつつも、うなずくしかないと決めたときだ。

　激しい蹄の音が背後から聞こえてきた。そして、遠くから「待て！」と叫ぶ門衛の声。

　ティエラが振り返ると、さっき彼女がとぼとぼと歩いてきた道を、一頭の黒馬──一騎の騎士が疾走してきた。

　それからだいぶ遅れて、ふたりの門衛が馬で追いかけてくる。どうやら先頭の騎馬は、門衛の制止を振り切って強行突破してきたらしい。

　黒馬には、騎士団の物々しい制服をまとった青年が乗っている。

　騎士は手綱を引いて徐々に減速すると、ティエラとアンジェラを分かつよう、踊り場のぎりぎりまで馬で攻め入り、アンジェラの前で黒馬を棹立ちにさせた。

「きゃあっ」

　高く振り上げられた馬の前足に威嚇され、アンジェラは驚いて後ずさりし、ドレスの裾を踏んづけて尻もちをついた。隣にいたアズールも腰を抜かしている。

　騎士の後ろからその様子を見ていたティエラも、茫然として突然の闖入者を見上げていた。

「なんだ貴様──」

　アズールが気色ばんで前に出てきたが、馬上の騎士に一瞥され、たちまち言葉をなくして引き下がった。

　黒馬の騎士はティエラに後ろ姿を見せているので、どんな表情をしているのかはわからない。だが、さっきまでティエラを嘲るように笑っていたアズールの表情は、恐怖に引きつっていた。

　恐れをなしたアズールの表情を見たのは、これが初めてだった。

　このとき門衛たちがようやく追いついてきたが、腰の剣に手を伸ばしつつも抜くことはなかった。それどころか、乱入してきた騎士の姿に困惑している有様だ。

「なんなんですの、この無礼者は！　アズールさま、早く門衛に命じてこの男を退治してください！」

　我に返ったアンジェラが立ち上がって甲高い声で喚き、ハッとしたアズールも腹に力を込めて必死に叫んだ。

「何者だ！　早くこやつを捕らえろ！」

「で、ですが……」

　主人の命令にも関わらず、門衛たちは顔を見合わせて逡巡する。

　だが、それも無理なかった。

　この青年がまとっている制服には、黄金の飾緒が幾重にも吊るされ、胸元にはたくさんの徽章が燦然と輝いているのだ。

　飾緒は彼がそれなりの地位にいることを示し、数々の徽章は国王からその実力を認められた騎士の証。

　彼は王国騎士団の中でも高位の騎士であり、門衛がひとりふたり立ち向かったところで、太刀打ちできる相手ではなかったのだ。

　場が不気味に静まり返る中、青年騎士は門衛やアズールには目もくれず、ひらりと身軽に馬から飛び降りる。

　そして、今にも腰を抜かしてしまいそうなティエラの前に立ち尽くしたのである。

「…………」

　反射的に騎士を見上げたが、さっきまで感じていたやり場のない悲しみや絶望もすっかり忘れ、彼の顔に釘付けになっていた。

　これが「ポカン」という状況なんだろうなと、場違いに考える。

　騎士の濃い深みのあるブロンズの髪は短く、何の感情も浮かんでいない瞳は、髪より一段暗い濃褐色だ。

　とても彫りの深い顔立ちで、精悍でありながら男らしい美しさも具えているから、我知らず目を奪われていた。

（なんて──きれいな人……）

　あれほど焦がれていた元婚約者の前だが、こんな強い目でみつめられたら、心臓だって忙しなくなるだろう。

　ふいに彼の手が伸びてきて、おもむろにティエラの腰を両手で掴むと、彼女の身体を肩に担ぎ上げた。

「えっ……えっ……!?」

　何が起きているのか理解できず、荷物のように担がれたティエラの身体は、いきなり馬の背中に放り上げられていた。ジタバタする暇もなかった。

「この女、いらないんだろ？　俺がもらっていく」

　それが、この騎士の発した初めての言葉だった。

　低い声で言い、馬上でおろおろしているティエラの後ろに跨った騎士が手綱を握る。

「鬣にしがみついてろ」

「え、あの……!?」

　ティエラの戸惑いなど無視して短く命じ、彼は問答無用で馬を走らせた。

　アズールが後方で何かを叫んでいるが、すぐにその声は聞こえなくなる。

　代わりにティエラの耳に響くのは、蹄が地面を蹴る力強い音と、耳元を吹き抜ける強い風の音だけだ。

（ゆ、誘拐された……!?）

　丸くした目に、景色がかなりの速度で流れていくのが映った。

「あのっ、どこへ行くんですか？　あなたはどなたですか!?」

　振動の凄まじい馬上で、振り落とされないため鬣にしがみついて尋ねてみたが、ティエラの声は蹄てい音おんにかき消され、男の耳には届かない。

　おまけに激しい揺れで、口を開いたら舌を噛んでしまいそうになる。

　男が目的とする場所へ到着するまでは、疑問と不安を抱えたまま我慢するしかなかった。ここで暴れても、何もいいことはなさそうだ。

　騎士の走らせる馬は、王都シャデガルの郊外にあるホーフェン伯爵邸を出ると、まっすぐシャデガルの中心部へ向かった。

　馬車の中から街の様子を眺めたことは何度もあるが、こんなふうに直接馬の背に乗っての移動は初めてだ。

　最初は怖かったりわけがわからなかったりで、頭の中はからっぽだった。でも、次第に正気に返りはじめたら、不安で胸が塞がれそうになってきた。

　見知らぬ騎士に誘拐（？）されて、どこへ向かうのかも不明。

　一応、身分のある騎士らしいから、いきなり無体はされないだろうと信じたいが、彼がホーフェン伯爵邸にいきなり乱入してきた事実こそが、すでに無体である。

　だいぶ陽が落ちて、空には夜の帳が下りはじめていた。

　怖くて後ろは振り向けないが、ちらと視線を横に移すと、手袋グラブを嵌めた騎士の手が手綱を力強く握っている様子が見える。

　なんとなくだが、ティエラが馬から振り落とされないために、腕で囲ってくれているような。むろん、手綱を握るためには当然の姿勢ではあるが……。

　そう意識すると、背中に騎士の体温を感じて複雑な気分になった。怖いような、ドキドキするような……。

　やがてふたりを乗せた馬は賑やかな街を迂回し、貴族街にある一軒の邸へとたどり着いた。すでにとっぷりと日が暮れていて、邸の門には明かりが入っている。

　騎士が門前で馬を止めると、ふたりの門衛が彼に最上級の礼をした。

「お帰りなさいませ、閣下。ご無事の凱旋、おめでとうございます！」

「ああ。みな息災か」

「はっ、変わりございません」

　そう言って鉄門を開く門衛たちは、馬上できょとんとしているティエラを訝る様子もない。それどころか、そこに彼女がいるのが当然とでも言わんばかりの顔だ。

　門から邸まではそれほど距離もなく、立派な邸宅がすぐ見えた。

　数ある貴族たちのタウンハウスと比べて大きな建物ではないが、こぢんまりしていてあたたかみのある邸だった。

「あの、ここは──？　私、どうして」

　馬の疾走から解放され、あらためてティエラは後ろを振り返って尋ねたが、騎士は無表情のまま彼女の向こうを見るばかりで、一向に目的も正体も明かしてくれない。

　わかったのは「閣下」と呼ばれる身分であることだけだが、それはもう、彼の制服を見れば一目瞭然の情報だ。

　やがて立派な邸の正面玄関前へやってくると、それに気づいた家人たちが声をかけあって集まってきた。

「お帰りなさいまし、イーアスさま！」

「ご無事でなによりでした」

　十人ほどの使用人たちが黒馬に近づき、口々に騎士の帰還を出迎える。

　どうやら騎士の名はイーアスというらしい。

　無口で恐ろしげな誘拐犯だと思ったのに、使用人たちの表情はそれを打ち消すように明るかった。

「今、帰った。変わりないか？」

「ええ。イーアスさまも、怪我なくお戻りになられてようございました」

　家令と思われる初老の紳士が答え、ティエラと目が合うとにっこりと会釈をしてくれた。

「はじめまして、お嬢さま。家令のベルドと申します」

「は、はじめまして……」

　戸惑いながらも挨拶を返したが、ティエラがここにいるのが彼らには不思議ではないのだろうか。

　ひたすら困惑していたら、イーアスが先に馬を下りた。そして馬上に取り残されたティエラの手を取ると、強引に引っ張りそこから引きずり下ろす。

「きゃ……」

　あやうく落馬の憂き目を見るかと思ったものの、すぐに彼がティエラの身体を抱え、そっと地面に下ろしてくれた。

　しかし、驚きのあまりに心臓がばくばくしている。

「ちょーっとイーアスさま、今のは乱暴ですよ！　女性にはもっとやさしくしないと！」

　騎士の荒々しい所業を見かねたのか、お仕着せ姿の若い女性が進み出て、彼に苦言を呈した。

　彼女はこの騎士が恐ろしくないのだろうか。そうでなくても、使用人が主人に意見するなんてただごとではないのに。

　ところが、聞こえていないのか聞いていないのか、騎士は怒るでもなくティエラの背中を彼女のほうへ押し出した。

「客のティエラ・フェザーズだ。ミア、任せる」

　彼には名前まで知られていた。驚いて振り返ったが、ミアと呼ばれた女性が前に出てきて頭を下げたので、ティエラもそちらに向き直るしかなかった。

「かしこまりました！　はじめまして、ティエラさま。侍女のミアと申します。お世話させていただきますね」

「あ、あの……？」

　にこにこ顔のミアに言われ、うろたえるばかりだ。

　しかし、ただ誘拐されたのではなく、どうやら歓待されているらしい。

　わけもわからず、ティエラはこの邸の客となった。







第二章 初めての淫靡な夜








　ティエラは現在、広く美しい浴室で猫足のバスタブに浸かり、ミアに身体を洗われているところだ。

「わぁ、ティエラさまのお肌、とってもすべすべです！」

「あ、ありがとうございます……」

「敬語はおやめくださいまし、私がイーアスさまに怒られてしまいます」

「でも私は、こんなふうによくしていただける身の上ではないので……」

「とんでもないことです、ティエラさまはイーアスさまのお客さまですもの！　なんなりとお申し付けくださいね！」

　ミアはこのヘヴリー伯爵家の家令ベルドの娘で、十七歳だという。栗色の巻き毛を結い上げ、年相応の愛らしい笑顔をティエラに向けた。

　そして、ようやく誘拐犯の名が判明したが、それを教えてくれたのがミアだ。

「あの、ヘヴリー伯爵って、確か先年からリデロードに出征されていた……？」

　王妃の生国であるリデロード王国が、敵国の襲撃を受けたのは一昨年。国王命令によって、ヘヴリー伯爵率いる第三騎士団が援軍として遣わされたのが昨年のことだ。

「はい、そうですよ！　つい先日、戦に勝利されまして、今日は凱旋です！」

　隣国での戦勝の報は、ティエラも故郷ヴィヘルを出立する前に耳にしていた。ヘヴリー伯爵は『メイローズの若き英雄』と呼ばれ、今や時の人である。

　門衛や家令の言葉から、今日が彼の久々の帰還であると察していたが、凱旋というのは一般的に、多くの兵を率いて堂々と戻ってくることではないのだろうか。

　単独で馬を駆り、ひっさらってきた女を連れての帰還を、果たして凱旋といっていいものか。

「そうだったのですか……。ところで私、ヘヴリー伯爵とは面識がないのですが、どうしてここへ連れてこられたのでしょう？」

「え？」

　ミアは驚いた顔をして、手を止めてしまった。

「私どもは、女性のお客さまを連れてくるからもてなすようにと、イーアスさまから何日も前から命じられておりましたのに……？　何も聞かされずにここへ連れてこられたんですか!?　あの無口な朴念仁が女性をお連れになるなんて、てっきりご結婚されるかと思っていたのに！」

「は──？」

　初耳というか、寝耳に水だった。何もかもが今日初めて聞くことばかりだ。

「まさか、どこからか拐かどわかされていらしたとか……？」

　恐々と尋ねられて、ティエラは首を傾げた。

　確かに強引に連れ去られてはきたし、誘拐されたのかもと思っていたが、いたたまれない場から連れ出してもらったというのが事実だ。今のところ、自分にとっての不利益はないと思える。

「……私が存じ上げないだけで、どこかで会ったことはあるのかもしれません」

「はぁ……まったく、あの気が利かない無愛想の無表情男！　ティエラさまにちゃんと説明するように、あとでとっちめてやりますね！」

　主人を罵倒し、ひとしきり憤慨したミアだったが、ティエラを安心させるためか、伯爵家のことをいろいろ教えてくれた。

「イーアスさまは、先代のヘヴリー伯爵が四年前に病没されたあと、二十歳で伯爵家を継がれました。前伯爵の奥さまは早逝されていて、他に家族はおりません。親族とは折り合いが悪くて、付き合いのある家はあまりないのですが、三年前に第三騎士団長を拝命してからは別方面に人脈が広がりましたので、ご心配には及びませんよ！」

　彼の正体を知らないでいるのは不安だったから、それを知れたのはありがたかったが、教えられても困ることに今更ながらに思い至った。

　その情報を得たところで、ティエラには何の関係もないのだから。

　まさか、さらってきた娘を花嫁に──なんて、おとぎ話の悪役でもあるまいし。

（でもあの人、私の名前を知っていた……）

　ホーフェン伯爵家での出来事を思い返してみる。

　アズールはヘヴリー伯爵の顔を知らないみたいだったし、伯爵の目的は最初からティエラ本人だったと思える。

　彼とどこかで会った記憶はないが、ティエラもかつては男爵家の娘として、王都の貴族に招かれて夜会に出席したことがある。もし出会っていたとしたら、その夜会のどれかだろう。

（でも、あんな人、一度見たら忘れないと思うけど……）

　正面からしっかりヘヴリー伯爵の顔を見たのは、ホーフェン家で馬に乗せられる直前の一度だけだったが、眉目の整った精悍な顔立ちに、強烈に目を奪われた。

　ブロンズの髪にはとろけるような甘い艶があり、もっと深い濃褐色の瞳は強く、物言わぬ口の代わりに、彼の内側にあるものを映し出しているように見えた。

　激しい感情をその中に内包している──そんな気がする。

（どこで会ったんだろう……）

　気づけば浴室を出ていて、ミアに新しいドレスを着せてもらっていた。物思いに沈みすぎて、周りが見えなくなっていたようだ。

「このドレスは……？」

　淡い青色のふんわりしたドレスは、小さなリボンで飾られていてかわいらしく、肌触りも上質なものだ。まるでお姫さまにでもなったような気分で、ちょっと照れ臭かった。

　鏡に映る自分を見てミアに尋ねると、彼女はうれしそうに笑った。

「ティエラさまのためにと、イーアスさまの指示でご用意させていただきました。寸法は見たところちょうどよさそうですが、いかがですか？」

「大丈夫みたいです」

「よかったー！　ほっそりされた方だと聞いていたので、ひとまず私の勘で選ばせていただいたんです。それに、ティエラさまが美しい白金色プラチナブロンドだと事前にうかがっておりましたので、それに合う青色を選んだのですが。でも、面識ないんですよね……？　イーアスさまってば、どこかで覗き見したティエラさまに一目惚れして、思い余ってさらってきたのかしら……」

　あの鋭い目をした荒々しい青年が、一目惚れ……？　全然しっくりこない。

　しかし、イーアスは完全にティエラのことを認識している。名前だけではなく、容姿まで。一年もの間、出征していてメイローズを留守にしていたはずなのに。

　では、ここへ連れてくることも予定に織り込み済みだったというわけだ。

　ところが、こんなに謎だらけなのに、ミアはティエラ自身のことを追及してくることはなかった。あれこれ聞かれたら返答に窮するばかりだっただろうから、詮索しないでくれているのはありがたい。

　その後、夕食が用意されていたが、イーアスの同席はなかった。

　ひとりきりの晩餐だったが、ミアが給仕しながらたくさん話をしてくれたので、肩の力はいくらか抜けた。むしろここにイーアスがいたら、緊張で食事も喉を通らなかっただろう。

　ミアは気さくで明るいおしゃべりさんなので、この短時間でティエラもすっかり彼女と打ち解けていた。

　広いお風呂にゆっくり浸かるのも、こんなに贅沢な食事をするのも、フェザーズ男爵家が地上から消滅して以来のことだ。

　寝衣に着替え、ティエラのためにと用意された寝室に案内された頃には、心の底から寛いでいた。

　数々の疑問や不安は相変わらずだが、ここに来てからイーアスが一切顔を見せないから気が抜けた。

「では、私はこれで下がらせていただきますが、何かあったら遠慮なくベルを鳴らしてお呼びください。おやすみなさいませ」

「おやすみなさい。ミアさん、本当にありがとう」

「明日になったらイーアスさまに全部事情を説明させますから、どうかご心配なさらないでくださいね」

　そう言い残してミアが退出すると、ティエラは与えられたベッドに身を投げ出した。ふかふかしていて暖かく、寝心地がいい。

　女性が好みそうな白いカーテンやレース、暖炉の上にはきれいな花が飾られ、天蓋つきのベッドは、男爵家でも見たことがないほどゆったりした広さだ。

　まったく何がなんだかわからないが、ここへ連れてこられたから、アズールの新しい婚約者の侍女にならずにすんだ。

　もし、侍女になるという話を断っていたとしたら、当てもなく王都をうろうろする羽目に陥っていたはずだ。

　そう考えると、ヘヴリー伯爵はティエラを助けてくれたということに──。

　彼が何を目的としているかは、今は考えても仕方がない。ミアの言うとおり、明日になったら全部説明してもらうだけだ。

　ひとりきりになった途端、よくわからぬヘヴリー伯爵のことよりも、アズールから突きつけられた冷たい言葉を、まざまざと思い出してしまった。鼻の奥がツンと痛む。

　四つ年上で、なんでも知っているアズールがずっと大好きだった。

　子供の頃は、彼の姉たちとも一緒になって、かくれんぼや追いかけっこをして遊んだ。きょうだいのいないティエラは、彼らと過ごす日々が楽しくて仕方なかったのだ。

　成長してからは、アズールから花をもらったり、一緒に本を読んだり、将来の結婚生活について語り合い、穏やかで幸せな日々を過ごした。

　十八歳になったらこの人と結婚するのだと、その日を指折り数えていたのだ。

　結婚一年前になると段取りも具体的に進み、花嫁衣装の準備に入ったり交換する指輪の意匠に悩んだりと、この先には幸せしか待っていないと本気で信じていた。

　でも今日、知ってしまったのだ。

　アズールが好きだったのは、ティエラ自身ではなくて『商家フェザーズ男爵の娘』という身分でしかなかったことを。

　アズールからかけられた言葉のひとつひとつが、やっと意味のあるものとしてティエラの中に染み込んできた。

　彼は、無一文で行くところもないティエラを哀れに思い、ホーフェン家に仕えさせてやろうと親切ぶって言っていた。でも、それが親切でないことは、お人好しのティエラにだってわかる。

　父を亡くしてすべてを失ったティエラを、アズールは憐れむどころか見下していた。

　平民に成り下がった娘に価値などない──と。

　あの新しい婚約者という女性も、憐憫を浮かべてはいたがずっと笑っていたし、むしろ率先してティエラを侮蔑していたと思う。

　貴族の身分を失ったティエラを嘲笑うために、わざわざ王都へ呼んだのだろうか。

（そうとしか思えないよね……）

　アズールがリマーサからの手紙を無視するなり、もう結婚はできないと断りを入れてくれれば終わった話だ。

　であればリマーサも、ホーフェン伯爵に手紙を出したことをティエラに告げず、事実を握り潰して終わらせただろう。

　何も知らなければ、ティエラはアズールへの想いを封印し、故郷のヴィヘルで平民としてひっそり暮らしていけた。

　それなのに、『伯爵家に迎え入れる』と気を持たせるような返事をして、ティエラをぬか喜びさせ、行く当てがなくなるよう仕向けたのだ。

　どう好意的に解釈したって、それ以外に受け取りようがない。

　あんなに好きだった気持ちが嘘のように小さくなり、消えていくの感じた。想いが溶けて最後に残った水たまりが、目からあふれ出してくる。

「ぅ……っ」

　ふかふかの布団を握りしめ、ティエラは顔を伏せて涙を押しとどめた。

　ここで泣いたら、たぶん止まらなくなってしまう。明日になったら目が腫れて、ひとり枕を涙で濡らしていたことが、ヘヴリー家の人々に知られてしまう。

　それを恥ずかしいと感じるだけの理性は、まだ働いていた。

　涙を引っ込めるために、肩で大きく息をしたときだった。

　ノックの音が聞こえ、ハッと我に返ったティエラが身を起こすより早く扉が開いた。

　せめて返事を待ってほしい……切実にそう思ったが、訪問者はティエラが向き直る頃には、もう彼女の目の前に立ち尽くしていた。

　──ヘヴリー伯爵イーアス、その人が。

　入浴した直後なのか、ブロンズの髪が湿り気を帯びて暗色を増していたが、ガウンをまとったその姿には、ただならぬ色気があった。

　ティエラはあわてて立ち上がり、背の高い伯爵を見上げる。

　途端に涙が一筋、ぽろりと頬を伝う感触があった。べそをかいた顔をあわてて伏せ、こっそり指で涙を拭う。

　こんな夜更けに何の用だろう。ミアに言われて事情を説明しにきたのだろうか。それにしたって、若い娘の部屋に押しかけてくるには非常識な時間だ。

　未だに誘拐されたのかもという疑惑が払拭できないし、一見もてなされているようで、体よく拉致されている可能性もなきにしもあらずだ。

　とはいえ、厚遇してもらっているのは事実で、お風呂や食事、ベッドを与えてくれたことに対しては感謝もある。

　あのままホーフェン伯爵家に留まっていたら、今頃は侍女としてアズールやその婚約者からどんな扱いを受けていたか……。

　結局、ティエラは彼に頭を下げていた。

「あ、あの、今日はいろいろと……ありがとうございます……」

　彼の顔を直視するのがすこし怖くて、うつむきながら感謝を示したら、突っ立ったままのヘヴリー伯爵がようやく重たそうな口を開いた。

「無理やり連れ去られてきたのに礼を言うのか、あんたは」

「や、やっぱり私は誘拐されたのですか？　私は、あの場から助けていただいたと思っていましたが──でも、どうして……？」

　思わずヘヴリー伯爵の顔を見上げたら、彼の左耳だけにつけられた耳ピ飾アりスが目に入った。

　男性でも魔よけやお守りなどの意味合いで耳飾りをつける風習はあるが、女性が好みそうな半透明の白い石だったので、すこしの違和感を覚える。

　だが、そんな違和感など払拭してしまうほど、伯爵の声は冷ややかだった。

「ホーフェンの野郎からは、全部奪ってやると決めていた」

　貴族とも思われぬ口ぶりと、アズールへの恨み節が飛び出したことに驚き、ティエラはもう一度彼をまじまじと見た。

「伯爵さまは、アズールさまに何か、恨みでもあるのですか？」

　すると彼は濃褐色の瞳をわずかにひそめ、ベッドにどかりと腰を下ろした。

「伯爵なんて呼ぶな。イーアスでいい」

　ぶっきらぼうに彼は言い、隣に座れと言わんばかりに自分の隣を指し示す。

「で、では、イーアスさま……。奪うって、私のことですか？」

　すこし距離を取って遠慮がちに座り、恐る恐る聞き返してみた。しかし彼は、否定も肯定もせず、不機嫌そうな顔でそっぽを向いている。

　ホーフェン家でのことを思い返してみたが、アズールはまったくイーアスの顔を知らないという様子だった。

　だとしたら直接的な恨みではなく、間接的なものなのだろうか。

　しかし、アズールへの恨みを晴らすためにティエラを連れ去ったのなら、その行為にまったく意味はない。

「どんな理由があるのかは存じませんが、私を連れ去っても、アズールさまは何とも思いませんよ。あの人にとって、私は何の価値もない存在ですから……。私はもうアズールさまの婚約者でもなんでもありません。ただの──」

　ティエラがいなくなっても、ホーフェン伯爵家は侍女候補をひとり失っただけにすぎない。元々あの家にも彼自身にも、ティエラの存在など無用なのだから。

　だが、アズールから投げつけられた、親切を装った嘲りの言葉をふたたび思い出した途端、目頭が熱くなった。

　残酷な事実を声に出したせいで、その記憶が深く胸を抉り、心にひどい痛みをもたらす。

（あ、だめ……）

　うつむいて膝の上で両手を握りしめ、必死に涙を堪える。でも、どんなに努力しても涙がぽたぽたとこぼれてしまい、膝や手の甲を濡らしていった。

　嗚咽が漏れないよう唇を噛みしめても、いったん堰を切ってあふれてしまった悲しみは押しとどめることができない。

「……っ」

　隣にいるイーアスには、ティエラが泣いていることがわかるだろう。

　でも彼は沈黙を保ったままで、室内にはティエラのしゃくりあげる声だけが虚しく響いていた。

　早く彼には出て行ってほしい。出て行ってくれれば、こんなに我慢せず思う存分声を上げて泣けるのに。

　しかし、イーアスは一向に出て行く素振りを見せなかった。

「う、ぅ……っ」

　そろそろ我慢も限界だ。

　きつく結んだ唇の合間から泣き声が漏れたら、あとはもう泣きじゃくるだけになった。ひとたび崩壊した涙腺は、元には戻らない。

　よく知りもしない人の前で泣くなんてみっともないと思ったが、いざ泣いてしまったら、どうせよく知りもしない人の前だからいいか、と開き直った。

　やがて、静かに座っているだけのイーアスの存在など、気にもならなくなった。

　十年以上あたため続けた恋心が粉々に砕け、その破片が心に突き刺さったような痛みを覚える。

　商船の事故を受けて、両親も家もなくし、うやむやのうちに結婚も流れた。

　失意のどん底にいたティエラに、一度なくなったはずの機会がふたたび巡ってきたと思ったのに。どれほど、この王都行きを楽しみにしてきたことだろう。

　それなのに──。

　涙を拭ってもきりがないので、落涙するがままずっと肩を震わせていたら、ふいに頭を抱き寄せられた。

　イーアスのガウンが、あふれた涙で濡れる。

　すっかり彼の存在を忘れていたから、突然のことで驚いた。でも、これだけ弱りきっているときに抱きしめられたら、縋りつきたくなってしまう。

（慰めてくれてる……のかな……）

　それでもなんとか自制心が働いて、手は自分の膝の上で握りしめたまま咽び泣いていた。

「──悲しいのか、それとも悔しいのか」

　ティエラの嗚咽だけに満たされていた部屋に、彼の低い声が割り込む。

　しゃくりあげる彼女に、その問いに答えるのは難しい。なにしろ、まったく言葉にならないのだから。

　すると、涙で歪んだ視界に、イーアスの大きな手が飛び込んでくる。

　最初は頬の涙を拭おうとしてくれているのかと思ったが、彼はその手をティエラの頬に当てると、ぐいと上を向かせた。

　こんな泣き濡れたみっともない顔、見られたくなんてなかったのに。

　彼の怒ったような顔が、涙越しに滲んで見える。

　そのぼやけたイーアスは、よく響くはっきりした声で言った。

「くだらない」

　きっぱり断言され、睫毛に涙の雫を載せたまま、ティエラは赤くなった目を丸くした。

　はじめは、いきなり泣き出したことを詰られているのだと思った。でもイーアスは強い目でティエラを真っ向から見据え、もう一度同じ言葉を口にする。

「あんな男のことで泣くなど、くだらない。それなら俺に奪われて怒れ。俺を恨んで、自分をこんな目に遭わせる原因になったホーフェンも恨め」

　言われた意味を理解しようと、深く息を吸い込んだ瞬間、唇に熱いものが押し当てられた。

　何が起きているのかわからず、濡れた睫毛をもっと上げたら、視界をふさぐほどにイーアスの顔が接近していて……。

　ティエラの涙で濡れた唇を塞ぎ、舌でその雫を舐め取っているのだ。

「────」

　頭の後ろを大きな手で支えられ、もう一方の力強い手で背中を抱かれる。そして彼は何度も何度も唇をついばみ、くちづけ直し、ティエラの息を上がらせた。

　アズールとだって、手を握る以上のことはしたことがないのに──。

　ティエラをここへさらっていた男の正体はわかっても、ヘヴリー伯爵自身のことは何も知らない。こんなこと、断固として拒否すべきだろう。

　でも、不思議と拒絶感はなかった。荒々しいが、その唇はひどく雄弁で、まるで彼の心の中の熱を、口移しに教えられている気になる。

「ん……」

　キスをされている意味を、そしてそれを受け入れている意味を自分の中で探しているうちに、無意識にイーアスのガウンを握りしめ、目を閉じていた。

　失恋したあとの傷心につけこまれているのだろうか。

　そして自分も、その心の傷を塞ぎたいばかりに、新たに現れた男性に流されているのだろうか。

　でも、アズールの仕打ちで泣いていたことはとっくに記憶の彼方に押し流され、意識と心のすべてがイーアスに向く。

　荒っぽくて激しくて、でも情感のこもったキスで、彼の熱量が増すにつれて互いの息が上がる。

　そんなキスの合間にも、イーアスは「くだらない男のことで泣くな」「泣くな、怒れ」と、何度もティエラの耳元でけしかけるのだ。

　怒りを扇動する言葉の端々に、彼の苛烈さを垣間見た気がする。

　でも、どれだけ怒るよう焚きつけられても、覆いかぶさるキスに全部押し流されてしまう。

　それどころか、彼が「怒れ」と言うたびに、その言葉の裏に別の意味が隠されている気がして……。

　自分に覚えがなくても、やはりイーアスはティエラのことを知っているのだ。のみならず、アズールと自分の関係、そしてあの邸でどんなやりとりがあったのかも、この男は全部知っている。

　だからこそ、ホーフェン邸に乗り込んできた瞬間に、迷いもなくティエラを連れ去ったのだ。

　確信したときには、とっくに彼の激情に呑み込まれていて、ティエラの腰はがくがくして半分抜けかけていた。この感覚には、どんな名称がつくのだろう。

　そのうち、唇だけではなく頬の涙も舐めて拭い、顎や首筋にもくちづけられる。

「は、ぁ……っ」

　イーアスの唇が肌の上を滑っていくたびに心地よくて、嗚咽ではなくため息を漏らしていた。

　そして、己を貪り食らう獣に押し倒され、喉へ食らいつかれた瞬間、身体の芯が震えた。内側で何かがあふれてきて、脚の間にじわりと熱が広がる。

　これが正しいことだなんて思わないけれど、たとえ傷心のせいだったとしても、流されるまま身を委ねてしまいたかった。

　もう自分には、守るものなど何もないのだし──。

　そんな心の隙間を嗅ぎ取られたのか、イーアスの手がティエラの首筋をなぞり、胸元にそれを這わせはじめた。

　男性に胸をさわられたのは初めてだ。驚きはしたが、大きな手で包み込むように撫でられたら、もっと身体から力が抜けていく。

「ん、ぅ……っ」

　どのくらいの時間そうしていたのか、上から覆いかぶさられながら一心不乱にイーアスのキスを受け止めていたら、ふと彼の熱が遠ざかった。

　身体を起こし、ベッドに腰かけた姿勢でティエラを見下ろすイーアスは、細く長い息を吐くと、ガウンを脱いで床の上に放り投げた。

　ガウンの下は部屋着なので裸身をさらしたわけではないが、その仕草はいやに煽情的だ。

　そんなイーアスは、なぜか不機嫌そうに言う。

「もっと怒れ。自分が何をされてるのか、わかってるのか？　怒って俺を詰れ」

　そう言われれば言われるほど、ティエラはポカンとイーアスの顔をみつめるばかりだった。

　確かに、よく知らない──しかも誘拐犯と思われる──男性に、いきなりキスされたり身体に触れられたりしたら、怒るのが当然なのかもしれない。

　でも、彼のぶっきらぼうな顔を見ていたら、怒りが湧くどころか、さっきまで乱れていた気持ちが宥められ、いつの間にか嗚咽も収まっていた。

「私、怒るのが苦手で……」

「怒るべきことに怒らないのは、怠慢だ」

　断定的な口調に面食らうも、怒りが湧かないのでどうしようもない。

「それよりも、イーアスさまが私をここに連れてきた理由をちゃんと教えてください。アズールさまの元から連れ去れば、それで目的は果たされたことになるんですか？」

　挑発しているつもりではなく、彼の真意を知りたいと思ったのだ。濡れた頬を拭いつつ、まっすぐ彼をみつめる。

　だが、イーアスの表情はさらに憮然となり、濃褐色の瞳が昏い色に揺らめいた。

「俺はまだ、奴から何も奪えていない」

　静かな低い声が、ティエラの心の底に響く。

　上衣を脱ぎ捨て、見事な騎士の肉体をさらしたイーアスは、横倒しにされたままのティエラに跨って肩を押さえつけ、にらみつけるように彼女の空色の瞳を覗き込んできた。

「奴の名前なんて呼ぶな、あんなクソ野郎」

「さ、さすがにそんな呼び方はできな──」

　よほどアズールに恨みがあるらしい。困惑して返したら、途中でまた口を塞がれ、彼の手に胸元を開かれていった。

　心臓がうるさいくらいに鼓動を速めているが、あたたかな手が肌に触れる感覚が気持ちいい。

　思わず目を閉じたら、彼が重ねた唇の間から舌を挿し入れ、ティエラの舌に絡めてきた。口の中をぬるぬると熱を持った肉が這い回り、吸い上げる。

「んっ……」

　この世界にこんなキスが存在することを知らなかったから、ティエラは羞恥にいっそう目をきつく閉じたのだが、強張りを解くような手つきで額に触れられていた。

　肩から寝衣をはだけられ、華奢な下着をずり下ろされたら、白い柔肌が露わになる。

　イーアスはずっと目を閉じてティエラの唇を貪っていたが、両手で彼女の首筋から胸にかけてなぞると、うっすらと目を開けた。

「は──」

　短く嘆息する低音が、ティエラの耳の傍で鳴る。

　その音につられて目を上げると、彼女の裸の胸を見ているイーアスの目が、あやしく揺らめいて見えた。

　目が合うと、彼はますます不機嫌そうな顔で吐き捨てる。

「なぜ怒らない？　殴り飛ばしてもいい」

「……無茶言わないでください」

　ふんわりしたふくらみに手を伸ばされ、大きな手の中に収められる。口ぶりは乱暴なのに、ティエラに触れる手はどこまでもやさしかった。

（結婚していたら、とっくにアズールさまとこういうことをしていたはず……）

　でも、二十歳になってもティエラは清らかなままだ。

　今のところ、アズールに対して怒りという感情は湧いてこなかったが、彼を憎んでいると思しきイーアスに純潔を奪わせるのは──。

（当てつけ、なのかな……）

　そうだとしても、もう大事に守り通すものは何もない。

　残念ながら、当てつけのつもりでイーアスに抱かれても、アズールは何とも思わないだろうけれど。

　あとあと冷静さを取り戻したら、このときの短慮を後悔するかもしれないが、ここでひとりきりにされたら、また涙がぶり返しそうで怖かった。

　今は何も考えたくない。目の前の人の激情に流されてしまいたい。

　だから、喉を食まれて乳房を揉まれ、淡い色をした先端を指で摘ままれてこねられても、ティエラは拒絶も抵抗もしなかった。

　それどころか、途端におかしな気分になり、ぎこちなく身をよじっていた。

「は──あぁ……っ」

　お腹の奥の方がうずうずするから、どうにかこのもどかしさを解放してほしくてたまらなくて──。

　無意識に伸ばした手で、イーアスの背中に触れていた。

　異性の身体に直接さわるのは、これが初めてだ。平らだと思っていた背中はごつごつと筋肉が隆起していて、驚くほどに大きく広い。

　これが『メイローズの若き英雄』の身体だ。

　だが、ティエラの手が背中をまさぐった瞬間、イーアスの身体が硬直した。

「あんたは……」

　すこし身体を離し、激情を秘めた目でティエラをみつめると、思い余ったように彼女の服を全部剥ぎ取ってしまった。

　下着ももどかしく外してすべてを床に投げ捨てると、全裸にされて目を白黒させるティエラを抱き上げ、ベッドの真ん中へと運ぶ。

「イーアスさま……あぁっ」

　ティエラの両脚をつかんで開くと、その間に身体を割り込ませたイーアスは、淡い繁みの下に隠れていた秘裂に指を這わせ、ゆっくりと重たくそこを擦りはじめた。

「ん、ぁっ、ああぁん──！」

　途端に全身に衝撃が走って、ティエラは悲鳴をあげる。

　肌に触れられたってこんな強烈な感覚はないのに、秘めやかな場所はそっと刺激されただけで、目を開けていられないほどの強い感覚を全身にもたらした。

　男の人らしい無骨な指が、媚肉を押し潰しつつ揺さぶりをかけてくると、ティエラの唇からほとばしる悲鳴に混じって、ぬちぬちと粘質な水音が立ちはじめた。

「や、ぁ、あ……！　だめ、そんな──！」

　気持ちいいとか恥ずかしいとか、いろんな感覚と感情がごっちゃになって泣きそうだ。頭の中が混乱し、自分の状況が理解できない。

　こうなってもいいと思ったはずだったのに、男性と身体を重ねた経験がない。何が起きていて、自分が何を感じるのかという想像には限界があって……。

　無意識のうちに膝を閉じようとしていたが、彼の力強い手に押さえつけられてビクともしなかった。

「あぁっ、や……っ」

「あの野郎に、ここを触らせたのか？」

　涙目で力強く首を横に振ると、イーアスは仏頂面の極みになり、這わせていた指を二本に増やした。

　たちまち、秘珠を圧迫する熱が重たくなり、瞼の裏がちかちかしはじめる。

　あられもなく開かされた割れ目を指で乱されていくうちに、濡れた音はどんどん大きくなった。

「は、あっ……待って、ん──ッ」

　硬くすぼまってきた蕾を押し回されたら、経験したことのない快感が稲妻のように瞬時に身体を駆け巡る。

　それと同時に、彼がもう一方の手で揺れる乳房を捉え、敏感になった先端をこねてくる。ありとあらゆる部分を強く責めたてられて、自分が自分でなくなってしまいそうだった。

　いや、もうそうなっているのかもしれない……。

　たくましい筋肉によろわれた身体にしがみついたら、噛みつくような深い接吻に呑み込まれ、舌を根こそぎ吸われてしまいそうになった。

　その間も休むことなく秘裂を甘く嬲られて、疼く腰がひとりでに揺れていた。

（気持ち、いい……）

　イーアスの指が動くたびに、ぐちぐちと濡れた音が鳴り響く。

　言葉にせずとも、その音を聞けばティエラが気持ちよくなっていることを彼は知るだろう。

「んん──っ、ん、ぅ」

　口を塞がれてしまっているので、喉の奥でくぐもった声をあげるので精いっぱいだが、頭の芯をとろかしてしまいそうな甘い感覚に、呻く声がどんどん喘ぎ声へと変化していく。

　やがて、感覚に変化が訪れた。

　彼の指はずっと割れ目の表層を撫で擦っていたが、すぼまった蜜孔を指先で探ると、身体の内側に指を侵入させたのだ。

　狭い中を押し広げるようにぐりぐりと内壁を擦られて、ティエラが身をよじると、ゆっくり指を抜き挿ししはじめる。

　歯がぶつかりそうなほど激しく口を吸われ、指を突き立てられ、混乱してイーアスの背中にいっそうしがみついた。

　もうとっくに頭の中はぼんやりしていて、（気持ちいい……）と、そればかりを繰り返していた。

　こんなこと、実際に起きたら怖くて身体がすくむと思っていた。

　幼い頃から心を傾けていたアズールであっても、身体を見せたり、あられもない様子を見られたりすることに耐えられないかもしれないと、不安に思っていたのだ。

　イーアスのことは何も知らないから、余計なことを考えずに身を委ねてしまえるのだろうか。

（ううん、知らない人にこんなことされて気持ちよく感じてるなんて──私、ほんとはすごくいやらしい女なのかも……）

　でも粘膜を弄られていると、これまでの懊悩が消え去るほどに快感だったし、イーアスの手つきがティエラを壊れ物みたいに扱ってくれるのがわかるから、無意識に甘えてしまったのかもしれない。

「はっ……はぁっ……、はぁっ」

　キスが離れ、それまで押し込められていた甘い吐息があふれ出した。

　イーアスは濃褐色の瞳を細め、今度はぷっくりと勃ちあがってきたティエラの胸の先端を咥えて、舌先で包んだり弾いたりと刺激を与えはじめる。下腹部への愛撫は続行したまま。

　二本の指は濡れそぼった膣壁を撫で、ぐちゅぐちゅと淫らな音を鳴らし続ける。

「ああ……」

　男の熱い背中に手を這わせて、強すぎる快感から逃れようとするが、その肌の感覚を指先に感じるたび、お腹の奥からとろりと熱い蜜が流れ落ちていった。

「──殴り飛ばさないなら、続けるぞ。いいのか」

　濡れた胸のすぐ近くで言うものだから、そのあたたかな吐息が蕾に触れて、ますますおかしな気分になってしまう。

「な、殴るなんて、できません……」

　頬を染め、吐息交じりの熱がこもった声で否定すると、彼の仏頂面に拍車がかかった。

「では、蹴飛ばせ」

「もっと、難しいのですが……。拒絶しないと、いけない流れなのでしょうか……」

　気持ちよすぎてまともな判断力が鈍っているのか、それとも心底彼との行為を望んでいるのか。

　しかし、ティエラの言葉を聞いたイーアスが、固まっている。

　途端に──抱いてくださいと言わんばかりの──とんでもない自分の失言に気づいて口元を押さえた。

　でも、今まで彼の指でさんざん蹂躙されていた媚肉がズキズキ疼いており、まだ割れ目の中は熱くじんじんしている。

　こんな半端に昂らされた状態で、どうしろというのだろう。

　しばらく黙ってティエラを見下ろしていたイーアスは、呼吸をすることを思い出したのか、吐き出す息と共に肩の力を抜くと、上にのしかかってきた。

　重なり合う胸から、彼の心臓が激しく鼓動を打っているのが伝わってくる。ドキドキしているのは自分ひとりだけかと思っていたのに……。

「あの野郎から、あんたを奪ってやると決めていた──心ごと」

　これまでは、あまり感情のこもらない淡々とした話し声だったのに、このときはきっぱりと強い口調だった。

　ティエラの喉に舌を這わせて鎖骨をなぞり、甘い重みのある乳房を両手に収めてやんわりと揉みしだいてくるから、ぞくぞくと肌に震えが走る。

　恐怖とか否定的な気持ちからではなく、イーアスの本気が自分に向けられているとわかったから。

　淡い繁みの下にある割れ目は、あふれた蜜でぐっしょり濡れて、熱く脈打つ蕾が彼の愛撫を求めている。でもイーアスの手は別の場所を撫でていて、そこには触れてくれないのだ。

　無意識のうちに自分で膝を立てて脚を開き、腰を揺らしながら目を閉じた。とろりとこぼれた蜜がシーツに滴り落ちる。

　ティエラの腰を撫でていた手がふたたび秘所にたどりついたときには、もうそこは滾々と湧き出る泉のようになっていた。

　触れられた途端、イーアスの指先がずぶ濡れになる。

（ああ……）

　言外に抱いてくれと言ってしまったあとだが、はしたなく欲情している自分を知られて恥ずかしさが爆発しそうだ。

　しかし、濡れた自分の指を眺めていたイーアスは、自分の下で頬を染めているティエラを一瞥すると、彼女の両膝をつかんで左右に押し広げた。

「きゃ……」

　彼の眼前には、愛液にまみれ、欲情して膨らんだ花蕾がさらされている。

　あり得ざる構図に目を瞠ったら、イーアスが濡れた花びらの中に指を突っ込み、じっくり固い蕾を押し潰してひとしきりティエラに悲鳴を上げさせた。

　それだけではなく、ほころんだ蕾に口をつけてちゅうっと強く吸うから、目の前の景色が霞んで見えた。

「あぁああっ！　やだ、やめて……！」

　そんな場所に口をつけられるなんて考えたこともない。

　あわてて逃げようとしたが、敏感な場所を舌で扱かれ、いやらしく突いたり吸ったりと、これまで感じたことのない刺激を与えられて、腰がガクガク震えた。

　羞恥で頭がいっぱいになって、意識が遠のきそうになる。

　その間も彼はわざと音を立てて秘部への口淫を続け、悶えるティエラの乳房を両手で捉えて揉みしだきつつ、敏感な先端をやさしく摘まんだりくりくりと擦ったりと、彼女の性感を高めていく。

　腰を弓なりに反らし、足指をぎゅっと握って切なく喘いでいたティエラだったが、彼の唇から与えられる愉悦に、限界へと誘いざなわれていき──。

「あ、あっ、あ──！」

　次の瞬間、頭が真っ白になるほどの絶頂感に意識を押し流されていた。

　下腹部が熱くしびれ、お腹の奥にある芯から全身に向かって、強い快楽が弾け飛んだのだ。

　やがて、強制的に意識を切断するような甘い感覚が引いていくと、ティエラは激しく胸を上下させて、暴れる鼓動を必死に抑えた。

（なに、これ……）

　人並みに閨事の知識はあると思っていたが、こんなにも周りが見えなくなるほど乱れてしまうものだなんて。

　ぼんやりする視界の中に、じっと探る目でティエラをみつめているイーアスの顔が入った。

　あんな恥ずべき、そしてお世辞にもきれいとは思えない場所に口をつけられてしまって、もう二度と顔を見られない──。

　そう思ってふいっと視線を外したのだが、イーアスが下衣の紐を解いているのが目端に映り、反射的に彼を見上げていた。

　ティエラの開いた脚の間で膝立ちになっている彼が、途中まで下ろした下穿きの中から男性の象徴を取り出したのだ。

　無言のままイーアスは彼女の身体の上に跨り、目を泳がせているティエラをじっとみつめる。まるで、彼女の心の声を読み取ろうとしているかのように。

「あ、の……」

　恥ずかしくて目は合わせられない。でも睫毛を伏せると彼の性器が目に入ってしまう。おろおろと視線をあちらこちらに飛ばしていたのだが……。

「あの男にまだ心が残っているのか」

　そう問われた瞬間、ティエラは憤慨してイーアスを真っ向からにらんだ。

「そんなこと！　あの人は私に向かって、次の婚約者の侍女になれと言ったんです。あの人は、私自身ではなくて『フェザーズ男爵令嬢』にしか用がなかったんです。とても幻滅しました……彼の本性も知らず、無邪気に恋していた自分に……！」

　叫んでから、ふいっと顔を背けてイーアスから視線を外した。

　何が悔しいかと言えば、それを見抜けなかった自分自身が悔しくてたまらなかった。

　わざわざ自分の前に引っ立てて、ティエラの境遇を嘲笑ったアズールのやり口は腹立たしいが、呼ばれて尻尾を振り振り出向いた自分に、より腹が立った。

「やっと怒ったと思ったら、自分に怒っているのか。ややこしいな、あんたは」

「だって……！」

　だが、このとき初めて、イーアスが微笑を浮かべた。本当に微かで、この至近距離でなければ彼が笑ったことにさえ気づけなかったかもしれない。

　その表情を見て、なぜだか胸がきゅうと痛みを発した。

「怒りは活力だ。くだらないことで泣くくらいなら、怒って力にしろ」

　濃褐色の強い瞳でみつめられて、彼の上から目が離せなくなる。

「それは……イーアスさまの信条ですか？」

「俺は怒りで自分を支えてきた。泣いても何もはじまらないし、何も変わらない」

　言葉とは裏腹に、ふわっとティエラの頬にやさしいキスを落とした彼は、両腕にティエラの膝を抱えるなり、己の剥き出しの欲望を疼いて濡れる蜜壺に宛がった。

「……こ、こうするのは、本当に私を怒らせるためだったのですか？」

　濡れた蕾に彼の楔の先端が当たっており、ティエラは名状しがたい気持ちでそれを感じていた。

「あんたのためだなんて、おためごかしを言うつもりはない。俺は奴からあんたを奪うと決めていた、そう言っただろ？　それに、怒ったあんたは──きれいだ」

　イーアスの口から、そんな言葉が出てくるなんて思いもしなかった。だからだろうか、ふいにかけられた「きれいだ」の一言に、心臓を鷲掴みにされてしまった。

「奴のことで頭を悩ませてる暇はない。俺は今、あんたを力ずくで犯そうとしてるんだ。止めるなら今だぞ」

　湿って暗いブロンズ色の髪の奥で、獲物を見定めるような鋭い瞳がこちらを見ていた。

　口調は静かなのに言葉は激しくて、にこりともしない仏頂面なのに、濃褐色の瞳は何かを強く訴えてくる。

　口を半開きにして吐息をつきながら、ティエラは自分にのしかかる男の顔をじっとみつめ返した。

　この状況を許したのは自分だし、イーアスに対してやっぱり怒りは湧かない。むしろ、こんな際だというのに、自分に怒るよう仕向けてくる彼がおかしかった。

「それ、ならば──イーアスさまが、あの人のことを忘れさせてください」

　そう言い放った途端、彼の乏しい表情が消失して真顔になった。

「元よりそのつもりだ。心ごと奪うと言った」

　反り返った楔を蜜口に押し当てたイーアスは、ぐっと腰を押し込み、それをティエラの中に埋め込んだ。

「あぁっ……」

　下腹部に突き立てられたら、お腹を圧迫されて苦しくなった。それがじわじわと奥へ進んでくるたび、鋭い痛みを感じて身体が強張る。

　一気に奥まで貫かれるかと思ったが、彼女の身体は打ち込まれる楔を排除しようとしているらしく、異物を容易に迎え入れることはなかった。

　ティエラの顔の横に手をついたイーアスは、熱を帯びた目で見下ろして深く息をつき、じわじわと杭を打ち込んでくる。

「い、た……」

　狭隘を無理やり拡げられると、肉体にヒビが入っていく感覚がやってきた。閉じられているものをこじ開けられ、何かが壊れていく。

　でも、彼はその痛みをやわらげようとしているのか、大きくしっとりした手のひらでティエラの頬にやさしく触れ、甘くついばむキスを唇に落としてきた。

「んっ……ん」

　息をついて唇を感じているうちに、腹を圧迫する熱量が増した。ピリッとした痛みは走るが、耐えられないほどではない。

　むしろ、新しく内側に傷をつけるたびに、イーアスの眉間に深い皺が寄るのだ。

「痛いか？　あとで思う存分怒っていい。だから、今は──」

　肩を上下させて彼は言い、何かを思い定めたのか、一気に腰を突き入れてきた。

「あ──あぁっ！」

　一瞬の激しい痛みは、破瓜の証だった。

　苦痛で歪んだティエラの顔に、イーアスが申し訳なさそうに何度もキスをしてくる。

　それで下腹部の痛みが均されることはなかったが、仏頂面の彼が思いがけず労わる仕草を見せるから、ティエラはふふっと笑っていた。

「意外におやさしいのですね、ヘヴリー伯爵」

「……馬鹿なことを言うな。見知らぬ男に処女を奪われたんだぞ、あんたは。なんでそんな顔で笑っていられる」

　そう言うイーアスは、「理解不能」という表情を向けてくるが、乱暴な物言いの下に別の意味が込められているのを、ティエラは理解してしまった。

「失恋の痛みを癒してくださっているのでしょう？　イーアスさまは何度も拒否する機会をくださいましたが、私はその機会を自分で捨ててきました」

「──信じられないほどのお人好しだな」

　呆れ顔で言い、下半身でつながったままティエラの身体を抱きしめたイーアスは、その態勢でごろりと仰向けになった。ティエラが彼の上に乗っている状態だ。

「あ、あの……」

　男性の厚い胸に手をついて上体をすこし浮かしたら、後頭部をぐいと抱き寄せられ、強引にイーアスの胸に頬を当てる格好にされてしまった。

「すこしじっとしてろ。疲れた」

「で、でも……」

　これだけたくましく鍛え上げた青年が、この程度で疲れるとは思えなかったが、きっとティエラを気遣ってくれているのだろう。

　彼の身体の上でオタオタするのも恥ずかしかったので、厚い胸板に頬を当てて言われるがままじっとしていることにした。すこし早い心臓の鼓動が聞こえてくる。

　人の体温と重なる不思議が、こそばゆくてたまらなかった。

　イーアスの雄芯に貫かれた下腹部はずんと重たく、鈍い痛みを発しているが、繋がり合っている部分が熱を帯びて、ティエラの身体を芯からあっためてくれる。

　たぶん、傍から見たらとんでもなくはしたない格好をしているのだろうが、どうせこの部屋にはふたりだけだ。

　言葉もないままイーアスの胸に頭を預けていたら、うとうとと眠たくなってきた。

　すると、彼の手がやさしくティエラの白金色の髪を撫でてくれる。

　その手つきは、まるで愛しいものに触れるみたいな繊細さがあるから、やはり自分たちは初対面ではないのだと確信した。

　ぬるま湯のような微睡まどろみの中に落ちかけたとき、ティエラの髪を梳く彼の左腕に、大きな傷跡があることに気がついた。

　肘の下から手首にかけて、皮膚がひどく引き攣れている。ただ、最近できたものではなく、だいぶ古い傷痕だ。

　ティエラは手を持ち上げ、無意識に彼のその傷痕を撫でていた。

「──おいっ」

　イーアスはティエラの手を振り解き、肘をベッドについて上体を浮かせる。その衝撃で、忍び寄ってきていた睡魔があっという間に退散してしまった。

「あっ、ごめんなさい。痛かったですか？」

　こちらもあわてて身体を起こしたら、イーアスは怒っているのかなんなのか、形容の難しい表情でじっとティエラをみつめて──いや、にらんでいる。

　だが、ふいっと視線を外すと、身体の位置を入れ替えて彼女の身体を仰向けにし、両脚を抱え込んで膝立ちになった。

　たちまちふたりのつなぎ目が露わになる。繁みが重なり合う様は、ひどく猥雑な光景だ。

「もう馴染んだな？」

「え、あ──あぁんっ！」

　ゆっくり腰を引いたイーアスは、途中まで抜けかけた楔をふたたびティエラの奥をめがけて打ちつけてくる。

　その重たい衝撃で破瓜の傷がずきんと痛んだが、彼は構わずにその動作を繰り返した。

　狭い内壁を削り取られる気がしたが、ティエラの脚を解放してベッドに手をついたイーアスが小さく動くたびに、彼をがっちり咥え込んだ膣が甘い蜜を滲ませ、楔をどんどん奥へと迎え入れる。

　突然はじまった抽送にすっかり目は冴えわたったが、初めての出来事で意識がついていかなかった。

　腰を突き入れられるたびに身体が揺れ、乳房もゆさゆさと揺さぶられる。

　痛みと摩擦で、芯から焼けついてしまいそうだ。

「あぁっ、あんっ、イーアスさ、ま──なか、擦れて、熱い……熱いの……っ」

「あんたが締めつけるからだ」

　シーツの上に肘をついて身を寄せたイーアスは、腰を止めることなく、甘いふくらみを口に咥え、強く吸ったり舐めたり、ときにはやさしく歯を立てて甘噛みしたりと、さまざまな感覚をティエラに与えた。

　そのたびに、腹の奥から熱い蜜があふれてきて、結合部をぐちゃぐちゃに乱していく。淫らな水音に羞恥を煽られるが、それ以上に──。

「あッ、あっ」

　鈍い痛覚を呼び覚まされたが、イーアスが小刻みに穿ち続けると、擦れる内側がどんどん心地よくなってきた。

　痛みと快感が混ざり合い、味わったことのない感覚に怯えてイーアスの背中にしがみつく。

　頬にキスされ、ティエラが顔を正面に向けると、またしても唇を重ねられた。

　いつしか自分から彼の首の後ろに手を回し、ぎゅうっと抱きつきながら、獣が貪り合うような激しいくちづけに没頭していた。

　唾液が混じり合い、口の端からあふれ出す。それでも構わずに互いの口内をなぞり、舌を絡め、喉の奥で吐息をつく。

　やがてイーアスは上体を起こし、突き入れていた一物でじっくり重たくティエラの中を貫き、ぬらぬらと愛液で濡れ光る花びらや蕾をまとめて指で弄り出した。

「いや……っ、は、ぁあ、イーアスさまっ、それ、されたら……っ」

「気持ちいいのか？」

「は、い──ぁ、変に、なっちゃう……！」

　ほころんだ割れ目は、指で乱されるたびにあふれる蜜でてらてらと光り、深く刺さる男根を奥へと引き入れる。

　こんな感覚は今までに味わったことがない。強い刺激に腰は逃げてしまうのに、たまらなく心地よくて、やみつきになりそうだ。

　このまま続けられたらどうなってしまうのだろう。怖いと思いつつも、ふたりの身体の熱が合わさると境界が曖昧になって、ひとつに溶け合っていく……。

　次第にどこかに上り詰めていく感覚に捉われはじめ、ティエラは身体をしならせて白い喉を彼の前にさらした。それは完全服従の体ていだ。

「あぁっ、だめぇっ、もう……っ！」

「く……」

　低く呻いたイーアスの声を聞いた瞬間、目の前に閃光が走った。次いで、怒涛のように絶頂が押し寄せてきて、ティエラの意識を途切らせた。

　お腹の奥があったかくて、心地よくて、いやなことも泣いていたことも忘れさせるほどの愉悦に襲われる。

　初めての経験だったが、幸せすぎて、ずっとこの感覚に浸っていたいと思った。

　やがて、ティエラの奥深くを穿っていた楔が強引に抜かれると、すぐさま熱いものがお腹の上に降り注いだ。

「あ……」

　ぼんやりする視界が晴れてくると、自分の身体の上で背中を丸めているイーアスの髪が見えた。濃いブロンズ色のそれは艶めいていて、ひどく煽情的だ。

　思わず手を伸ばしてみたら、その手をつかまれ、顔を上げたイーアスの唇が甲に触れてきた。

「……大丈夫か？」

　何のことだろうと思ったが、つかまれた手があたたかくて心地いい。そう思ったら、急激に瞼が重たくなってきた。

「私、眠くて……」

「寝ればいい」

　眠ってはいけないと思ったが、イーアスが促してくれたので目を閉じたら、そのまますっと眠りの園へと転がり落ちて行った。

　でも、まだ意識の片鱗が残ったままだ。彼がティエラのお腹を拭ってから、寄り添うようにぴたりと身体を密着させてくるのはずっと感じていた。

　寝顔をみつめられていることもわかっていたし、彼の手が乱れたティエラの髪を撫でているのも知っている。

　そして、触れるだけのやさしい愛撫を繰り返すイーアスがこぼした言葉も、耳にしっかり残った。




「あんたが好きだ──ティエラ。やっと俺の……」







第三章 夜会の魔法








　目を覚ましたとき、ティエラは広いベッドにひとりで取り残されていたことを知った。

　昨日、わけもわからずヘヴリー伯爵家へ連れてこられたことも、邸の主であるイーアスと情を交わしてしまったことも、ちゃんとすぐに思い出した。

　まさかあんなことになってしまうとは……。

　昨晩の自分はどうかしていたに違いない。

　とはいえ、裸のままの身体には重怠さが残っているが、気分はむしろ軽い。

　時間をおいて冷静になったとき、自分を強引に連れ去った男に身体を許してしまったなんて、絶対に後悔するだろうと確信していたはずなのに、その種の不安も悔いも残っていない。

　たぶん、寝しなに聞いたイーアスの言葉のせいだ。

　彼のあの物言いは、完全にティエラを知っている人の言葉だった。それも、たまたま同じ場にいただけとか、あいさつを交わしたという程度ではない。

　でも、ここまでされるほど彼に好かれているらしいのに、ティエラ自身にはまったく覚えがないので、すこし落ち着かない。

　あとで会ったら聞いてみようと思うが、あの人が素直に白状するだろうか。彼はわかりやすく本音と別のことを口にするのだから。

　身体を起こすと、昨晩イーアスに脱がされた寝衣が、足許に乱雑にわだかまっている。

　全裸を隠すために急いでそれを身に着け、水差しの水でタオルを濡らして涙の跡を拭い去ったとき、ちょうど部屋がノックされた。

「おはようございます、ティエラさま。お目覚めでいらっしゃいますか？」

「起きています」

　やってきたミアにそう声をかけると、彼女が顔を覗かせる。

「よくお休みになれましたか？」

　昨晩、イーアスがこの部屋へやってきたことを、ミアは知っているのだろうか。すこしどぎまぎしながら「はい」と答えると、彼女はにこっと機嫌がよさそうに笑った。

「それはようございました。私など、枕が変わるとよく寝つけなくなりますから。すぐに朝食の準備が整いますが、もうお召し上がりになりますか？」

「ええ、お願いいたします。あの、今朝は──ヘヴリー伯爵は……？」

「今朝は早くから騎士団のお迎えに向かわれましたよ。昨日はイーアスさまだけ単独でお戻りだったんです。ご自身の部隊を異国に置き去りにしたまま。でもおかげで、朝から重苦しいむっつり顔を見なくてすんだから、よかったですよね。ほんと、さわやかな朝が似合わないお方で」

　にこにこしつつ主人をこき下ろすミアに目を瞠ると、彼女は楽しそうに笑った。

　それにしても、自身の指揮する騎士団を置き去りにして単独の帰還とは。

（私を連れ去るため……？）

　ティエラがホーフェン伯爵家へ行く日程を、彼はあらかじめ知っていたのだろうか……。

「そう！　どういうおつもりでティエラさまを連れていらっしゃったのか、さっきイーアスさまを問い詰めたんですよ」

　ワードローブからいくつものドレスを出しつつ、ミアは言う。

「なんとおっしゃっていました……？」

「それがですね、無視ですよ、無視！　あのむっつり朴念仁、あんなんだから女性にモテないんですよ、ほんと。顔はいいのに、性格が最悪です」

　賛同してはいけない気がして、ティエラは曖昧に笑った。

　かといって、ミアはイーアスを嫌っているわけでないだろう。主人のことを話すミアは、だいたい機嫌よく笑っているのだから。

　それに、彼女の言いたいことはなんとなくわかる。昨晩のイーアスも問いかけには真っ向から答えてはくれず、返答はだいたい斜め上だった。

　素直でないのは、きっと生来の性格なのだろう。

「とくに今朝なんか、どうしちゃったのっていうくらい真っ暗で、辛気臭いお顔をなさっていましたよ。衝動的にティエラさまをさらってきたことを後悔なさっているんですかね。そんなかわいげのある人じゃありませんけど」

「────」

　少なくとも、衝動的にティエラを連れ去ったわけではないはずだ。一軍の大将が単独で帰還して、戦と無関係なホーフェン家に立ち寄るなんて、あり得るわけがない。

　しかし、昨晩のイーアスのつぶやきは「ようやくティエラを手に入れた」という趣旨だったはずだが、辛気臭い顔をしていたなんて、彼にとってうれしいことではなかったのだろうか。

　本当に、表情だけでなく行動もさっぱり読めない男である。考え込みすぎて、無意識に頭が斜めに傾いてしまった。

「ドレスはどれになさいますか？　既製品ばかりで申し訳ありませんが、今日は仕立て屋を呼んでいますから、ティエラさまにお似合いのドレスをたくさん作りましょう！」

「仕立て屋……？」

「はい。イーアスさまから、普段着の他に夜会用のドレスを仕立てるように言いつかっております。部屋着も外出着も、好きなだけ注文しろとおっしゃっておいででした」

「え、夜会って……」

　ティエラを伴って行くつもりなのだろうか。それはつまり、ヘヴリー伯爵の伴侶としてということに……？

　すると、ミアが彼女の疑問を代弁するように言った。

「これってもう、ご結婚されるおつもりとしか思えないんですよね。ですから、きちんとティエラさまに事情を説明なさるよう、出がけに強く言い含めておきました。このままなし崩し的に結婚を迫ったりしたら、ただの気持ち悪い奴ですもの。あり得ないですよね。でもですね、私としては、ティエラさまがこの邸の女主人になってくださるのでしたら、大歓迎なんです！　こんなにお美しくてやさしい奥さまでしたら、このむさっ苦しい男所帯の邸が明るくなりますもの」

　そう言って、ミアが両手を握り合わせてきらきらした眼差しを送ってくるから、返答のしようもない。

　でも、イーアスが自分に対して向ける感情は、アズールへの恨みとか復讐だけでは説明がつかないのも事実だ。

　結局この会話の流れからして、ミアは昨晩のことは知らないらしいので、そっと微笑んでおくだけにとどめた。
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　昼間はミアの言うとおり仕立て屋が呼ばれ、ティエラの寸法を測り、ドレスの意匠を決めた。

　まだ夜会についてイーアスから何を言われたわけでもないので、ここまでされるとさすがに落ち着かなかったが、「イーアスさまが、金に糸目はつけるなとおっしゃっていたので」と、ミアや仕立て屋の勧めるがまま、いくつものドレスを仕立ててもらうことになってしまった。

　おまけに宝石商までやってきて、似合いそうな宝石をたくさん（ミアが）注文したのである。

「もしティエラさまが、あんな男と結婚なんてまっぴら！　とおっしゃるのでしたら、ここへかっさらわれてきた慰謝料として、堂々と受け取っておけばいいのです」

　仕立て屋と宝石商を見送った後、サロンに移動したティエラは、落ち着かない気分のままミアの淹れてくれた紅茶に口をつけた。

「でも、あんなにたくさん……」

　途中で数えるのはやめてしまったが、何十着もミアが注文を確定させているのを見て、だいぶ青ざめた。

「大丈夫ですよ。あれでもイーアスさまは騎士団長を拝命していますし、今回の遠征で報奨金もたんまりいただきますもの。あの人、趣味らしい趣味もないから、財産はそれなりです。財力は保証します」

「イーアスさまが命がけで築いた財産を私が使うのは、やっぱり気が引けます……」

「あら、そんなことはございませんよ。愛する方のために築いた財産なのでしたら、イーアスさまだって使い甲斐があると思いますよ」

　ミアの中では確定事項らしいが、確証もないのに「愛する方」と言われては、肩身が狭い。

「……まだ、そうと決まったわけでは」

「ですが、新しいドレスを仕立ててまで、自分が主賓の凱旋パーティに連れて行こうというんですよ？　それ以外の理由があるわけがありません」

　それを聞いてティエラは目をぱちくりさせた。

「主賓……？」

「あ、お伝えしていませんでしたね、申し訳ありません。来週の夜会は、イーアスさま率いる第三騎士団が、王妃陛下の故郷から敵軍を撃退したことに対する労いのパーティです。イーアスさまが王妃陛下より直々に恩賞を賜るのですよ」

「そんな重要な夜会に、私を……？」

「ね、誰だってそういうつもりだと思いますでしょう？　それだというのに、肝心のイーアスさまがティエラさまに対してだんまりとか。おかしいのは知っていましたが、本当におかしいですよ。うちのご主人は！　今夜こそ絶対に本音を吐かせてやります！」

　ミアはそう息巻いて、苦笑するティエラに拳を握って見せた。
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　侍女から「おかしい」と酷評された伯爵当人は、早朝から馬を駆って、国境近くの街へと向かっている最中だ。

　私事を優先させるため、第三騎士団本体を異国に置いて先行帰還してしまったが、王都への凱旋くらいは自身で率いなくてはならない。

　しかし、馬を走らせながら昨晩のことを思い返すと、頭がずーんと重くなり、鬱陶しいため息ばかりが出た。

　昨晩のこととはもちろん、ティエラと身体を重ねたことである。

（あんな無理やり……俺は強姦魔か）

　理由も告げずにいきなりホーフェン伯爵邸から奪うように連れ去り、彼女の傷心につけこむ形で純潔を奪ってしまったのだ。

　昨晩はティエラもめまぐるしさに混乱していただろう。今頃、ようやく落ち着きを取り戻して、取り返しのつかない事態に嘆き、涙しているかもしれない。

　彼女がアズールの心ない仕打ちを忘れられるのなら、自分が憎まれるのはやぶさかではないと思っていたが、やっぱり……。

（嫌われたくはない──）

　がくりと首こうべが垂れてしまった。

　元々、彼女が十八歳になったらアズールと結婚することは知っていて、それを阻止して自分が横からかっさらうべく何年も虎視眈々と機会をうかがってきた。

　きっとティエラは自分のことなど記憶していないだろうが、それでも構わなかった。むしろ、忘れていてくれたほうが好都合なくらいだ。

　彼女があんな底意地の悪い男の妻になると考えただけで、はらわたが煮えくり返って仕方がない。

　アズールは、身分の低い相手にはとことん冷酷に、残忍に振る舞う男だ。そもそも、男爵令嬢であるティエラのことも見下していた。

　だが、彼女の家には財力と人脈という得難い宝物が備わっていた。

　フェザーズ男爵側も、王都の貴族社界への足掛かりとして娘を嫁に出すことにしていたから、互いの利害が一致した政略結婚である。貴族の婚姻などそんなものだ。

　しかし親の思惑など、純粋なティエラには関係がない。なんとももどかしかった。

　ところが自分自身がヘヴリー伯爵家を継ぎ、騎士団長として地固めに奔走する中で、国王命令により国境地帯に赴任させられてしまったのだ。

　命令など無視したいところだが、いくらティエラを奪ったとしても、自分に地位がなければまるで意味がない。自分が彼女に望まれていないことなど、わかりきっているのだから。

　アズールからティエラを奪う最低限の資格として、せめて地位や財産くらいは手にしておくべきと、自らに課してきた。

　幸い、赴任先は小競り合いの絶えない場で、手っ取り早く武勲と名を挙げるのにもってこいだった。与えられた状況は最大限に利用すべきだろう。

　しかし、ふたりの婚礼が間近に迫ったある日、ティエラの父親が亡くなり、アズールとの結婚が流れてしまったのである。

　それ自体は、赴任先でやきもきしていたイーアスにとって渡りに船だったが、両親や家もすべて失い、名もなき平民の娘となってしまったティエラの心情を思うといたたまれない。

　念のため港町ヴィヘルに己の部下を派遣して、ティエラの周囲を報告させていたが、やはりふたりが結婚することはなく日々が過ぎていく。

　その頃、隣国へ出征していたイーアスは、メイローズに戻ったら彼女の許を訪ね、正式に求婚しようと本気で考えていた。

　そんな矢先、アズールが別の女性と婚約し、あろうことかティエラをその女の侍女に据えようとしているという、とんでもない情報を得たのだ。

　ティエラがアズールに侮辱され、新たな婚約者の侍女にさせられるなんて、自分が憎まれ役になったとしても事前に阻止したい。

　そこで騎士団本体を異国に置き去りにして、自分だけ王都へ急行したのだ。

　だが、すんでのところで間に合わず、彼女を泣かせる結果になってしまった。

　ティエラはイーアスの事情どころか、存在すら知らない。突然現れた謎の男にきっと困惑しただろう。

　──でも昨晩、目の前でティエラに泣かれて、自らの力不足が歯がゆかった。

　彼女の悲しみを癒す術を、イーアスは知らない。それならいっそ、自分への憎しみに変換させようとあんなことをしてしまったが、衝動的だったことは認めざるを得ない。

　長年、心の内に住まわせていた天使が、目の前で泣いていたのだから。

　彼女は今、どんな思いでいるだろうか。

　次にティエラと顔を合わせたとき、ちゃんとその目を見られるのか不安になった。
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　とっぷり夜が更けた頃、やっとイーアスが帰宅した。それを待ち焦がれていたティエラは、知らせを受けて部屋を飛び出す。

　早く彼の真意を知りたくて、今日一日ずっとそわそわしていたのだ。

　イーアスは早朝から出ずっぱりだったのに、帰宅は日付が変わろうとしている時間だ。しかも昨晩、けっこうな深夜に及ぶまであんなことをしていたのに……。

「お帰りなさいませ、イーアスさま」

　居間でイーアスをつかまえることができたが、ティエラはもう湯浴みをすませてしまったので寝衣姿での出迎えだ。

　本来、未婚の娘が寝衣のまま、家族でもない男性に会うなどあり得ないことだが、同じ邸の中で正装して待つのもおかしな話なので、腹を括ってこの姿だ。

　どうせ昨晩のうちに、寝衣どころか全裸を余すところなく見られてしまったわけだし……。

　声をかけると、外套を脱いだイーアスが、濃褐色の瞳でじろりと鋭くティエラを見据えた。

「今日は、ドレスをありがとうございます。申し訳ないくらいにたくさん注文してしまって……本当にごめんなさい」

　頭を下げると、彼は胡乱そうな表情をした。

「俺が指示した。なぜ頭を下げる」

「ドレスだけではなく、宝石もたくさんで……」

「夜会に出席するんだから、そのくらいは当然だ」

「……やっぱり、私も夜会へ行くのですか？」

　夜会のことはイーアスから直接言われたわけではないから、一応確認しておくべきだろう。

　すると、彼は仏頂面の度合いをさらに無愛想の方向へ深め、ぼそっと言い放った。

「夜会には奴も来るから、着飾らせたあんたを見せて、悔しがらせてやりたいだけだ」

　思いもよらない理由にきょとんとした。昨晩、あれほど愛しそうにティエラを抱いていたくせに、この物言い。

（素直じゃないにもほどがある……！）

　でも、なぜかそれが楽しくなってしまい、ティエラは口元を緩めた。

　直球の質問に彼がどんな斜め上の返答をするのか、試してみたくなったのだ。

「イーアスさま、どうしてもひとつ教えていただきたいのですが……。いくら彼への復讐のためだったとしても、普通は見ず知らずの私にここまでしないと思うんです。私たち、どこかで会ったことがあるんですよね？」

「────」

　イーアスは無表情を作り損ね、頬を歪めた。それはつまり、ティエラの言葉が否定できないという意味だろう。

　素直ではないが、嘘のつけない性格なのかもしれない。

「覚えていなくて申し訳ありません。どこでお会いしたのか、教えていただけますか？　父に連れられて王都にはよく来ていたので、どこかの夜会とか……」

　面識がある前提で、あれこれしつこく聞きほじってみたら、最初は否定していたイーアスがとうとう音を上げた。

「どうせあんたは覚えちゃいない。思い出そうとしても無駄だ、不毛なことはやめろ」

　面識があることは白状したが、これ以上の情報は得られそうにない。

　ひとまず、過去にどこかで接点があったことだけははっきりしたので、今日はそれでよしとすべきだろうか。

「ですが、そもそも私はどんな立場で夜会に行くのですか？　夜会に同伴したら、きっといろんな方に誤解を……」

「当てつけに連れて行くんだから、それなりに振る舞え」

「はぁ……」

　ティエラとしても当てつけ上等なのだが、残念なことにイーアスの思惑どおりにはいかないだろう。

「いくら私を着飾らせたとしても、彼にはもう新しい婚約者がいるんです。アズールさまはきっと、何とも思わな──」

　言いかけた言葉を、途中で遮られた。いきなりイーアスにキスされて、物理的に口を塞がれてしまったのだ。

　たちまち昨晩の熱を思い出し、ティエラはぎゅっと目を閉じた。知らず知らずのうちに、昨日たくさん乱された下腹部に熱が集まりはじめたのだ、

　重ねた口を食まれて、入り込んできた舌に口中をくまなくなぞられる。

「ふ──」

　やがて荒々しいキスから解放されると、膝ががくんと折れそうになってイーアスの胸に縋りつく格好になってしまった。

　一瞬のことだったのに、息が上がっている。

　だが、距離を置くかのようにイーアスはティエラの身体をまっすぐ立たせると、視線を外して吐き捨てた。

「奴の名前を口にするな。あいつがどう思おうとどうでもいい。あんたを奪ったことを知らしめてやれば、それでいいんだ」

　イーアスはそのまま早足で自室へと逃走してしまった。

　その後ろ姿を茫然と見送ってから、やがてティエラはくすくす笑い出した。

（怒ってるんじゃなくて、実は照れている……？）

　そうと知れば、ちっとも素直じゃない伯爵さまから、どこで会ったのか絶対に聞き出してやろうと心に決めた。

　こうして翌日から、ティエラの『伯爵と仲良くなろう大作戦』が決行された。

　作戦と言っても、やることはひたすら地味で地道だ。可能なかぎり食事の席を共にし、玄関での送迎は欠かさず、隙あらば「どこで会ったんでしたっけ？」と質問攻勢を浴びせるだけの、まさに直球勝負だ。

　最初の夜以来、イーアスがティエラの寝室を訪れることはなく、身体を重ねることも一切なかった。だが、毎日の接近作戦に折れたのか、はたまた単純な口封じなのか、時折ティエラの追及をかわすよう、無言でキスを仕掛けてくるようになった。

　でも、ティエラにはそれがちっともいやではなく、むしろイーアスからのキスを期待するようになっていた。

「あんた、しつこい」

　そう言いながらも、回数を重ねるごとにくちづけは甘く深くなっていき、イーアスの心中はかなりダダ洩れの状態だ。

　それでもやはり本音は話さないし、出会いについては一切教えてくれない。

「イーアスさま、もったいつけすぎです！」

「だから聞くなと言ってるだろう」

　しかし、このやりとりを繰り返す間、アズールから受けた仕打ちで涙に暮れることは、ただの一度もなかった。

　それどころか、ティエラの目にはもう彼しか入らなくなっていたのだから。
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　そんな日々を過ごしているが、故郷ヴィヘルを出てから今日まで、リマーサに近況を知らせる手紙は一度も出せていない。

　心配しているだろうなとは思っている。でも、未だに自分の立ち位置がはっきりせず、余計なことを知らせたらかえって心配をかけてしまうと思い、筆を執るのをためらっているところだ。

　そして迎えた、凱旋パーティの開催日。

　この日のために仕立てられたのは、生成り色の繻子織りサテンドレスで、ティエラの白くなめらかな肌を強調するよう、大胆に肩を露出させた意匠だ。

　細い腹部をきゅっと絞って、スカートはクリノリンで膨らませたりはせず、自然にドレープで流している。

　装飾は少ないが、広がった袖には豪奢な黄金色の刺繍が施され、ティエラの白金色の髪と相まって、清楚でありながら豪奢でもあった。

　そして首元に輝く金剛石ダイヤモンドを散りばめた首飾りは、会場のシャンデリアの輝きを受けて、ひときわまぶしい。

　なにより、それを身にまとうティエラはとにかく美しかった。

　控えめに微笑んだ唇の形は魅惑的にぽってりして、胸のすくような空色の瞳はどこまでも澄んでいる。

　もともと愛らしい顔立ちをしているが、絶妙に施された化粧が、彼女の無邪気さと大人っぽい笑みの両方を引き立て、見る者の目を強く惹きつけるのだ。

　また、その隣に立つイーアスも、騎士団幹部であること示す黄金の飾緒を重ね付けし、数々の功績を示す徽章で飾っている。

　普段から無愛想な第三騎士団長だが、今日はどうにも、その無愛想さがやけに凛々しく映る。

　元の顔立ちが非常に整っていることもあるが、隣に並び立つ女性が魅惑的な笑顔を浮かべているので、仏頂面が中和されて見えるのだろう。

　主賓が美しい女性を伴っているのを見て、集まった人々は感嘆のため息をついた。




　──夜会の経験はあるが、ティエラの家は平民上がりの男爵家で、当然ながら王城に招かれた経験はない。初めて訪れた城のきらびやかさに圧倒されていた。

　でも、イーアスがいつもどおりむっつり黙ったままでいるので、浮足立つことなく平常心でいられた。

　そんな中、たくさんの貴族たちがイーアスの功績を称えるために声をかけてくる。しかしどうやら彼らの真の目的は、ティエラが何者であるかを確かめることらしい。

「団長、こちらの美しいご令嬢は？」

　幾人にもそう問われるが、イーアスは鬱陶しそうに相手を鋭く見据え、無言で撃退してしまう。

　ここへ来るまでは、ミアの言うとおり、ティエラを伴侶にするつもりで夜会に連れて行ってくれるのかと思ったのだが……。

（本当に、アズールさまに見せつけるためだけ？）

　イーアスの無愛想ぶりは知っているつもりだが、本当に誰にも紹介してもらえないので落胆してきたところだ。

　そして、落胆している自分に気づいて、内心は複雑である。

　もやもやしながら愛想笑いを振り撒いていたところ、国王夫妻が大広間へと姿を現した。

「仕事をしてくる。あんたはここにいてくれ」

　イーアスはティエラを壁際に連れてそう言い置くと、玉座の前へと向かった。

　彼をはじめ、騎士団の面々が国王の前に呼ばれる。

　王妃の生国リデロードにおいて、イーアスの率いるメイローズ王国第三騎士団が敵国を撃破したことを称え、彼らに褒章を与えるためだ。

　イーアスの胸に、新たな徽章がひとつ加わる。

　会場中から拍手喝采が起こる中、王妃自ら騎士のひとりひとりに労いの言葉をかけるが、喜びに沸く騎士たちと違い、イーアスはまったく表情を変えることがなかった。

　度胸があるというか、何も考えていないだけか。

　国王夫妻の前でも物怖じせず無表情を貫いているあたり、肝の据わり具合が半端ではない。

　遠くからそれを見ているティエラのほうがハラハラしてしまうが、どこへ行ってもあの調子なのだと思うと、おかしくなって笑ってしまった。

　ある意味、裏表のない素直な性格──なのかもしれない。

　それが終わると広間には明るい音楽が鳴り響き、騎士団の面々を中心にダンスがはじまったが、なんと、王妃が生国を救った英雄とのダンスを披露したのである。

　連れ出されたイーアスはいやそうだったが、今日の主賓としては断ることができなかったらしい。

　ティエラの目には、かなり渋々といった表情に見えたが、彼の仏頂面はいつものことなので、人々にとっては「いつもの第三騎士団長」としか映らなかった。

　しかし、これは大変な栄誉なのだ。彼はその意味をわかっているのだろうか。

　そのときだった。

「ティエラ」

　イーアスに視線が釘付けになっていたので、周囲にいる人々にはまったく目を配っていなかったが、いきなり背後から名前を呼ばれて、ティエラは文字通り飛び上がった。

　驚いて振り返ると、そこには贅を凝らしたジュストコールを着こなしたホーフェン伯爵アズールの姿が……。

「アズールさま……」

　彼の顔を認めた瞬間、ドクンと心臓が強く打った。

　幼い頃からずっと婚約者として過ごし、多感な年頃をずっと彼を想ってきた。でも、アズールの本心を知った今、また心ないことを言われ、心を傷つけられるのではないだろうかと、彼に恐怖を感じるようになっていたのだ。

　ティエラの表情が引きつったことに気づいたのかどうか、アズールは長めの金髪をそっと手で払うと、彼女の前にそれを差し出してきた。

「おかしな男にさらわれたと思ったら、あんな野蛮人のところにいたなんて……心配していたんだ。ティエラ、大丈夫だったかい？　まさか王国騎士団の団長ともあろう人物が、人の婚約者をさらっていくなんて。僕がこのことを訴え出たら、奴の功績も全部水の泡だな」

　自分の目が丸くなっていくのを、ティエラは他人事のように感じていた。

　この人は一体、何を言っているのだろう。彼がティエラに対し、耳を疑うような提案をしてきたのは、ほんの十日ばかり前のことではないか。

「……ただの平民になった私を妻にできないとおっしゃったのは、アズールさまです。新しい婚約者がすでにいらっしゃるのに、何を言って……」

　怒りというよりは、「わけがわからない」の一言に尽きた。

「僕は今でも変わらず君を愛しているよ。新しい婚約者？　そんなもの──」

　凛々しい顔立ちにやさしげな笑みを浮かべ、アズールがティエラの手を取ろうとする。だが、その瞬間ぴしゃりと高い音を立てて、アズールの手が振り払われていた。

　そうしたのはティエラではなく、白い手袋を嵌めた男の手だ。

　ティエラとアズールが同時にそちらを見ると、不機嫌の極みにいるイーアスが、剣呑な目でアズールをにらんでいた。

「何をしている」

　イーアスはティエラの肩を抱いてアズールから遠ざけると、踵を返して広間の奥へと歩きはじめる。

「待て、きさま……」

　立ち去るふたりに追い縋ってくるアズールへ、イーアスは肩越しに冷ややかな目を向けた。そしてきっぱりと言い放つ。

「俺の婚約者に何の用か。汚い手で気安く触れるな」

　周囲にいる人々は突然の修羅場に戸惑い、あるいは好奇の目をもって見守っていたのだが、イーアスのこの言葉にどよめいた。

　当のティエラも、ぽかんとイーアスの横顔を見上げている。

「行くぞ」

　彼は忌々しげな顔でティエラの肩を抱き直すと、茫然とするアズールに背を向けてその場から立ち去った。追跡を許さない険しい表情に、アズールも何も言えなかったようだ。

　イーアスはティエラを広間の中心に連れて行き、音楽に合わせて踊りはじめた。

　それまで、ほぼ強引に振り回される体ていだったティエラも、ようやく驚きから覚めて、うまく彼のステップに合わせはじめる。

「あ、あの、イーアスさま、さっきの……」

　婚約者と聞こえたが、間違いないだろうか。しかし、問いかけようとすると彼は視線をふいっと外してしまい、決して目が合うことはなかった。

　でも、同じ邸で起居して毎日顔を合わせているうちに、彼が不機嫌かそうでないかはだいたい判断できるようになっていた。

　イーアスは不機嫌そうな地顔をしているだけで、本当に機嫌が悪いことなど、ほぼないのだ。ただ、自分の感情を素直に外に出すのが苦手なだけなのだろう。

　その証拠に、いくらそっぽを向いていても、ティエラの手を握る彼の手はやさしくて──。

　そんな不器用な青年騎士にたまらなく惹かれていくのを自覚し、ティエラはすこし強めに彼の手を握り返した。
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　アズールとの遭遇で軽いひと悶着はあったものの、第三騎士団の凱旋パーティはつつがなく進行した。

　イーアスがティエラを婚約者だと言い放ったことで周囲からはそう認知され、ティエラもこの夜会で幾人かの貴婦人たちと知己を得ることができた。

　社交の輪が広がったのは結構なことだが、肝心なことをイーアスから言われていない。

　城を辞する馬車の中でふたりきりになった瞬間、ティエラは向かい合わせに座るイーアスの膝に少々はしたなくも手をつき、ずいっと彼に詰め寄った。

「イーアスさま、さっき……婚約者っておっしゃいましたよね？　あれは私のことだと受け取っていいんですか？」

「…………」

　彼は怯んで目を逸らしたが、逸らした視線の先に自分の顔を持っていき、決してイーアスのよそ見を許しはしなかった。

「逃げないでください！　私、イーアスさまのなんなのですか!?」

　少々切実に叫んでみたら、彼は仏頂面を困惑させ、目を泳がせつつぼそっと言った。

「あんたは……」

「私は？」

　あざといとは思ったが、小首を傾げて下からイーアスをみつめてみた。

　すると、彼はまったく鍛えられていない表情筋を最大限に運動させて顔を歪め、ブロンズの髪をぐしゃぐしゃに手でかき混ぜる。

「……何度も言ってるだろ！」

　その台詞に対してティエラが何かを思うより早く、イーアスの手に背中を抱かれ、かなり強引にくちづけられていた。ひどい口封じだ。でも、彼にくちづけられるのは、とてもうれしい……。

　そう思いつつも、一瞬遅れて頭の中でイーアスに叫んでいた。

（何度もって……何も聞いてませんけど!?）

　辛うじて彼が口にしたのは、アズールに言い放った「俺の婚約者」という一言だけだが、それはティエラに向けた言葉ではなかった。

　でも、彼の膝の上に身体ごと乗り上げ、舌を絡め合う淫らなキスへと移り変わると、そんなツッコミ心も頭から消えてなくなった。

「ん……っ」

　舌の表面を舌先で愛撫され、あふれた唾液を飲み込まれ、背中を強く抱きしめられる。

　これまでにもキスは何度か交わしていたが、最初の夜にベッドの中で貪られたのと同じ雰囲気で重なってくるから、あっという間に頭の中が空っぽになった。

　力いっぱい彼の礼服にしがみつき、そのブロンズ色の髪に指を絡める。

　自分だけではなく、イーアスの呼吸も荒く乱れていく。その音を心地よく感じ、彼との深くつながるキスに没頭した。

　言葉にしなくても、こんなふうにくちづけられたら──。

　馬車が減速しはじめると、ティエラの身体を力いっぱい抱きしめていた彼の手が緩んだ。

　次いで唇が離れていくと、ぼんやりと潤んだ目でイーアスを間近からみつめる。

「もう、着く」

「……はい」

　身体の芯がむずむずして落ち着かない。息をついて座席に座り直したが、閉じた脚の内側が熱かった。

　結局、今夜もイーアスの口から、決定的な言葉を引き出すことができなかった。無念の敗退である。

　……まだ、こんなにも身体が彼を求めて疼いたままだというのに。

　やがて馬車がヘヴリー伯爵邸にたどり着き、出迎えにやってきたミアに連れられて自室へ戻った。

「夜会、いかがでした？」

「あんなに大勢の人がいる夜会は初めてでしたけど……あそこで主役を張れるなんて、イーアスさまは肝が据わっていますね」

「肝が据わっているというか、図太いんですよ。たぶん何も考えていないだけだと思いますけどね。あ、湯浴みの準備ができていますよ」

　ミアが笑いながらティエラの髪を解き、ドレスを脱がそうとしていたら、いきなり扉が開いてイーアスが入ってきた。

　彼は上着を脱いだだけの白シャツ姿だ。

「ちょっとイーアスさま、なんて失礼なッ！　女性の部屋に無断で入ってこないでください！」

　いきなり乱入してきた主人の許へすっ飛んでいったミアだったが、「もうおまえは下がれ、邪魔だ」と、イーアスに首根っこをつかまれた。

「ちょっと……！」

　そのまま廊下に追い出されたミアが扉の前で怒鳴っていたが、イーアスはさっさと鍵をかけてしまった。

　やがて、誰かに連れて行かれたのか、不満たらたらな空気だけを残してミアの声が遠ざかっていった。

　その様子を確かめてイーアスは肩をすくめるが、鏡台ドレッサーの前で目を丸くしていたティエラに向き直り、ゆっくり近づいてくる。

「イーアス、さま……」

　編んでいた髪を解いたところだったので、ティエラの白金色の髪は豊かに波打ち、ランプの光を受けてきらきらと輝いていた。

　ドレスが途中まで脱げている状態なのであわてて直そうとしたが、すぐにその手をつかまれて、さっきの続きと言わんばかりに唇をふさがれてしまう。

　すぐに唾液が混ざるほどの濃厚なキスで、一度は落ち着いたはずの疼きが再燃する。

　彼の手が剥き出しの肩に触れ、途中まで脱げていたドレスを引き下ろし、下着も外してしまった。

　たちまちなめらかな白い身体が暴かれて、揺れるランプの炎に、淡い色をした乳房が照らされる。

「ま、待ってください……」

　そのままベッドに連れ込まれそうになり、ティエラは急いで制止した。

「待てないから来た」

　馬車の中での秘め事で身体に火がついたのは、ティエラだけではなかったようだ。

　イーアスのぶっきらぼうな声には、普段あまり感じることのない湿度が含まれていた。

「あの、皆さんが承知の上でこういうことをするのは、つまり……」

　ここへ来た最初の夜のまぐわいを、家人は知らないようだった。すくなくとも、ミアが何も知らないのはティエラにもわかった。

　だが今日は、わざわざ侍女を追い出している。もう家人に見られてもはばからないという意味なのだろう。

「あんたは拒否しない」

　どれだけ自信家なのか、どれだけ傲岸不遜なのか。

　でも、ティエラは小さく笑った。

　ここで拒否するなら、最初の夜に身体を許しはしなかったし、ふたりの出会いを聞きほじりもしないし、口封じのキスなんて絶対に受け入れなかった。

　王都へ来て、悲しみに苛まれることなく幸せを感じていられるのは、すべてイーアスのおかげなのだから。

「でしたら、ちゃんと言ってくださいますか？　あなたの言葉が欲しいです」

　懇願すると彼は一瞬たじろいだが、ティエラの頭をそっと引き寄せて、耳をすまさなければ聞こえないほどの小さな掠れ声で言った。

「──好きだ」

　自分で言わせておいてなんだが、その微声にどきんと心臓が反応した。イーアスにそんな言葉を吐かせたのは、自分だけに違いないという根拠のない確信がある。

　そして今さら気づいたが、男性から好意の言葉をもらうのは初めてだった。

　アズールとは子供の頃から仲良く過ごしてはきたが、婚約ありきの間柄だった。ティエラは彼が好きだったが、アズールから好意を、ましてや愛だの恋だのと口にされたことは一度もない。

　普段、滅多に想いを口にしないイーアスの言葉は、小さくて聞き取りにくくはあったが、どんな宝石をもらうよりもティエラにとっては価値があって、胸が高鳴る出来事だ。

　ところが、返事をする暇もなくくちづけられ、これ以上を望むのは難しくなった。

　呼吸がままならないほどの、淫靡なキスに当てられて腰が立たなくなる。すると、彼はティエラを抱き上げてベッドへ向かった。

「ま、待ってください！」

　うれしいが不安も多くて、やはりイーアスを引き止めていた。

「────」

　この期に及んで制止をかけるティエラを、イーアスの濃褐色の瞳が恨めしそうに見る。

　超弩級の口下手なのに「好きだ」と言わされた彼の心労たるや、言わせた張本人でも想像に難くない。そこへ更なる「待て」だ。

　でも、べつに彼の忍耐力を試しているわけではない。こちらも切実なのだ。

「先に湯浴みをさせてください。夜会で汗もかきましたし……」

　このままベッドへ行ってしまったら、先日のように、イーアスがあり得ない場所を口で愛撫してくるかもしれない。

　この状態であれをされたらとてもいたたまれないが、拒否したくないし、できればしてほしい……。

　ひとりで想像して赤くなったが、彼の舌に舐められたときのことを思い出すと、早くも蕾が疼き出した。

「わかった」

　素直に受け入れてもらえてほっとしたのも束の間、イーアスは彼女を抱き上げたまま浴室へと運んでいってくれたわけだが──。
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　ティエラの部屋には狭いながらに専用の浴室があり、猫足のバスタブの他、かわいらしいベンチが据えられている。

　もちろん、ひとりで入るつもりだったのだが、気がつけばベンチに全裸のイーアスが座り、一糸まとわぬティエラは彼の膝上に乗せられていた。

「あ、あの……」

　なぜか一緒に入浴することになってしまったので、最初は恥じらいつつも自分で身体を洗っていたはずなのに……。

　腰のあたりにイーアスのそそり立つ剛直が当たる感覚があって、それだけで赤面ものだというのに、さらに大きく膝を開かされ、その中心を泡まみれの大きな手で洗われている。

「ああぁっ、やぁっ、だめ……っ」

　浴室で声を上げると、いやでも反響してしまう。自分のあられもない声を聞きたくなくて必死にこらえるが、全身で一番快楽を得てしまう場所を無遠慮にまさぐられていて、こらえようがなかった。

　石鹸の泡の中で硬くなった蕾を擦られ、とろとろにあふれ出した愛蜜が泡と混じり合う。おかげでとろみのある重たい泡が床に広がっていた。

「ふぁ……やんッ」

　ぐじゅぐじゅと、日常では聞くことのない淫らな音に耳を犯され、彼の腕の中で身悶える。

　イーアスは彼女の身体が膝の上からずり落ちないよう、左腕でがっちり腹部を捉えていたが、ついでのように胸の頂をこりこりと指で摘まんだり揉みしだいたりと、息つく暇さえ与えてくれないのだ。

　やがて、蜜をたっぷりこぼした狭隘に中指を挿し込まれる。

　潤いを広げるように指で中をまんべんなく愛撫し、内側からティエラの身体をくすぐってくるから、あっという間に息は絶え絶えだ。

「あんたの中、熱いな」

　耳元でささやきながら、イーアスの唇が耳たぶを食んで引っ張ったり、耳朶に這わせてぱくりと咥えたり、ついには首筋に食らいついて肌を嗅ぐ。

　くすぐったくて肌がぞくぞく震え、身体の芯がじんじん疼いた。

　今はミアがおらず髪を乾かせないので、バレッタでひとまとめに束ねてあるのだが、おかげで白いうなじが彼の目の前にさらされている状態だ。

「はっ、あ、ぁあ……イーアスさま……」

　横を向いて切なく彼を見上げると、彼がその唇を深く覆い、水音を立てながら激しい接吻を仕掛けてくる。

　ティエラは挿し込まれる舌に夢中になって吸いつき、自分から絡まり、イーアスの髪の中に指を挿し入れて、彼の首筋を手でなぞった。

　ほとんど言葉はくれないイーアスだが、こうして抱き合っていると、その手や唇が代わりに雄弁にティエラを求めてくれる。だから、自身もすんなり彼に身体を差し出してしまうのだ。

　やがて愛撫だけでは飽き足らなくなったのか、ティエラの身体を抱えて立ち上がると、バスタブの縁に手をつかせ、自分は彼女の背後に立って細い腰をつかんだ。

「あ──」

　後ろから、彼の熱い肉塊がティエラの割れ目に沿わされる。

　それは上を向こうと勃ち上がっているので、秘裂の中の蕾や花弁を押し上げてくる。

　この強い圧迫感だけでも心臓のどきどきが治まらないのに、ゆっくり前後に動かされると快楽の蕾が強く擦り上げられて、喘がずにいられなかった。

　くちゅくちゅと恥ずかしく反響する音と、ティエラの唇からこぼれる甘えた悲鳴が重なり合って、浴室を満たしていく。

「あぁああっ、あんッ、イーアスさま──」

「俺は、すごくいい。あんたはどうだ」

「んん──っ」

　目の前がぼやけるくらい強い快感で、涙が滲んでくる。膝ががくがくして、このまま腰が抜けてしまいそうなほど……。

「気持ちよくないか？」

「……いい、です」

　彼が腰を引いて、再び割れ目の奥に楔を押し込んだが、張りつめすぎて天を向いた陽根が、ずりゅっと蜜壺の中を穿ってきた。

「はっ──」

　思いがけず下から突き立てられ、ぬめぬめした熱さとわずかな痛みを感じた瞬間、膝から崩れそうになる。

　でもイーアスの手はティエラを支え続け、腰を前後ではなく斜め上下に動かして、まだ硬い膣道をゆっくり突き上げはじめた。

「あ、あ、ぁ……」

　バスタブにしがみつく手の上に額を預け、腰だけを高く持ち上げられてイーアスに差し出している。

　恥ずかしいと思う気持ちもあったが、非日常の状況に心が昂り、体内に彼の体温を感じていると、次第に擦られる膣壁が熱を増し、ティエラを絶頂に向かって押し上げる。

　きつい、痛い、でも気持ちいい……。

　抽送が続くにつれて結合部から泡にまみれた蜜があふれ、内股を伝い落ちた。

　やがて、イーアスは腰ではなく彼女の乳房を両手に掬い、重たく腰を突き上げはじめた。

「ん──っ！」

　指で胸の先端を摘まんでいじりまわされ、突き刺さった杭で中をかき回される。ここに至るまでにさんざん愛撫を繰り返されていたから、昂りはすでに最高潮に達していた。

「イーアス……ぁあっ、あ──！」

　支えられていても、もう膝の震えが限界に近づいていて、このまま床に身を預けてしまいたかった。

　でも、力強い腕がそれを許してくれず、たくさん中を擦り上げられていくうちに、身体の中が燃え盛るように熱くなる。

　やがて、その熱から快感が生み出され、どんどん高みに向かって押し上げられていって──ついにはズンッと深く奥まで貫かれ、一気に達してしまった。

「────っ！」

　前後も上下もわからなくなり、腹部の奥からぶわっと全身に向かって快感の波が広がっていくのだ。

　息も絶え絶えに背中を逸らすと、とうとう膝がかくんと抜ける。

　でも、咄嗟にイーアスのたくましい腕が崩れ落ちる身体を支えてくれ、彼女の中から楔を引き抜いた。

　その一瞬後、彼が小さく呻いて、ティエラの白いお尻に子種を吐き出した。

　熱い粘液をかけられるも、ティエラは霞む視界に映るものを、ぼんやりと眺めているだけだ。

　浴室は暑いし、羞恥と快感で身体は熱いしで、せっかく身体を流したのにまた汗が滲んできた。

「もう、十分に洗ったな？」

「あ……」

　イーアスを振り返れば、息をつきつつも、まだ涼しい顔をしている。

　吐精の跡や、淫らな泡にまみれた下腹部を洗い流した彼は、ティエラの身体を軽々と抱き上げた。

　浴室を出ると、ざっくりと大きなタオルで身体を拭い、今度こそベッドに一直線だ。

　彼は横倒しにしたティエラの上にのしかかり、奪い取るような荒々しいキスを交わしながら、脚をからめて割れ目をたくましい太腿で押し上げてくる。

　しっとりした熱い肌が重なって、頭の中がぼうっとした。

（アズールさまではなく、別の男性とこんな……）

　こんな日がくるなんて、誰が想像できただろうか。

　あんなに好きだったはずのアズールにはもう未練の片鱗さえなくて、この口下手で気性の烈しい青年騎士にすっかり心を持っていかれている。

　愛想がなくて、やさしい言葉ひとつかけてくれず、こんなに強引なのに。

　でも、彼の手や目が「愛しい」と叫んでいるのがわかるから。

　大きな手が肌の上を這い回り、胸を愛撫し、やるせなく抱きしめてくる。その動作のひとつひとつがティエラを求めているのを感じる。

　どこで出会って、どんなふうに彼は自分に恋してくれたのだろう。

　絶対に教えてくれそうにないが、秘密めかしたイーアスはどこか困ったような、恥ずかしそうな顔をするから、いつか彼の中を暴いてやりたいと思った。

　潤ってあふれそうな秘裂の中に指を挿し込まれ、身体が啼く。

　無骨な指が音を立てて秘所をくすぐると、ティエラの身体は素直に愛撫に応えて蜜をこぼし、彼が中へ、奥へと入ってこられるよう、迎える準備をはじめた。

「んんーっ」

　激しく舌を絡め取られて、あふれた唾液が口元を濡らす。

　このままどろどろに溶けて、ふたりの境がなくなってしまうのでは──そんなふうに考えてしまうほど、熱く深く重なった。

　全身はとうに敏感になっていて、イーアスの手がすべっていくたびに快感が走り抜ける。

　ぐちゅっと粘つく音に絶え間なく耳をくすぐられていて、彼のたくましい背中にしがみつかなければ、次々に与えられる愉悦を受け止めきれそうにない。

（あぁ……）

　彼の背中から肩に手を這わせ、イーアスの髪をくしゃっと握り、耳をたどっていったら、耳飾りに指が触れた。

　すると、その手を甲からやんわりと包まれて、そのままシーツの上に押しつけられる。

　指と指を絡め合っているのを感じ、胸がうずうずする……。

　そっと、遠慮がちにその指を曲げてイーアスの大きな手を握りしめてみたら、彼も同様にティエラの手を握り込み、手のひら同士を密着させた。

　唇を離して身体を浮かせたイーアスは、熱い息をつくティエラを欲望に満ちた目で見下ろしている。

　反り返った男性器が、息巻いているように見えるのは錯覚だろうか。

　でも、それを迎え入れる場所はもう、とぷとぷと蜜をあふれさせている。早くイーアスの楔で貫いてほしいと、うずうずしながら待ち受けているのだから……。

　そんな欲望を抑えるために、もう一度息をついた。

「イーアスさま……ちょっとだけ、待ってください」

「──俺はあまり気の長い人間じゃない」

　さっきから何度も「待て」の制止をかけているせいか、怒って見える地顔がじれったそうにしかめられた。

「ちゃんと好き合ってこうしてるって、確証が欲しいんです……」

「……？」

　圧倒的に言葉の足りないイーアスの内心を推し量るのはとても困難で、やさしさのわかりにくい人だ。

　だからこそ、アズールの前できっぱりと「婚約者」と明言してくれたのが、自分でも驚くほどにうれしかった。

「私も、イーアスさまが、好きです」

　彼の頬を両手で挟みこんで引き寄せ、微笑みかけながら耳元にささやく。

　感情の読み取りにくいイーアスが、ティエラの告白に動揺を隠しきれず、目を瞠った。

「……俺なんかを好きになっても、いいことはない」

　あからさまにそっぽを向き、ふてくされたように吐き捨てるイーアスを見上げ、ティエラは目を細めて笑った。

「素直に『うれしい』って言ってくださればいいのに。私、もうわかってますから。イーアスさまのそのお口が、ぜんっぜん素直じゃないこと！」

　笑って彼の顔をこちらに向かせる。

　イーアスはいつもの横柄な態度からは想像もつかないほどにあわて、まごついていた。

「私、好きでもない方とこんなことはできません。イーアスさまだって、同じでしょう？」

　唇を歪めて目を泳がせる彼は、らしくもなく頬を真っ赤にしてティエラをまじまじ見下ろしていたが、完全に言葉を放棄したようだ。

　上から覆いかぶさって、やさしく触れるキスをして唇を小さくついばみ、両手でいきなりティエラの膝をつかむと、脚を折り曲げて秘裂が彼の前に剥き出しになるよう両膝を開いた。

「おしゃべりだな、あんたは」

「あん……っ」

　彼の視線を感じるだけで、ぱっくり開いた割れ目の中で蕾が疼痛を発し、欲に満ちた蜜があふれた。

　恥ずかしいけど、期待していなかったと言えば嘘になる。このために事前の入浴を強く要望したのだから。

　一瞬、イーアスの濃褐色の瞳と視線がぶつかった。そのまま彼は睫毛を伏せ、期待に応えるよう、疼く裂け目に唇を寄せた。

　中に埋め込まれている蕾を舌先で探り当てられ、揺らされ、ちゅうっと吸い上げられる。

「は……」

　目が眩むほどの愉悦が瞬間的に湧き上がって、息が止まった。

　まるで獣が肉に食らいついて涎をこぼしているように、激しい水音が立つ。彼の唾液よりも、自分のこぼした蜜のせいだろう。

「や──やぁっ、イーアスさまぁっ」

　とてつもなく恥ずかしい。身体の中でもっとも秘めやかな場所を、この人にさらしているのだ。

　イーアスにされるまで、こんな行為が存在していることさえ知らなかったというのに、口では拒絶しても身体がそれを喜悦で迎え入れる。

　吸われるたびに腰がぴりりと痺れ、花蕾を突かれ、揺さぶられ、包くるまれると、恥じらいも躊躇いも吹き飛ぶ。

　大きく開いた口で、割れ目全体を覆われて舌と唇で無遠慮に舐め上げられたら、めくるめく快感に取りつかれ、ティエラは腰を揺さぶりながら彼の髪に指を絡めた。

　するとお返しとばかりに、きゅんきゅんしている胸の頂を指でコリッと摘ままれて、ふわっと乳房を揉み上げられる。

「あ、はぁぁっ、ああ……っ！」

　胸を弄ばれ、下腹部はじゅっと吸われ、ぴちゃぴちゃと舐められる。

　きっとイーアスも、ティエラを貪り食っている気分に違いない。

　悲鳴がどんどんすすり泣きのようになっていく。絶え間なく性感を刺激され、もう意味のある言葉が出てこなくなった。

「やあぁ……っ、あっ……あぁあんっ」

　ぬめった場所を唾液で犯され、熱い吐息を吹きかけられて、性器も頭の中もどろどろにとろけきっている。

　すっかり硬くなった蕾を、イーアスがやさしく歯で噛んだ。その瞬間、目の前が真っ白になって、上下も左右もわからなくなった──。

　絶頂感に押し包まれて、叫んだ自分の声も聞こえない。

　どのくらいの間だろうか。ぼんやりと目を開けて、全身を巡る気だるい快感に身を委ねていたら、彼がそっと顔を寄せてきて、淫らな蜜で濡れ光る唇を舐めた。

「あんたが欲しい──」

　その瞬間、圧倒的な熱量を誇る楔で、イーアスが荒々しく蜜壺を貫き通してきた。

「は……っ」

　甘い感覚に目を閉じていたティエラは、いきなり下腹部を穿たれて、きつく目を閉じた。

　すでに浴室で解されていたし、直前までたっぷり淫らな愛撫をされていたから、身体はすんなりとイーアスの熱塊を受け入れる。

　張りつめた怒張は激しさを伴ってティエラの中を責め立て、抉ってきた。

　でもその衝撃は一瞬だけで、奥までみっちりと己のものを埋め込んだイーアスは、動くのをやめた。彼女の身体を腕で囲い、その小さな顔中にどうしようもなく甘やかすキスを落として回る。

　一気に最奥まで入ってきた楔をお腹の中に感じ、ティエラは潤んだ目でイーアスを見上げた。

　目が合いそうになると、視界をふさぐためか彼が瞼の上にくちづけてくるが、その重なるぬくもりに心が満たされていく──。

「ねえ、イーアスさま。私たち、どこで会ったのですか？　いつ？」

　うっとりと彼の背中に腕を回して、何度目かの同じ台詞を投げてみる。

「──忘れててくれたほうが、俺は都合がいい」

　少しだけ目元を険しくしたイーアスに間近から顔を覗き込まれるが、しつこくて怒っているわけではないようだ。

「忘れててくれたほうがって……私は忘れているだけなんですね？　イーアスさまだけが一方的に私を知っているわけではなく、私もイーアスさまを認識していたということ？」

「あんたに謎解きの趣味があるとは知らなかった」

「私だけが何も覚えていないなんて、気持ち悪いじゃないですか」

「……忘れるってことは、その程度のことだったんだ」

　前髪をかきあげられ、額にキスされたと思ったら、それまでじっとしていたイーアスがゆっくりと腰を動かしはじめた。

　ティエラの狭隘に突き刺さった棘が、襞に絡まりながら重たく奥を貫く。

　十分すぎるほどに濡れた膣道をズブズブと擦り上げられたら、ティエラの唇からみだりがわしい悲鳴が飛び出した。

　最初のときに感じた痛みなど、もう微塵も存在していない。それどころか、体内を擦られる不思議な感覚に馴染んできたようだ。中でイーアスが暴れているのを感じると、じわじわとあたたかな心地よさが全身に広がった。

「はあっ、あぁん──」

　腰がぶつかるたびに身体が揺れる。繊細な媚肉を食い破るように、凶暴な楔が打ち込まれるたびに、淡くふわふわした乳房がぷるんと揺さぶられてしまう。

　そして、その様を目に焼きつけたイーアスがさらに昂奮して、いっそう抽送を激しくしてきた。

　乱されたティエラは膝を大きく開き、彼の締まった脚に自分のそれを絡める。

「ああ……っ、んッ、だめ……っ」

「だめなら、やめる」

「やめちゃ、いや──」

　ぐちゅぐちゅと律動的に中を押し上げられ、穏やかな快楽の波が急上昇を始める。

　すると何を思ったのか、イーアスの手のひらが、平らなティエラの下腹を圧迫しはじめた。やさしく臍の下あたりを押さえながら、膣を穿った楔で中から押し上げはじめたのだ。

「ひ……」

　これまでに味わってきたものと、明らかに異質な感覚が沸き上がる。中と外から同時に責め立てられて、一瞬で頭が空っぽになるような強い衝撃が弾けた。

「や──それだめっ、おかしく、なっちゃうから……っ！　ぁあっ」

　上から押さえられると、挿入された雄芯の存在が浮き彫りになって、ティエラの身体の敏感でやわらかい場所を強く刺激してくる。

「あんたの乱れた顔が見たい」

「……っ」

　そんな熱っぽい目で要求してくるなんて、ずるい。

　身体をよじって強すぎる快感から逃げようとするも、逃げ切ることはできず、激しい悦楽に身も心も押し流されてしまった。

　震えるほどに全身が過敏になっている。

　ティエラは切れ切れの息をついて目を閉じたが、いきなり背中を抱き上げられ、胡坐のイーアスに貫かれたまま、その膝の上に乗せられていた。

　ぎゅうっと彼に抱きつけば、ちょうど乳房がイーアスの目の高さ。

　彼はそれをぱくりと咥えると、ティエラの尻を持ち上げて上下に揺さぶりながら、胸への甘噛みを続けた。

「待って、まだ……っ」

　達した直後なのに、容赦ない快楽の責めが続く。

　イーアスを咥え込んでいる場所からは滴るほどの蜜がこぼれて、彼に揺さぶられるたびにはしたない音を立てた。

　体内に感じる途方もない熱が、気持ちいい。しっとりした肌が触れ合うと、それだけで達してしまいそうになる。

「ふ、ぁあ……あっ、あぁ……」

　秘密の場所を荒らされて蜜まみれにして、若い男性のたくましい肩にしがみついて嬌声を上げている。

　故郷にいたつい半月前には、想像もしなかったことだ。

　でも、気持ちよすぎて、もっとこの快感を享受したいと思う。イーアスのブロンズ色の髪に顔を埋めながら、彼の体温や匂いを深く感じ取った。

　イーアスの腕もティエラの背中を抱きしめ、乳房だけでなく首筋や鎖骨を辿り、喉を舐め、肌を存分に味わう。

　彼もまたこの交わりを心地よく感じてくれているのか、激しい吐息が熱かった。

「イーアスさま……お願い──。もう一度、好きって言って……っ」

　乱れた呼吸の隙を縫って、イーアスに懇願してみる。

　すると、今度は彼がティエラの耳元に唇を近づけ、その耳朶に何度もくちづける。そしてその合間に、小さく「好きだ」と囁いてくれた。

　それと同時に、イーアスの手で深く身体を沈められて、狭隘を貫く熱塊が子宮に届きそうなほど深く突き立てられた。

「あ、ぁあ──ッ!!」

　耳から入ってくる、イーアスの不慣れな囁きに全身が歓喜に震え、熱量の高い肉塊に物理的に責め立てられて、また達してしまった。

　こんな激しい快楽の渦に放り込まれたら、何も考えることなんてできない。

　呼吸を乱しながら、きゅうきゅうとお腹の中にいる彼を締めつけたら、イーアスが小さく呻く。

　急いでティエラの身体を仰向けに押し倒すと、愛液でずぶ濡れになった秘裂から自身を勢いよく引き抜いた。

「は……」

　その一瞬の後、絶頂感でひくひく震えている腹部に向けて、熱い精液が放たれる。

　やがて、どさりと身を投げ出す音がして、イーアスがティエラの隣に倒れ込んできた。

　お互いに荒く呼吸を繰り返していたが、彼の方が先に落ち着きを取り戻すと、自身の愛欲にまみれた腹部を拭き清めてくれる。

　そうしてふたたび隣に横になると、ティエラの身体を左腕で抱き寄せた。

　しばらくぼんやりしていたが、ティエラは自分を抱くイーアスの腕に、無意識に触れた。あの古い傷痕のある腕だ。

「この傷、どうしたんですか……？」

　甘い悲鳴をあげすぎて疲れ切った声になってしまったが、ぼんやりと問いかけると、先日みたいに振り払われることはなく、イーアスもまた気だるげな声で答えてくれた。

「──昔、戦で」

「こんなにひどい怪我を負うなんて。騎士って大変なお仕事ですね……」

　肘から手首にかけての、大きな引き攣れの痕に手を這わせると、イーアスはくすぐったそうに目をすがめる。

「この傷は、俺にとっては幸運の証だ」

　あの無表情な彼が、かなり微かではあったが笑ってくれたので、不意を突かれてどきどきしてしまった。

「そうなんですか？　痛い思いをした甲斐があったならいいのですけど……」

　ティエラは身体を横にして彼に向き直り、傷痕にキスをした。すると今度は、左耳につけられた耳飾りが目に入った。

「この耳飾りの石は、月長石ムーンストーンですか？」

　半透明で美しい乳白色の石は、メイローズでは広く女性が好んで身に着けるものだ。

「さあ、知らない。もらいものだ」

　イーアスは天井を見上げて嘆息するが、それ以上のことは教えてくれなかった。

（女性からもらった……？）

　何でもない人からもらったものを、こうしていつも身に着けていたりはしない気がする。

　そう思ったら、チリチリと胸が焼ける感覚があった。

　好きだと言わせて、こんなふうに身体を重ねた今でも、イーアス自身のことをティエラはほとんど知らない。彼が何を好み、どんなものを大事にしているのかも。

　言葉足らずどころか、言葉皆無に近いイーアスの全容を知れる日など、いつか来るのだろうか。ふたりの出会いすら教えてくれないのに。

　好意は持ってもらえていると思うが、そもそもイーアスの目的は「アズールから奪う」ことだ。

　すでにほぼ目的を達している今の状況を見ると、彼にティエラは必要なくなってしまうのではないだろうか……。

　そんなことはないと思いたいが、ちょっとだけ不安が燻る。

　それをもみ消すために、彼の胸に頭を寄せた。
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　王城の夜会から帰宅したアズールは、本気で不機嫌の絶頂にいた。

　──今宵は『メイローズの英雄』の凱旋ということで、王都にいるすべての貴族が夜会に呼ばれており、彼も婚約者のアンジェラを伴って登城した。

　そして、大広間に到着するや否や、元婚約者のティエラが清楚なドレスを身に纏う姿を見てしまったのだ。

　元々、ティエラはかわいらしい顔立ちの娘だった。自分の婚約者として、見劣りしない容姿であることは重要だ。

　そんな彼女が、これまでに見たこともないほどの美女に映ったのだ。

　アズールがよく知るティエラは三年前までの彼女で、幼いなりの愛らしさはあったが、まだ子供子供していた。

　先日、三年ぶりに見まみえたティエラは、がんばって着飾っていたものの、ひどくみすぼらしい古着姿だった。

　アズールはその凋落ぶりを嘆き、神を恨みさえした。

　ところが今宵の彼女は、咲き誇る大輪の花のようにあでやかで、誰よりも美しく、豪奢なシャンデリアの輝きさえ彼女の引き立て役としか見えなかったのだ。

　アズールはふと、自分の腕に絡みついている現在の婚約者を見下ろした。

　出会ったときは、アンジェラの艶やかな黒髪が神秘的だと思っていたのに、ティエラの白金色の髪と比べて重く沈んでいるし、見映えのいい真っ赤なドレスがひどく下品に思えた。まるで娼婦だ。

　そしてアンジェラにも、やたらと人目を惹くティエラの姿が見えたのだろう。しかもそれが、自分の侍女にと所望した女だと気づき、途端に目を吊り上げた。

「あの女……」

　アンジェラは目鼻立ちの際立った娘で、表情豊かなのが魅力的だと思っていたのに、何かに嫉妬する表情が浅ましく見える。

（女の嫉妬は醜いものだな……）

　そうなると、心があっさりとティエラに向かった。

　清楚で品があり、控えめにはにかむ美しい女性こそ、自分の隣にいるべきではないだろうか。ティエラは元々、アズールの婚約者だったのだから。

　しかも一緒にいるあの男は、自分の許からティエラを連れ去った無礼者だ。

　あのあとで男の素性について調べさせたが、騎士団の重鎮であることはわかっても、ヘヴリー伯爵その人であるとまでは調べがつかなかった。

　──というのも、公式な情報によると、あの時点ではまだヘヴリー伯爵の身は隣国リデロードにあり、メイローズに帰還したことになっていなかったからだ。第三騎士団が正式にメイローズに帰還したのは、連れ去り事件の翌日のことである。

　アズールは人々の視線が玉座に釘付けになっている隙に、アンジェラを人混みに置き去りにしてティエラの許へと急いだ。

　先日の自邸でのことは、彼の中で『ティエラが何者かに連れ去られた事件』として処理されていたから、連れ戻すのが自分の義務だと思ったのだ。

　しかし、ヘヴリー伯爵には逆に大勢の前で恥をかかされた。目の前でティエラを奪われたのは、この上ない屈辱だった。

　その後も、隣でぐちぐちと不満を垂れるアンジェラを見ていたら、苛立ちも最高潮に達し、アズールはそのまま現婚約者を放置して帰宅したのだ。

　自室に戻ったアズールは、即座に侍従を呼びつけた。

「あの男の素性を探れ、イーアス・ディア・ヘヴリーの。どんな些細なことでもいい、奴の弱みを握るんだ──」
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　夜会の数日後、ティエラにお茶会の招待状が届けられた。

　知り合いになったばかりのアウデム伯爵令嬢からの誘いで、伯爵家の庭園で午後のお茶を楽しもうというものだ。

　ティエラは社交デビューする年齢には故郷のヴィヘルにいて、こういった誘いとは縁がなかったから、生まれて初めて同年代の女性からの招待を受けて頬を染めた。

　そこでさっそく、お茶会に行ってもいいかどうかイーアスに尋ねてみた。

「あんたが何をしようと、口を挟む気はない。いちいち俺に許可など取りにくるな」

　かなり迂遠ではあるが、自由にしろという言葉をもらった。ティエラは嬉々として仕立て上がったばかりのドレスを準備し、馬車を出してもらってお茶会へ出かけて行った。

　アウデム伯爵家はシャデガル貴族街の中にあり、芝生の庭に季節の花が咲き乱れる美しい庭園が整備されている。

　参加した令嬢たちは十人ほどで、みんなが同年代だ。全員が婚約中で、これから先の結婚生活についての話題でたいへん盛り上がった。

「ティエラさまは、もうヘヴリー伯爵のお邸に住んでいらっしゃるのでしょう？　ということは、夜のほうも……？」

「え、えぇっと……」

　頬を染めて曖昧に笑ってごまかしておいたが、みんなが「ああ」と納得した顔をしている。

　男性の目がないので、娘たちの話題は少々乱れ気味だが、こんな会話をした経験がないティエラにとってはとても楽しいひと時だった。

　そんな時間はあっという間に過ぎて、もう帰宅の時間だ。

　帰りの馬車に乗るため、馬車回しへ向かったティエラは、イーアスと結婚したら、自分もお茶会を主催しようかなと考えた。しかし──。

（結婚……するの？）

　彼に「好きだ」と言わせたし、身体を重ねたことで、イーアスとの距離は確実に縮まってきてはいるが、具体的に何かが進行しているわけではない。

　あの口下手な男から求婚の言葉を引き出すのは、ものすごく困難な気がする。

　イーアスの中ではもしかしたら結婚は既定路線なのかもしれないが、やはり年頃の娘としてははっきりした言葉が欲しかった。

（いっそのこと、私から……？）

　女性から求婚するなど、メイローズの貴族社会ではかなりの蛮行と謗られそうだが、イーアスが誰かに言いふらすわけがない。

　ちょっとした思いつきだったが、本当に実行してみようかな──。彼はどんな顔をするだろうか。

　イーアスの仏頂面はわかっているが、ティエラが核心に迫ると、結構その無表情はかんたんに崩れるのだ。照れて顔面を硬直させ、あわてて目を逸らす様がまざまざと思い浮かんだので、ティエラはひとりでくすくす笑った。

　帰りの馬車を待ちながら、そんなふうに物思いに耽っていたところ、アウデム家の使用人が到着した馬車の扉を開けてくれた。

　礼を言って乗り込もうとしたのだが、その馬車はヘヴリー家のものではなかった。

「あ、この馬車では……」

　違いますと言いかけた瞬間、馬車の中にいた人物に手をつかまれ、強引に中に引きずり込まれていた。

　すぐさま扉が閉まり、馬車が急発車する。

　わけがわからず茫然とするティエラの目に映ったのは──アズール・ディア・ホーフェンの微笑だった。

「先日はすまないことをしたね。あの図々しい女にそそのかされたんだ。でも、やはり僕の妻にふさわしいのは君だけだ。やっと目が覚めた」

　彼の言う「先日のこと」とは、夜会ではなく、ホーフェン家でのあの屈辱的な一幕のことだろう。

　あまりのことに、文字通り開いた口が塞がらない。なぜ彼は、今になってティエラにこんな執着心を見せるのだろう。

　このまま連れ去られたら、もう二度とイーアスの元へ戻れなくなりそうな気がして怖くなった。

　だが、揺れる馬車の中で立っているのは難しい。深呼吸をして、なんとか心の動揺を宥めたティエラは、仕方なくアズールから一番離れた位置に座った。

　もちろん、いつでも逃げられるよう、壁にぴたりと張りつく。

「ティエラ、僕たちはもう十年以上前から婚約をかわしていた間柄だ。不幸な出来事で一時は離れてしまったが、今の僕はもう父の言いなりではなく、自分の意思で結婚相手を決めることができる。ね？」

　頭が真っ白になってしまったので、咄嗟に言葉が出てこなかったが、感じるのは喜びではなく憤りだけである。

「わたくし、ヘヴリー伯爵と婚約しているんです。申し訳ありませんが、ホーフェン伯爵のお申し出を受けるつもりはありません。馬車を止めていただけませんか？　ヘヴリー家の馬車も待っていますから！」

「ほう、婚約？　でも君の指には指輪もない。あの男には、ティエラにふさわしい婚約指輪を贈ることはできないよ」

「指輪は……まだですけど、私は──」

　イーアスが言葉にしてくれない焦燥が、ここにきて煽り立てられた。だからといって、今さらアズールのところへ戻るつもりはない。

「なにより、ヘヴリー伯爵を僭称するあの男は君を必ず不幸にする」

「……僭称？　何を言っていらっしゃるの。イーアスさまは、亡くなられたお父さまから爵位を受け継いで──」

「その亡くなられたお父さまというやつだよ、ティエラ。あの男は先代のヘヴリー伯爵の実の息子ではない。それどころか、あいつは卑しい奴隷の子だ」

　イーアスを悪しざまに言うアズールに、だんだん腹が立ってきた。

　そもそも、奴隷というものはこの国に存在しない。イーアス憎しで、彼をどこまで貶めれば気が済むのだろう。

　十年以上もアズールに恋心を抱いていた自分の浅はかさが、吐き気になって込み上げてきた。

「メイローズに奴隷はいません！」

「いやいや、我が家では奴隷だった。そもそも奴は平民出の貧民だ。君のような美しい女性とは相容れるはずもない」

　イーアスの事情は知らないものの、こんな言葉に動揺する理由はティエラにはまったくない。

「──私も元は平民ですし、現在もそうです！」

　強い口調で言い放ったら、彼は憐れむように笑った。

「女はいいんだ、僕が正妻として扱えば伯爵夫人だ。君はあの男の出身を知っている？　今でこそヘヴリー伯爵などと名乗っているが、あの男は我が家の下女が生んだ子。父親が誰かもわからないあばずれ女の息子だ。お情けで下男としてホーフェン家に置いてやっていたが、元を正せば、馬糞まみれの汚らしい馬番だった」

　ティエラが何も言い返さなかったからか、アズールは調子に乗って彼女ににじり寄り、その手を強引に取る。

「それがある日、突然姿を眩ませたんだ。そしてどんな汚い手段を使ったのか、ヘヴリー伯爵に近づき、まんまと爵位を強奪した。調べれば、もっときな臭い事実が出てくるかもしれない。もしかしたら、ヘヴリー伯爵の殺害──とか」

「…………」

　ティエラが唇を結んだのを見て、彼は機嫌よく笑った。

「君の白魚のような手には、最高級の指輪がよく似合うよ。馬番には用意できない指輪を贈ろう」

　指を撫でられてゾワゾワして、反射的にアズールを振り払っていた。

「いりません！　そもそもあなた、婚約者はどうしたんですか」

「あんな下品な女は、僕の妻には合わない」

　まったくお話にならない。イーアスの言ではないが、彼がこんなクソ野郎だったなんて思ってもみなかった。

　こうしている間に、馬車はすでにホーフェン家の門をくぐっていた。

　つい先日、侍女として仕えるよう言い渡された玄関前までやってくると、ふたりの騎士が馬車の前で待機している。

「彼女を離れに案内してさしあげてくれ。ティエラ、夕食の準備が整うまで、すこし待っていて」

「やめてください！　すぐにヘヴリー家に帰ります、手を離して！」

　きっぱり言うと、アズールは目を細めてティエラの耳元に口を寄せた。

「──ティエラ、聞き分けのない女には仕置きが必要になるよ？」

　ぞっとするような低い声でささやかれ、息を呑んだ。敵に回したら何をしでかすかわからない表情に、恐怖心を掻き立てられる。

　言葉をなくしたティエラは、両腕をふたりの騎士にがっちり固められて、ほぼ引きずられるように本邸の裏にある離れへと連れて行かれた。

　どんなに抵抗しようと、ふたりの男に抗しきれるはずがない。

　連れて行かれたのは伯爵家の別棟で、離れとはいっても立派な建物だ。三階まで上がって通されたのは、趣のある広くて贅沢な部屋だった。

　しかし室内に強引に押し込まれたら、扉の外から鍵をかけられてしまった。窓から下を覗くと見張りの騎士がいるし、もちろん扉の前でも見張っているだろう。

　事実上の監禁に、ティエラは窓の向こうに暮れなずむ空を見上げ、唇を噛みしめた。
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「お帰りなさいませ、イーアスさま。今日はずいぶん早くないですか？」

　イーアスが日のあるうちに帰宅するのは珍しいからだろう。こっそり帰って来たのに、ミアが目ざとく彼に気づき、玄関広間まで出迎えにやってきて小首を傾げた。

「まあ、きれいなお花。もしかして、ティエラさまへの贈り物ですか？」

　イーアスが必死に背中に隠そうとしている花束をみつけ、にやにやと近づいてくる。

「──もらいものだ」

「へえ、そうなんですね。ティエラさまでしたら、まだお戻りではありませんよ」

　遠回しに、ティエラにあげるものだと決めつけた侍女は、意味深に笑った。

　まあ実際ティエラにあげるつもりで、まったく慣れない街の花屋になど寄ってみた。しかし花屋はついでで、本命はその前に赴いた宝飾店だ。

　さすがにいつまでも宙ぶらりんの状態で、ティエラをこの邸に留めておくのは無理がある。初めの夜に強引に身体をつなげてしまい、彼女には嫌われたかと覚悟を決めていた。

　しかし、なぜかわからないが、ティエラはむしろイーアスに好意を抱いてくれたらしい。

　彼女の心の動きが読めないし、ちょっと信じられなくてしばらく思考停止に陥っていたわけだ。

　いい加減に腹を括って求婚しようと遅まきながらに考えついたのが、あの夜会の翌朝である。

　善は急げとばかりにさっそく宝飾店に寄ったのだが、指輪に寸法があることなどイーアスの念頭にはまったくなかった。店で大きさを聞かれて固まった。

　しかし、その宝飾店の店主は以前、仕立て屋と共にこの邸を訪れていた人物だった。

　そしてなんという僥倖か、ティエラの指の寸法を調べておいてくれたのだ。

　おかげで注文はすんなり通り、今日それが完成したので受け取ってきたところである。

　柄でもないのに花屋にまで寄り、どうやって指輪を渡そうか頭を悩ませながら帰ってきたのだが、肝心のティエラが不在だという。

「まだ戻っていないのか」

「たまには同年代のご令嬢同士で楽しまれるのも大事ですよ。にしてもイーアスさま、いつまでもそんな仏頂面でいたら、そのうちティエラさまに愛想を尽かされてしまいますよ」

「……生まれつきだ」

　やたらと絡んでくるミアに閉口し、急いで自室へ戻ろうとしたときだった。

　御者としてティエラと一緒にお茶会の会場まで同行していた使用人が戻り、イーアスを見つけるとあわてた様子で傍までやってきた。

「イーアスさま、ティエラさまでございますが、アウデム伯爵家でお帰りをお待ちしていたところ、他のご令嬢のお宅で夕食をいただいていくので、私だけ先に帰るよう命じられました。ですが、ティエラさまからの直接のご命令ではなかったので、アウデム家の方にティエラさまに会わせてくれるようにお願いしたのですが、もう他の馬車で出立してしまったからと……」

　地顔の怖いイーアスだが、目を細めた表情は一段恐ろしさを増した。

「他の令嬢とは、どこの家だ」

「それが、いくら尋ねても教えていただくことができませんで……イーアスさまにご報告申し上げなくてはと、取り急ぎ戻ってまいりました」

　その話を聞いたミアも、あまり納得していない顔だ。

「ティエラさまが？　今夜はティエラさまの好物のクリーム煮込みなんですよ！　あんなに楽しみにしていらしたのに、よそのお宅で食事だなんて考えられません！」

　彼女の身に異常事態が起きたとしたら、それは十中八九どころか、十までアズールが噛んでいるに決まっている。決めつけてもいいくらいだ。

「今日行ったのはアウデム伯爵の邸か。ホーフェンの野郎と何か関係があるのか──？」

　ひとりごちたつもりだったが、それを聞いていたミアが真っ先に反応した。

「ホーフェンって、ホーフェン伯爵のことですか？　でしたら、今日ご招待くださったアウデム伯爵令嬢のお兄さまと、ホーフェン伯爵が懇意にされているはずです」

「おまえ、なんで知っている!?」

　思いがけないところからの情報に、イーアスは本気で驚きの目をミアに向けた。

「そりゃあヘヴリー伯爵家の侍女として、王都の貴族のことはだいたい存じてますよっ！　とくにホーフェン伯爵とアウデム子爵は、学生時代から女性人気の高いお二方で有名ですもの」

「あのクソ野郎が？」

「まっ。イーアスさま、お下品」

　にわかに信じがたい話だが、ともかく出かけた先にアズールとの接点があるのなら、間違いなくティエラはホーフェン家にいる。

　イーアスは花束をミアに押しつけて踵を返した。

「あっ、イーアスさま！　ホーフェン伯爵と因縁でもあるんですか!?」

「その話は帰ってからだ！」

「もうっ、そうやって何でもかんでも黙して語らずを貫くから、こんなことになるんですよ！　交友関係くらいちゃんと教えておいてください！　最初からわかっていたら、ティエラさまをお止めすることもできたんですから！」

「すまん。今後はそうする」

　振り返りもせずそう反省すると、イーアスは厩舎から愛馬を引き出して跨り、ホーフェン伯爵家に向けて一目散に馬を走らせた。

　焦りのあまり、表情が険しくなる。彼女に何かあったら、アズールを生かしておける自信がなかった。

　もともと不愛想な顔だが、今の彼の表情を見たら、ティエラですら卒倒してしまうだろう。

　ホーフェン家は同じ貴族街にあるので、そう遠いわけではない。それでも、到着した頃にはすっかり日が暮れて夜になっていた。

　伯爵家の門には先日と同じく門衛がふたりいるが、イーアスは彼らの前に躍り出るなり、鞘に入ったままの剣を叩きつけて昏倒させた。

　殺してしまっても構わなかったが、これからティエラを助けに行くのに、返り血を浴びるわけにいかないし、帰り際、彼女に死体を見せるわけにもいかなかったからだ。

　難なく正門を突破して玄関を開け放つと、たまたま居合わせた若い侍女が驚きと恐怖で固まっていた。

「アズールのところへ連れて行け」

　ツカツカと近寄って、地響きがしそうなほどの獰猛な声で脅しかける。すると、若い侍女は命あっての物種とばかりに即こくこくうなずいて、三階にあるアズールの書斎へと彼を連れて行った。

「こ、こちらで──」

　彼女が言い終わるより早く扉を蹴破って室内を見回すと、窓際にいたアズールがニヤニヤ顔で振り返った。突然すぎて、驚く余裕もなかったらしい。

　そして、この部屋にティエラの姿はない。

「ティエラはどこだ」

　低く、獰猛になりがちな声で問いかける。この邸に彼女がいない可能性は、微塵も考えなかった。

　そしてアズールも同じく、イーアスが襲来する可能性を微塵も考えていなかったようだ。

　数瞬遅れで事態を把握し、内心の動揺を隠して必死に嘲笑った。

「無礼な輩が。誰の許可を得てここへ入ってきた。下男に本邸への出入りを許した覚えはない」

「許可など必要ない。ティエラを連れて帰る」

　イーアスはゆっくりと窓辺のアズールに向かって進む。

　アズールの腰がやや引けているのは、イーアスの放つ、ただ事ならぬ雰囲気に気圧されたからだろう。

　しかし、彼はあくまでも虚勢を張った。

「ヘヴリー伯爵だと？　笑わせるなよ。一いっ端ぱしの貴族にでもなったつもりか？　元を正せばこの邸で馬番をしていた下男ではないか。馬小屋で馬糞にまみれているのがお似合いの馬ク糞ソ野郎だったな！」

　足を止めたイーアスの濃褐色の瞳が、一段と昏さを増す。

「どんな手を使った？　ヘヴリー伯爵は死ぬにはまだ若すぎる年齢だったはずだが、大方きさまが手を下したんじゃないのか？　爵位を奪うために」

「…………」

「そして、己の出自をティエラに隠していたんだろう？　そりゃそうだろうな、元は伯爵家の下男だったなんて、恥ずかしくて言えるわけがないからな。だから僕が代わりに伝えておいてやったよ。ヘヴリー伯爵を僭称するあの男は、薄汚い馬糞まみれの奴隷だったと。かわいそうに、彼女は幻滅していた。もう二度と馬番の邸には戻りたくないとな！」

　その間イーアスは、アズールに抗弁することも、顔色ひとつ変えて見せることもなかった。ゆえに、反論の術もなく黙り込んでいると思われたらしい。

　とうとうアズールが高笑いをはじめたので、イーアスは肩をすくめた。

「──それで演説は終わりか？」

　言うが早いか一気にアズールとの距離を詰めると、問答無用で彼の横っ面を殴りつけた。弾みで身体が吹っ飛び、窓に叩きつけられたアズールは、ズルズルと床の上にへたりこむ。

　表情は冷笑を浮かべたままだったが、口の端が切れて血が滲んでいた。

「御託は飽きた。ティエラはどこだ」

　ゆっくりとアズールの元へ近づいたイーアスは、彼の胸倉をつかみ、二度三度と殴打を繰り返した。

「これは子供の頃の恩返しだ」

「や、やめろ……」

　さっきまでの高笑いはどこへやら、弱々しい声でアズールが懇願する。

　だが、聞く気はない。さんざんアズールを殴りつけて血まみれになった拳に、ふたたび力を込める。だが、それを中断させるように扉が大きく開かれた。

「アズールさま、大変でございます！　ティエラさまが……」

　血相を変えて部屋に飛び込んできたのは、老侍従のカールスだ。

　だが彼はイーアスを見て口を噤み、主人のアズールの姿を見て仰天した。

「あ、あなたは……」

　この老侍従は、先代からこの家に仕えている古参の人物で、イーアスがホーフェン家の使用人部屋で生まれたときのことを知っている人物だ。

　だがその老侍従も、誰かに殴られでもしたのか、頬を赤く腫らしていた。

「ティエラがどうした」

　そう問い質したのは、もちろんアズールではなくイーアスだ。

　老侍従は、このふたりの間にある確執を誰よりも知っている。それゆえに、どうしたものか迷った顔をしたが、アズールに向けて頭を下げた。

「アズールさま、離れに数名の男が侵入いたしました。彼らは……ティエラさまを……連れ去って……」
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　──身体が揺られているのを遠いところで感じながら、ティエラは夢を見ていた。

　あれはたしか、まだ十歳にもなっていないときだ。婚約者となるアズールを訪ねて、初めてホーフェン家にお邪魔した日の夢。

　伯爵家の庭に咲き乱れる花を眺めていたティエラは、いつの間にか裏庭に迷い込んでいた。

　すると、どこからか馬の嘶きが聞こえてくるではないか。

　声を頼りに探し歩くと、馬がたくさんいる厩舎をみつけた。ティエラの家に馬はいないので興味津々だ。

　そのとき、厩舎の裏からしゃくりあげる男の子の声が聞こえてきた。人がいるとは思わなかったので、声の主を探して厩舎の裏手へと足を向ける。

　そっと厩舎の陰から覗いてみたら、男の子がこちらに背中を向けてうずくまっているのが見えた。

　しかし彼はひどい襤褸をまとっていて、あちこち裂けて汚れた布の下から、泥だらけの肌が見え隠れしている。

　髪もべっとりと濡れて元の色がわからず、絡まった刺繍糸みたいにもつれ、ぐしゃぐしゃだ。

　ティエラは目を瞠りながらも、彼があんまり悲しそうに泣いているので、思わず声をかけていた。

「……どうしたの？」

　その声に少年はひどく驚いて飛び上がり、怯えた様子でティエラを振り返る。

　ティエラよりいくつか年上くらいで、とても背が高い。でも、裂けた袖から覗く腕はひょろりと細く、だいぶ痩せていた。

　頬は、涙と泥と赤いもの──血でどろどろだ。

　尋ねても返事はなかったが、彼の左腕からは血がぼとぼと流れ落ちているではないか。

「大怪我してる！　ま、待っていて。今、大人の人を呼んでくるから……」

「余計なことをするな！」

　今までに聞いたこともないほどの大声に、今度はティエラがびっくりして飛び上がる番だった。

「大人なんか呼ぶな！　誰も呼ぶな！」

　そう言って襤褸の袖で顔を拭った少年は、その場から立ち去ろうとする。

　でも、左腕の袖が泥と血で染まり、どんどんあふれる血が地面の雑草を赤く染めていた。

「じゃあ、薬をもらってくるわ！　そんなに血が出てるんだもの、手当てをしないと悪い風が……」

「薬？　貴族がそんなものくれるわけないだろ。奴らには、奴隷に使う金なんかねえんだよ！」

「どれい……？」

　言葉の意味がわからず困惑したが、ともかく誰かに話してはいけないらしい。仕方なく、ティエラは自分のハンカチを取り出して少年の傍に近づいた。

「こっちに来るな！」

「せめて、血を止めないと」

　近寄ると手を振り払われたが、ティエラはめげずに彼の腕にハンカチを押し当てた。見たこともないほどの出血で不安だったのだ。

「どうしてこんな大怪我をしたの？」

　ふと彼の背後を見ると、厩舎を囲う木の柵が一部壊れており、古い木片が裂けて血まみれになっていた。あれが怪我の原因だ。

　もしかしたら傷口に棘が刺さっているかもしれない。血が止まったとしても化膿してしまうかもしれない。

「そんな小さな布で、血が止まるわけないだろ」

　彼は不貞腐れたように言ったが、おとなしくされるがままになっている。おそらく痛みに耐えるのに必死で、立ち去ることができないのだ。

「お医者に行ったほうが……」

「金のないやつを診てくれる医者なんていねえ」

　それは決して大声ではなかったが、暗い情念──まるで怨念がこもった言い方だった。

「…………」

　ティエラは裕福な家に生まれたから、お金に困ったことは一度もない。でも父からは、みんながみんな豊かで幸せな生活をしているわけではないと、常日頃から教えられている。ヴィヘルでもお金に困っている人は多くいるから、父はそんな人たちに仕事を与えることを仕事にしているのだ。

　目の前にいる少年は、年齢にそぐわないほどの昏く鋭い目をしていて、世の中すべて憎んでいるように見えた。

「……そうだ！」

　ティエラは自分の髪に挿していた、小さな髪留めをひとつ外した。昨日、両親から誕生日のお祝いでもらったものだ。小さな月長石ムーンストーンがついていて、留め具自体は金でできている。

「これ、あなたにあげる。きっとこれなら、お金に換えられるはずだから──」

　そのとき、庭のほうから「ティエラ！」と彼女を呼ぶアズールの声が聞こえてきた。少年はその声に反応して顔をしかめ、逃げ腰になる。

「私、もう行かないといけないの。必ずお医者に行ってね！」

　少年がその場から立ち去りたがっているのを察したティエラは、そう言って彼の血まみれの手にハンカチと髪留めを握らせた。

「必ずよ！」

　走り去る彼の後姿に何度も念押しし、ティエラも自分を探している婚約者の許まで走った。
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　ふと目を覚ましたティエラは、それまで記憶の奥底に沈んでいた古い出来事を思い出し、小さく息をついた。

　アズールの発した「奴隷」という言葉で、薄れていた記憶が呼び覚まされたのかもしれない。

　ホーフェン家の厩舎の裏側で、大怪我をして泣いていた少年──あれはイーアスだった。

　そして、現在の彼が左耳につけている耳ピ飾アりスは……。

（あれは、私があげた髪留めの石──）

　当時は、なぜあんな襤褸をまとった少年がホーフェン家の裏庭にいたのか、全然わかっていなかった。

　それでも、彼が貴族をひどく嫌っていることは理解したので、あの少年について人に話したことはない。

　ただ、髪留めをなくしてしまったことは両親に謝罪した。でも「ティエラは元気だから、どこかで落としてしまったんだね」と咎められることはなかった。

　それきり、ティエラも自分に婚約者ができたこと、年上でなんでも知っているアズールと一緒にいることがうれしくて、彼のことは忘れてしまった。

　奴隷という制度はこの国にはないが、きっとイーアスはホーフェン家の使用人として働いていたのだ。

　貴族の血統を重んじるアズールは、もしかしたら彼を蔑み見下し、ひどい仕打ちをしていたのかもしれない。いや、していたのだろう。

　それならば、イーアスがあれほどアズールを憎んでいたことにも合点がいく。

　そして、決して自分たちの出会いを話そうとしなかったことも。

　イーアスは、ティエラが出会いを覚えていないことについて「その程度のこと」と切って捨てていたが、今から十二年前の出来事で、ティエラは当時八歳。会って話したのは、せいぜい十分かそこいらだ。

　それに、あの髪留めは一日しか身につけていなかった。

「そんなの、覚えていなくても仕方ないじゃない……」

　小さくひとりごちたときだ。

「まだ寝ぼけているの？」

　甲高く、苛ついた女性の声で、ティエラはようやく完全に目を覚ました。状況が理解できずに視線をあちらこちらに飛ばす。

　そして、自分を見下ろしている女の顔を見て身体を起こそうとした。でも、腕が自由にならない。頭上で手首を拘束され、ベッドにつながれているのだ。

「…………」

　日の射さない粗末な狭い部屋にティエラは寝かされていて、身じろぎするとギシギシとベッドが軋んだ。

　たしか、アズールの邸の離れに監禁されていて、乱入してきた複数の男たちに、顔に何かを吹きつけられ──その先は意識がない。

　そして今、ティエラを黒い瞳で忌々しげに見下ろしているのは、アズールの新しい婚約者アンジェラだった。

「アンジェラさん……」

「平民の分際で、気安く名前を呼ばないで。その上、平民の分際でアズールさまの心を乱すなんて、本当、許せないのよ。あんたがいると邪魔だから消えてほしいの」

　彼女が何を言っているのか、即座に理解できなかった。婚約者だったティエラを捨てたのはアズールだし、彼女は見事にアズールの婚約者の座に収まり返ったではないか。

　彼の心を乱すどころか、ふたりに振り回されているのはティエラのほうなのに。

　でも、アズールの言動を思い返してみると、あの夜会の日から、彼は婚約者のアンジェラなどそっちのけで自分に執着していたのだろう。

　今日も馬車の中で「あんな下品な女は、僕の妻には合わない」と悪しざまに言っていたのを思い出す。

　だとしても、今のティエラはホーフェン家とは何の関係もない身だし、アズールの執心はもはや、ティエラにとって迷惑以外の何ものでもなかった。

（意味がわからない……）

　すべては、フェザーズ家の商船事故に端を発したことではある。しかし、結婚が流れたことで、ティエラは平民として生きていこうと心に決めたのだ。

　それなのに、ティエラに儚い希望を与え、王都に呼びつけた挙句、振り回してきたのはアズールとアンジェラのふたりではないか。

　イーアスが救い出してくれなかったら、今頃は……。

　いくらお人好しと言われる自分でも、あまりの理不尽さに腹が立ってきた。

　しかし、アンジェラは真っ赤な紅を引いた唇を吊り上げて嗤う。

「ここがどこだか知っていて？　モンドール地区という、王都の貧民街にある花街よ。さらわれてきた娘たちがたくさん働いているわ。近々あなたも仲間になるの」

　その名称には聞き覚えがある。貴族たちが決して近寄らない、街の裏側にある貧民窟。そこの花街ともなれば──。

「ここで何人もの男の相手をしたら、もう貴族社会には二度と戻れないわね。アズールさまの横に立つどころか、目に入ることすら許されなくなるわ」

　美しく吊り上がった目でアンジェラは哄笑し、誰かを手招きする。

　気配もなくアンジェラの後ろに立ったのは、お世辞にも紳士とは言い難い壮年の男で、正直に感想を言うと、悪党の顔だった。

　彼は値踏みする目で、縛られてベッドに転がされているティエラを見下ろしている。

　その視線を浴びせられた途端、寒気に襲われ、息を呑んだ。

「手始めに、彼からモンドールの流儀を教えてもらうといいわ。彼はここへせっせと娘を運んでくる女衒なの。元フェザーズ男爵の娘ともなれば、一晩で相当稼げるんですって。うらやましいわね」

　そう言って彼女が一歩下がると、代わりに男が進み出てきた。

　にこりとも笑わない、残忍な目。商品としてのティエラの価値をはかっているのだ。

「私はここで見物しているわね。おとなしく私の侍女になっていれば、こんな目に遭うこともなかったのに。あんたのその澄ました顔が歪んで、泣いて許しを乞う姿を早く見たいわ」

　アンジェラの言葉を合図に、男がナイフを取り出した。

　ランプに照らされた　白刃を目にしたら、ティエラの身体はたちまち震えはじめ、悲鳴すら出せなくなった。

　足は自由なはずなのに、恐怖のせいか全身が硬直している。

「慣れない娘は、ここじゃいたぶられて殺されるだけだ。使い捨てするにはもったいない逸材だからな、十分仕込んでから売りに出してやるよ」

　イーアスからもらったドレスや下着が切り開かれて、無残な布切れになっていく。

　今朝、出仕する彼を見送ったのが、イーアスとの最後だったなんて信じたくなかった。でも、こんなところで見も知らぬ男に穢されたら、もう二度と彼に顔向けできなくなる。

　恐怖のあまりに、逃げることもできない自分が情けない……。

　気づけば目の前が涙で滲んでぼやけていた。胸元が涼しくなったのは、肌を露出させられたからだろう。

　しかし、アンジェラがくすくす笑う声が聞こえてきたから、絶対に泣き喚いたりするものかと逆に意地を張った。かえって彼女を喜ばせるだけだ。

　何をされたって、絶対に声などあげてやるものか。そこまでアンジェラの思惑に乗ってやる義理はない。

　唇を噛みしめたときだった。

　バァンっと荒々しく扉が開け放たれる音がして、同時にアンジェラの悲鳴があがる。

　続いて誰かが駆け込んでくる足音、間髪容れずに誰かを殴りつける鈍い打撲音。

　すべては一瞬の出来事で、ティエラには何が起きているのかわからなかった。

　でも、涙が頬を伝い落ちて、ぼやけていた視界が開けたら、目の前にイーアスがいた。

「イ……アス……さま……」

　信じられなかったが、紛れもなくイーアス本人だ。

　彼は見たこともないほどの恐ろしい形相で、殴り倒した男に馬乗りになり、無言で何度も何度もその頬を殴りつける。それは男の悲鳴が消えるまで絶え間なく続いた。

　男の声が完全に聞こえなくなると、イーアスの視線は、壁際で固まっていたアンジェラに向けられる。

　ゆらりと立ち上がったイーアスは一歩一歩確実に彼女との距離を詰め、獣が捕獲した獲物に噛みつくような勢いでアンジェラの胸倉をつかみ上げた。

「や、やめて……」

　今にも床から足が離れてしまいそうなほどに持ち上げられ、彼女は声にならない声をあげるが、イーアスは容赦ない。

「殺すぞ……！」

　地底から轟くような声で静かに恫喝され、アンジェラは恐怖のあまりに気を失ってしまった。

　無情にもイーアスは彼女の身体を床の上に投げ捨てると、ベッドに駆け寄ってきた。

　さっきまでの形相はどこへやら、ティエラを覗き込むその表情は憔悴し、焦燥感を漂わせている。

「イーアスさま……」

　目が合うと彼は目元を歪め、はだけられていたティエラの胸元を自分の外套で隠し、手首を縛めていた縄を解いてくれた。

　そして、抱き起こしたティエラの身体をぎゅうっと力強く抱きしめる。

　彼の体温を感じた途端、緊張と涙腺が同時に緩んだ。イーアスの背中に腕を回して縋りつき、そのぬくもりの中に身を委ねていた。

「イーアスさま──来て、くださったんですね……」

「すまない。俺のミスだ」

　涙をこぼすティエラの髪にイーアスが顔を埋めるが、彼のその手は震えていた……。

　そのとき廊下を走ってくる複数の足音があり、ティエラは身を固くした。新手の脅威が現れたのだと思ったのだ。

　でもイーアスは、逆に落ち着き払って彼女の身体を抱き上げると、扉を振り返る。

「ヘヴリー団長！」

　駆け込んできたのは、イーアスと同じく騎士団の制服に身を固めた、数名の騎士だ。

「この女が首謀者だ。ホーフェン伯爵家を襲撃した仲間は他にもいる。徹底的に調べ上げ、三日以内に全員俺の前に引っ立ててこい」

「はっ！」

　騎士たちがイーアスに最敬礼するのを尻目に、彼はティエラを抱いたまま部屋を後にした。





　　　＊






　イーアスと馬に乗るのは二度目だ。でも今日は疾走ではなく、ゆっくり夜の街を歩かせているだけなので怖くはなかった。

　今は事件のあったモンドールを後にし、ヘヴリー家へ戻る最中だ。

　馬の背に横座りしたティエラは、イーアスの胸にもたれかかりながら目を閉じていた。力が抜けてしまって、身体を支えるのがつらかったのだ。イーアスは腕の中にいるティエラを抱きしめるように手綱を握っていた。

　ホーフェン家からさらわれてきた日も、彼はティエラが振り落とされないように腕で囲ってくれている気がしたが、あれはたぶん、気のせいではなかったのだろう。

「……どうしてここがわかったんですか？」

　危ういところで助けられたが、ティエラがホーフェン家から連れ去られてからそれほど時間は経っていないのに、いやに手際よくイーアスが助けに来てくれた。

　今にして思えば不思議なことだ。

「モンドールにそぐわない小奇麗な馬車があったから、すぐにわかった。あんたがモンドールに連れて行かれたのは、カールスさんが教えてくれた」

「カールスさん！　そういえば、ご無事だったんですか!?」

「ああ。軽傷だ」

「よかった……」

　ほっと安堵のため息をつく。

　ティエラが男たちに何かを吹きつけられて意識を失う直前、それを止めようとしたホーフェン家の老侍従のカールスが、彼らに殴られていたのを見た。

　きっと、男たちがカールスの前で行き先を漏らしてしまったのだろう。

　そして「カールスさん」と親しげに老侍従を呼ぶイーアスは、やはりホーフェン家と関わりがあったのだ。

「イーアスさまは子供の頃、ホーフェン家にいたんですね……」

　おずおずと尋ねると、イーアスはもうティエラが承知していることをわかっているらしく、無言でうなずいた。

「もしかしてこれ、私があげたものですか……？」

　イーアスの左耳に収まる月長石ムーンストーンに指先で触れると、彼は意外そうに小さく嘆息した。

「──ああ」

「あの後、ちゃんとお医者に行きました？」

　ティエラが当時を思い出したことを知って、イーアスは複雑な顔をする。

「行かなかった」

「どうして」

「……売るのが惜しかった」

　どういうことだろうと目をぱちぱちさせるティエラに、降参と言わんばかりにイーアスが笑った。

　一般の人からすれば微々笑にもなっていないが、彼の無表情に慣れたティエラにとっては、驚くほどの笑顔である。

「女物だから俺がつけてたら変だし、そのうち落として失くすに決まっている。だから、石を自分に刺しておけばなくならないかと」

「自分に刺す……って、言い方ひどいです」

　ティエラが苦笑いすると、ふいにイーアスは真顔になってまっすぐ前を向き、すこしだけ馬の速度を上げた。

「俺が、この世で初めて好きになった人からもらった物だ。手放せなかった」

「…………」

　あの日以来、一度もイーアスとは会ったことがない。彼に好意を持たれたのなら、その日以外にはないが、ほんの数分の出来事を彼はずっと覚えていてくれた。

　ティエラがあげた髪留めを、ずっと大事に持っていてくれたのだ。

　なんだか心がくすぐったくて仕方ない。

　気がつけば、ふたりは王都を一望できるシャデガルの丘まで戻ってきていた。

　夜の街は、光が密集していたり闇の中に点在していたりと、さまざまな輝きを放っている。さっきまでいたのは、あの闇のほう。

　でも今は、空で無数に瞬くきらめきに近い場所にいて、それを眺めているとさっきまで感じていた恐怖心が薄れていった。

　たぶん、すぐ傍にイーアスがいてくれるからだろう。

「……どうして出会ったときのこと、秘密だったんですか？　ホーフェン家で働いていたこと、よほど思い出されたくなかったんですか？」

　イーアスに身体を預けて聞いてみたら、彼は口元をへの字に歪めた。

「そうじゃない。初対面で俺が──泣いてたことを思い出されたくなかった！」

「そこ!?」

　あれだけひどい怪我をしていたのだから、痛くて泣いてしまうのは仕方がないのに。

「クソ野郎にやられて泣いてたなんて、人生の恥部だ」

「──あの大怪我、彼の仕業だったんですか……!?」

「……ああ」

　夜の光がよく見える小高い場所に馬を止めたイーアスは、遠くを眺めながらぽつぽつと子供の頃の話をしてくれた。

「あの家の子供たちからは、日常的に暴力を振るわれていた。顔を合わせりゃ必ず、合わせなければ俺を探してまで殴りにきた。あの日もさんざんやられて、しまいには腐って折れていた木の柵に向かって、わざと突き飛ばされたんだ」

　その場面を想像して、ティエラは眉根を寄せた。広範囲にわたってザックリ皮膚や肉が裂けていたし、細かな棘もたくさん刺さっただろう。

　あんなの、大の大人だったとしても泣かずにいられない。

「いつもなら、どれだけ殴られようと蹴られようと、絶対に泣いたりはしない。でも、あれはさすがにこたえた。奴らもあの出血を見て怖気づいて、すぐ逃げ出したほどだ」

　最悪の場合、目や喉に刺さっていた可能性もあるのだ。ティエラは思わず手綱を握っているイーアスの左腕にしがみつき、身震いした。

「ちょっと前の私だったら、彼がそんなことするなんて信じられないって、きっと思いました。でも、今はわかります。あの人は、貴族以外は認めない人なんです」

　今となっては、婚約解消ができてよかったとさえ思うくらいだ。

「でも、だからっていくらなんでもひどすぎます。身分を嘲るというより、まるで目の敵にしていたみたい……」

　イーアスは嘆息し、腕をティエラに預けたまま無限に広がる星空を見上げて言った。

「俺の父親が、ホーフェン前伯爵──アズールの父親だからだ」

　ティエラは何度も瞬きをしてようやく意味を呑み込み、目を瞠ってイーアスを見上げた。

「で、では、アズールさまとイーアスさまは──」

「異母兄弟……ってやつだ。ヤツは絶対に認めないだろうがな。ホーフェン家は女系らしく、夫人との間に跡取りが生まれなかった。そこで、使用人として仕えていた俺の母親に白羽の矢が立った。母親は……記憶はおぼろげだが、きれいな人だった」

　イーアスの顔立ちを見れば、彼の母親が美人であることは察しがつく。ティエラはアズールの父親の顔も見知っているが、イーアスにその面影はあまりない。きっと母親似なのだろう。

　昔の話をするイーアスは相変わらず無表情のままだが、懐かしさや悔しさ、腹立たしさがぐちゃぐちゃに混ざっていて、複雑な感情をどこに持っていけばいいのかわからず、心を無にしているように見えた。

「だが、俺が生まれた一ヶ月後に、正妻との間にアズールのクソ野郎が生まれたから、俺は即座にお役御免になった。夫人も跡取りができて面目躍如といったところか。だが夫人にしてみれば、俺の存在は目障り以外の何ものでもない。母親ともども憎まれていたから、物心ついた頃には、俺にとって夫人は悪魔と同義だった」

　やがて成長した夫人の子供たちも、母親の素行を真似て、イーアスを見かけるたびに罵声を浴びせ、ついには手を出してくるようになった。

　棒で殴られたり、石を投げつけられたりすることも日常茶飯事で、当時のイーアスは常に傷だらけだった。

「伯爵は、庇ってくださらなかったの……？」

「必要に迫られて使用人に子を産ませたが、要らなくなった。だとしたら、そんな取るに足らないものを気にかけるはずがない」

「…………」

　淡々と、自分を「取るに足らないもの」と言い切る彼に、どうしようもない悲しみを覚える。そう刷り込まれて育ってきたのだろうから。

「使用人連中も、巻き添えを恐れて俺たち親子とは距離を取っていた。母親は俺が六歳の頃に病にかかり、医者にも診てもらえず打ち捨てられるように死んだ。貴族だけじゃない、人間はみんな呪わしい存在だと、俺は本気で思っていた──」

　そんなある日、大怪我をして泣いていたイーアスの前に天使が現れた。

　まだ幼い少女だったが、母親以外で初めてイーアスを人間として扱ってくれたのだ。

　ほんの数分の邂逅は、彼の人生観に確実に衝撃をもたらした。

　アズールが彼女を「ティエラ」と呼んでいたから、名前はその場で覚えた。しかし、彼女がアズールの婚約者だなんて絶対に許せなかった。

「いつか、あの野郎からあんたを奪ってやる。俺はそう心に誓って、あの後すぐホーフェン家を飛び出した」

　衝動的に飛び出して平民の住む街へ行ったものの、腕の血は止まらない。それどころか出血の多さからか、眩暈を起こして街中で倒れ込んでしまった。

　それを助けてくれたのが、ヘヴリー伯爵だった。たまたま騎士団長として街の巡回をしていた伯爵は、大怪我を負ったイーアスを助けて医者に診せ、熱を出して寝込んだ彼を自邸で介抱してくれたのだ。

　回復したあと、伯爵に頭を下げて自分を騎士にしてほしいと頼み込んだ。平民が成り上がるには、とにかく力が必要だったからだ。

　イーアスは栄養状態が悪くて痩せていたが、毎日のように暴力沙汰の渦中にいたから、皮肉なことに度胸だけは誰よりも据わっていた。

　ヘヴリー伯爵も、向こう見ずで怖いもの知らずのイーアスを気に入り、従卒として騎士団に所属させてくれた。

　騎士団ではとにかく必死に、ボロボロになるまで誰よりも稽古に打ち込み、一兵卒として戦場を駆け回るうちに数々の武勲も立てた。

　前しか見ず、貪欲に力を求めるイーアスを、子供のいない伯爵は大層気に入り、十六歳になった彼を養子として迎え入れてくれたのだ。

「とにかく、あんたが欲しかった。多分、あんたは俺のことなんか覚えちゃいないだろうが、どうでもよかった。アズールに復讐すると言いながら、本当は奴のことだってどうでもよかった。何も見えてなくて、ただ、あんたが欲しくて……必死だった」

　おずおずと、イーアスの手がティエラの頬に触れる。

「…………」

「あんたの気持ちなんか考えたこともなかった。俺も自分のことだけで、アズールの野郎と大して変わらない。あんたにしてみりゃ、強引に自分をかっさらっていって、挙句に純潔まで奪った最低な輩だ。軽蔑するだろ──」

　自嘲気味に笑ったイーアスの手に自分の手を重ね、ティエラは首を横に振った。

「軽蔑なんてしません。あんなにひどいことをされてきたのに、ひとりでがんばってここまで来たんでしょう？　あのときは、お医者さまを勧めることしかできなかったのが歯痒くて……。それでも、私がイーアスさまの支えになれていたのならうれしいです。それに私も、あなたに身を委ねれば嫌なこと忘れられるかもって、イーアスさまを利用したからお互い様です」

「あんたを好きになったから、ここまで来られた。あの日、あんたに出会わなかったら、俺はずっと外の世界を知らず、あの家で奴隷扱いされたまま、もしかしたら命もなくなっていたかもしれない。ずっと、ティエラが欲しかった。ずっと好きだった」

　うなだれて彼女の肩に額を当て、イーアスはまるで懺悔するようにつぶやく。

　そんな彼の頭を、ティエラはぎゅっと抱きしめた。

「──でしたら、イーアスさまの活力は『怒り』じゃなかったんですね。それって『愛』って言うんですけど、ご存じでしたか？」

　彼の耳元でささやくと、横目にティエラを見たイーアスは頬を真っ赤にしている。

　だが、ふと彼女の肩から離れて上体を起こすと、懐を探って何かを取り出した。

「今日は、これを渡そうと思っていた」

　手のひらに乗せた小さな箱に入っていたのは、いくつかの宝石をあしらった金の指輪だ。

「俺は……口がうまくないし、壊滅的に愛想もない。あんたを奪うと言いつつ、好きになってもらえるよう振る舞うこともできなかった。それどころか、気味悪がられて逃げられてもおかしくない。それなのに──」

　必死に慣れない言葉を並べるイーアスを見ていたら、無性に胸が焦れて、うずうずしてくる。

　彼の中で、自分の存在が過大に評価されているのがこそばゆいが、彼の生きるための目標がティエラだったというのなら、こんなにうれしいことはない。

　思わず腕を伸ばし、イーアスの首の後ろに手を回すと、その不器用な唇に自分からくちづけていた。

　イーアスはその瞬間、身体を硬直させていたが、すぐにティエラの身体を抱き込んで、熱のこもったキスを返してくれる。

　やがて、息をついて唇を離すと、イーアスが箱の中から指輪を取り出した。

「──ティエラ、あんたが好きだ。俺と結婚してくれ」

　イーアスの濃褐色の瞳は、たくさんの言葉を秘めている。彼の口下手には慣れているが、その目は言葉にするより雄弁に物を語っていた。

　十二年間、彼が積み重ねてきた想いのすべてを。

　そしてようやく、イーアスが自らの意思で気持ちを口にしてくれたのだ。あんまりうれしすぎて、自然と涙が浮かんでいた。

「はい──！　私も、イーアスさま以外は考えられない……」

　胸が詰まったせいで震えながら返事をしたら、彼は硬直させていた身体から空気を吐き出し、力を抜いた。

　そしてぎこちない手つきでティエラの左手を取り、指輪を嵌めてくれた。

「うれしい……」

　自分の指にぴったり収まった指輪は、真ん中の金剛石ダイヤモンドを小粒の月長石ムーンストーンで左右から支えるような意匠だ。

「指輪の金は、あの髪留めの、留め具の部分を溶かして混ぜ込んでもらった。俺の命を救ってくれた髪留め、やっとティエラに返せる」

「……髪留めを私にくれたのは両親でした。きっと、ふたりもイーアスさまと出会えたことを祝福してくれていると思います」

　あふれた涙を彼の指が掬い取り、もう一度、今度はより熱っぽくティエラに唇を重ねる。

　馬上で抱き合い、互いを貪り合っているうちに、身体ごとひとつに交わりたくなってしまう。

　それは彼も同じだったらしく、熱い吐息をついて手綱を握り直すと、ヘヴリー伯爵邸に向けて馬を走らせた。







第五章 あなたがいたから








　自邸に戻ってきたふたりは、ミアをはじめとする家人たちの出迎えを軽くかわし、イーアスの寝室に直行した。

　馬から降りてここまでずっと、彼はティエラの身体を抱きかかえたままだ。

　一時、行方不明となっていたティエラをミアはひどく心配しており、ふたりにくっついて寝室まで行こうとした。

　しかし、そこは家令にして父のベルドに止められ、階下に連れ戻されてしまった。

　イーアスは邪ミ魔アが入らないよう自室の扉に鍵をかけると、一直線にベッドに向かってなだれ込んだ。

　胸元を隠すためにここまで彼の外套を羽織ってきたが、無残に引き裂かれたドレスが露になると、それを見たイーアスの目が明らかに殺気を帯びた。

「クソ、やっぱり殺してくればよかった」

「ごめんなさい……せっかくいただいたドレスだったのに……」

　外套を床に放り投げ、イーアスは仰向けにしたティエラにのしかかると、その頬に手を当てた。

「ドレスの十着や二十着、いくらでも買えばいい。だが、あんたにこんな真似をしでかした奴は生かしておけない。明日にでも始末してくる」

　ティエラを心配してくれての発言だろうが、これから愛し合おうという場面で口にすべき台詞ではない。

「イーアスさま、その物騒なお口はだめですよ」

　ふわっと微笑んで、イーアスの頭を抱え寄せて口を唇で塞ぐ。

　すると彼は軽く目を瞠り、上から覆いかぶさってキスを深めてきた。水音と共に舌が絡まり、相手の味を確かめるように舐め合う。

「あ、ふ……っ」

　そうしている合間にも、彼の手が切り裂かれたドレスとシュミーズをティエラの肩から外し、両手で大事に大事に剥いていった。

　肌にかすり傷ひとつついていないのは、不幸中の幸いだ。

　布の残骸をすべて取り除き、キスを続行しつつ太腿を撫でるイーアスがドロワーズに手をかけ、膝上までずり下ろした。

　その上で、さわさわと焦らすように、剥き出しにした腿の上を彼の指が掠っていくから、くすぐったさと快感の中間くらいのもどかしさに、喉の奥で切なく啼く。

　彼との間にある物を全部取り去って、深くつながりあいたくて……。

　その間もイーアスのキスは丹念で、ちゅっと音を立ててティエラの唇を何度も吸い、舐め、唾液でたっぷり濡らしていった。

「ん……ん……」

　熱くしっとりしたくちづけに夢中にさせられていると、脚の間がとろとろと濡れてくる。まだ指一本たりとも触れられていないのに、閉じた腿の内側が熱く疼くのを感じてしまうのだ。

　もじもじと腿を擦り合わせると、滴る蜜がこぼれ落ちる。ドロワーズを下ろされてしまったので、秘裂からあふれた淫水はシーツへと伝い落ちていった。

　こんなに濡れていて、恥ずかしい。でも、早くさわってほしい。そんな願望を込めて、イーアスの舌を強く吸い上げた。

　目を開けたイーアスがゆっくり唇を離していったが、糸引く唾液でまだ繋がり合っている。

　彼はそれを舐め、ティエラの口許も同様に舐め取ると、自分の制服の釦をブチブチと乱暴に外した。シャツに至っては、上のふたつの釦を外して頭からすっぽ抜く。

　服の下から現れたイーアスの上体は、鍛え込まれた筋肉の形がくっきりと浮かび上がって、美しくすらあった。

　彼はティエラの膝上でわだかまっていたドロワーズと靴下を脱がして、全部まとめて床の上に投げ出すなり、性急に肌を重ねてくる。

　大きな手で抱きしめ、頬や耳、喉や首筋、ティエラのあらゆる場所にくちづけては、キスと乱れた呼吸の合間にティエラの名を呼んで、己の所有痕を刻みつけた。

「あぁ……イーアスさま──」

　ティエラもまた、彼の頭や背中に手を這わせ、イーアスとの密着度合いを深める。彼と触れ合うと、見知らぬ男に穢されそうになった記憶が浄化されていく気がするのだ。

　夢中になって彼の肌に自分の肌を擦りつけていたら、太腿に彼の昂ぶりが触れた。

　布越しではあったが、イーアスのたくましい肩が一瞬、震える。

　その直後、愛液でたっぷり潤った秘裂を指でなぞり上げられ、ティエラは嬌声をあげていた。

「あ──あぁああんッ！　やっ、あぁ！」

　彼の指が蠢くたびに、聞いているだけで赤面しそうな淫らな音が立つ。あふれた蜜の中に沈む花唇を指先で割り開かれ、中に埋まっている蕾を揺らされたら、甘い感覚が全身を貫いていった。

「ぐっしょりだ──」

　熱い吐息をつくティエラの耳元に、イーアスが息を吹きかけながら呟き、割れ目全体を手で覆ってにちゃにちゃと動かしはじめる。

「ふあぁぁあっ、やぁあ……っ、気持ち、いい……！」

　快感を得ているはずなのに、腰が逃げてしまう。決してイーアスの手に力は入っていないのに、このまま続けられたらどうなってしまうのだろう……。

「あんたは──俺とこうして、気持ちいいか……？　いやじゃないか？」

「は、い……イーアスさまだから、変に、なっちゃいそうなほど、気持ちいいの……」

　彼の背中にしがみつき、弱い部分を預けたまま腰を揺らした。でも目は閉じず、イーアスの濃褐色の瞳をまっすぐみつめる。

「イーアスさま、私──好きです……。あなたが大好きなんです。信じて……」

「…………」

　手が止まり、彼の瞳が一瞬だけ揺れた。

　ティエラが本当に自分を好きでいるのか、彼は心のどこかで信じ切れていない気がするのだ。

　無口な分、傍目には傲岸不遜にさえ見えるイーアスだが、敵意の中で生まれ育った彼は、他人の好意を素直に受け入れられないのかもしれない。

「だから、そんなふうに……怖がらないでください」

　イーアスは小さく嘆息し、ティエラの唇に触れるだけのキスをした。

「…………ああ」

　短い応いらえだったが、彼の奥の方にあった最後の不安が解けた瞬間に見えた。

　上体を起こしたイーアスは、立てていたティエラの膝を持ち上げ、左右に広げる。室内のランプに照らされている、愛液まみれの秘裂が彼の視界に収まった。

　見られていると思うだけでひどく疼き、吐息が漏れていた。

「──俺にあんたを全部くれるか？」

「はい。もちろん──」

　ちらっとティエラの目を見て微笑むと、イーアスが内腿にキスをして、濡れそぼった割れ目の中にふたたび指を挿し入れてきた。

　触れられれば気持ちいいが、そこに『イーアスの微笑』という、普段ほとんど見ることのできない特別感が添えられる。

　そのせいか、より身体が敏感に彼の熱を感じ取っていた。

　とうにたっぷり濡れ切ったそこは、まるで彼の指を歓迎するみたいに恥ずかしい音を立てていた。

　ぐちゅと粘つく水音をかき鳴らされ、それに合わせてティエラの唇からも婀娜っぽい悲鳴が漏れる。

「あ──ぁ、ああ……っ」

　質量のある指が膣の中に挿し込まれ、ぐじゅぐじゅと内側を淫らな愛撫で解されていきあまりの心地よさに喉を反らした瞬間、ぷっくり膨らんだ陰核を舌で包くるまれていた。

　そして、水音を立てて吸い上げられる。

「ひぁぁああっ！」

　同時に、自由な左手でティエラの胸を揉みしだいて、頂を摘まんだり擦ったりとあらゆる刺激を与えてくるから、早くも強すぎる快感に涙が浮かんだ。

「んぅっ、はぁっ……あっ、イーアスさま……っ、それっ、きもち、いい……」

「中、うねってる。ここに入ったら、一瞬であんたに呑み込まれそうだ……」

　指で中から押し広げられて、いっそう水音が激しくなった。

「は──あっ、ああんッ！　や、それだめ──」

　舌先で花蕾を押し潰しつつ、ぐりぐりと上下左右に揺り動かされているうちに、その一点にすべての感覚が集まってくる。

　ティエラの悲鳴がどんどん甲高くなり、やがて泣き声のようになってきたとき、早くも最初の絶頂が訪れた。

　彼女の手は、下腹部に顔を埋めて口淫に耽るイーアスの髪を指でつかみ、うずうずする腰を揺らして必死に耐えていた。

　でも限界を突破された途端、陰核がきゅうとすぼまり、全身も硬直して、ゆっくりと高みに押し上げられていった。

「あ──ぁ……」

　強い愉悦が全身を駆け抜け、頭の中が空白になる。

　一気に潮が引いて凪が訪れた次の瞬間には、怒涛のように波が押し寄せてきて、言葉にならない声をあげていた。

　呼吸が乱れ、焦点の定まらない目で天井をみつめていたら、足許で衣擦れの音が聞こえてくる。

　目だけを動かすと、イーアスが下衣を脱ぎ捨てているところで、彼の中心では、筋肉質な腹部に触れるほどに楔が反り返っていた。

「ティエラ」

　のしかかってきたイーアスが、ティエラの身体を抱えてベッドの真ん中へと移動させる。その拍子に、たくましい肉塊が彼女の太腿に触れた。

　それはひどく熱くて、先端が濡れていて──。

　ぼうっとしていたティエラは、何も考えずに彼の中心に手を伸ばして握りしめ、その先っちょで濡れているものを指にとって確かめていた。

「……っ！」

　すると、彼女の上でイーアスが息を呑んでいるではないか。

　いつも愛撫されて気持ちよくよがらされてばかりのティエラは、自分も彼にそれができるのだと知り、うれしくなって熱の塊を両手に収めた。

「──手、動かしてくれ」

　濃褐色の瞳を切なげに細めたイーアスが、ティエラに懇願している。我に返ったときはすでに、手の中で楔が熱く脈打っていた。

「もっとしっかり握って……」

　彼のかすれ声を耳にしたら、達したばかりの蕾がきゅんきゅん疼く。ティエラはどきどきしながら両手に突起を握りしめ、ゆっくりとそれを前後に動かしていた。

「こ、こうですか……？」

　どうすればいいのかなんて知らないはずだが、彼女の中に入ってくるイーアスの分身が、膣内でこうして擦れているのだと想像してみたのだ。

　ズルズルと楔の表層が動き、ティエラに驚きをもたらす。

　でもそうしていると、彼女の上で四つん這いになったイーアスが気持ちよさそうに眉根を寄せるから、きっと間違っていないのだろう。

　これが自分の身体の中を抉り、突き上げるところを想像しながら手を動かし続けたら、彼もティエラの手を膣内に見立て、ゆっくりと腰を前後に揺らしはじめた。

　彼を直接受け入れているときは、激しい快感に呑み込まれてしまって、イーアスがどんなふうに感じているのか、どんな顔をしているのか、ほとんど観察することができなかった。

　でも、こうしていると、彼の表情をつぶさに確かめることができる。

「あぁ……はっ……」

　手で扱かれて、気持ちよさそうにしているが、ときどき眉間にぎゅっと深い皺を刻み、獣のように低く呻く。でも、それが苦痛でないことは知っている。

　自分もイーアスに抜き挿しされているとき、悲鳴に似た声を上げてしまうが、あれは苦痛ではなく快感ゆえなのだから。

　それよりも、彼の端整な顔が快楽に歪む様子は、ひどくティエラの背徳感を掻き立てた。イーアスがこんな表情をするなんて、他に知っている人はいないかもしれない……。

　それを目にできるのは自分だけの特権だと思ったら、胸が高鳴った。

　腰の動きが速くなり、彼の昂奮がどんどん高まっていくのを感じる。

　楔を握りしめる手にすこしだけ力を入れ、その先端部分を指の腹で触れ、擦ってみたらイーアスの色っぽい声に耳から犯された。

「ティエラ……っ、あぁ……ッ」

「すごく、熱い……」

　一瞬、握りしめた熱塊がビクビク脈打った。そして次の瞬間、そこから白濁が勢いよく吐き出され、ティエラの乳房に降りかかる。

　今までにもイーアスは子種をティエラの腹の上に放っていたが、こうして直接目にするのは初めてだ。

　これを身体の中で受け入れたら……。

　その先を考えたら、顔が赤らんで熱くなってきた。

　すべて出し切った後、イーアスは彼女の首筋に顔を埋めたまま動かなくなったが、達したときの無の時間なのだろう。

　でも、それを握りしめたままの手は離さない。

「イーアスさま、欲しい……」

　小さくつぶやいてみると、のろのろと顔を上げたイーアスが眉根を寄せたまま、じっとティエラをみつめる。

　彼が達するまでをすべて目に焼きつけている間、ティエラの割れ目の中はずっと疼きっぱなしで、イーアスを求めてあふれた蜜でとろとろにとろけきっていたのだ。

　すこし力を失った楔を、濡れ切った自らの蜜壺に導いていく。

「待て……まだ……」

　なんとも形容しがたい目でイーアスは彼女の様子を確かめていたが、彼の先端を自分の濡れた秘裂に擦りつけたら、拳を固く握って喘いだ。

　自分自身もまた、触れてほしくて仕方のなかった蕾に刺激を受け、その心地よさに深い息をついた。

「イーアスさま……お願い……」

　ティエラの切ない懇願の表情を受け、イーアスは息を呑んだ。

　身体を起こして膝立ちになると、蜜をあふれさせてびっしょり濡れた割れ目に男根を添わせ、ゆっくり動かしはじめた。

「はぁ……っ、あ、すごく、気持ちいい……」

　ぬるぬると生暖かく滑っていく男性器に擦られていると、やさしい快楽に包まれる。

　そうしながら彼はティエラの胸を口に含み、くちゅくちゅ音を立ててしゃぶり、自らの吐き出した子種をもう一方の乳房に塗りつけていく。

　外気に触れたそれはもう冷たくなっていたが、擦りつけられながら乳首を指で摘ままれて、ひどく倒錯的な気分になった。

　大きな手で乳房を持ち上げるように揉まれ、割れ目に沿って抽送を続けられているうちに、一旦は力を失ったはずのイーアスの楔が、どんどん硬く張りつめていく。

「あ……ぁ、もっと……早く、挿れて……っ」

「あんた、エロすぎる」

　はぁ……と、ため息交じりに言われ、ぼんやりと肉欲に溺れていたティエラは、今度こそ正気に立ち返った。

「ご、ごめんなさい！　イーアスさまが色っぽいから！　うっとりして……」

　あわてて彼の下から抜け出そうとしたが、イーアスはそれを許してくれなかった。

「ここまで人を煽っておいて、今更それはないよな？」

「あ、んっ」

　完全に硬さを取り戻した性器で強く割れ目を擦り上げられて、身体が反応した。

　思わず立てた膝を大きく開いてしまったら、蜜が湧き出す縁に楔を宛がったイーアスが一気に中に突き入れてくる。

「ああああっ！」

　まだ不慣れなはずなのに、ここまでで濡れすぎるほどに濡れた膣は、たくましい彼のものをぐぷっとたやすく呑み込んでしまい、逃がすまいと中できつく締めつけた。

「ああ……ティエラの中……最高だ……」

　根元まで貫いて、蜜壺の中をかき回してくる。

　それはティエラのつたない想像の遥か上をいく心地よさで、小さく律動的に動かされたら、いっぺんに理性が吹き飛んだ。

「ふああぁ、あぁンッ、中、かき回しちゃ……っ、は、あっ」

　ぐちゅぐちゅと卑猥な音が鳴り響き、イーアスが大きく抜き挿しをはじめたら、擦れ合う場所の温度が急上昇した。

　その感度を上げるためか、ティエラの腰を大きな手でつかみ、動きを速めて中を突いてくる。

「やぁっ、待って……！　だめ、だめ……ッ」

「待たない。さっき、ティエラも待ってくれなかった」

　イーアスは口許で笑いながら、膣壁を容赦なくごりごりと擦り上げ、ティエラの唇から終わりのない悲鳴を上げさせる。

「はあっ、ぁああっ、お腹の、中が……っ」

「十二年分の片想いだからな。重いだろ」

　弱い場所を絶え間なく楔で愛撫され、何度も意識が飛んだ。

　でもイーアスは止まることなく、今度はティエラの背中を支えて身体を起こし、座った姿勢でぎゅうっと抱きしめてきた。

　もちろん、下腹部は繋がり合ったままだ。

　彼の脚をまたぎ、密着した状態で抱きしめられると、ドクドクと強く打つ心臓は落ち着くどころかますます鼓動を速めた。

「ずっと好きだった──十二年前のあの日から、ずっと……」

「ああぁんっ、ふ……ぅっ、うれし……」

　お尻を持ち上げられて突き上げられ、激しいくちづけにさらわれ、絶頂の悲鳴をすべて呑み込まれてしまった。

「イーアスさま……っ、はっ……おかしく、なっちゃう……」

　息も絶え絶えに、彼の身体に抱きつきながら無意識に腰を揺さぶっていたら、腕をつかまれて身体が引き剥がされた。

「は……っ」

　ほっと息をついたまではよかったが、イーアスが仰向けになり、ティエラひとりが彼の上に乗っている状態だ。もちろん、力強く勃ち上がったままの楔は、彼女の腹部の奥深くにずっぽりと咥え込まれたままだ。

「イーアスさま……？」

　身体を横たえたイーアスから自分の身が丸見えになってしまい、おずおずと胸を手で隠そうとした。でも、彼の手がやんわりとその腕を解いてしまう。

　そして、ティエラの腰をつかむなり、それを前後に揺らしはじめた。

「あぁ！　それだめぇっ！」

　イーアスの硬い腹部に手を当てて腰を反らしながら、快感を得る場所に彼を導いていく。結局、隠すことができなかった胸は、揺らされるままにふるふると震えてイーアスの目を楽しませることになった。

「は……っ、いい眺め」

「あぁぁ、また気持ちいいの、きちゃう……っ！」

　今度は自分で腰を浮き沈みさせて、ぐぷぐぷと彼を呑み込んでいく。

　結合部はまるで粗相をしてしまったようにびっしょり濡れて、動くたびに淫らな音を立てていた。

「──っ！」

　彼の手に強く腰を落とされた瞬間、全身に快楽が弾けて達した。

　あまりの愉悦に肌が粟立ち、身体の局所がズキリと疼く。突き抜ける快感が喉を焼いて、ティエラから声を奪った、

　ひくひくと膣の中が蠕動して、イーアスをこれ以上ないくらいに締めつけている。

「く……っ」

　身体の中で、イーアスの楔がビクビクと震えている。彼はティエラの腰を持ち上げて、その快楽の壺から急いで自身を逃がそうとした。

　でも、ティエラは彼の手を阻止するために握りしめると、腰を重たく落とし、自ら深くイーアスを中に引き入れる。

　互いの性器は一体化してしまうほどに、ぴたりと密着していた。

「もう……出る……っ、耐えられない……っ」

　イーアスでもこんなに焦った声を上げることがあるのだ。そんなふうに変な感心をしつつも、高揚した身体はそれを欲して止まない。

「中に、して……！」

　無我夢中で叫んだ途端、イーアスが観念したようにきつく目を閉ざし、腰を波打たせる。その直後、びゅくびゅくと吐き出される子種が、ティエラの子宮に向けて放たれた。

「……っ」

　彼は眉根に深く皺を刻んでいるが、強張りが解けてどんどん恍惚としていく……。

　気のせいだとは思うが、彼の精をお腹の深部で受け止めたら、身体がじんわりとあたたかくなった。

　力が抜け、くたっと身体が倒れ込んでイーアスの胸の上に重なると、彼の心臓がドクドクと激しく鼓動を打っているのが聞こえてきた。

　その命の音を聞きながら目を閉じていたら、おずおずとした手つきでイーアスがティエラの髪を撫でてくれる。

「イーアスさま、好き」

「──そろそろ『イーアスさま』はやめてくれ。ただ、『イーアス』と」

　うっすらと目を開け、彼のたくましい胸に手を這わせながらこくんとうなずく。

「呼び捨てにしていいのですか？」

「俺はそんな御大層な身分じゃない。俺にとっては、ティエラこそが崇拝対象だ──」

　ずっとティエラの存在を心の支えにして生きてきたイーアスには、ティエラは女神に等しい存在なのだ。

　彼の言わんとしていることはわかるが、当のティエラは、彼からそんな熱烈に想われていることを知らずに過ごしてきた。崇拝対象なんて言われては困ってしまう。

「私こそ、そんな御大層な身分じゃありませんよ！　イーアスがいなかったら、今頃どんな扱いを受けていたかわかりません。私を助けてくれて、ありがとう──」

「……お互い様、だな」

「はい」

　顔を上げて笑いかけると、上体をすこし起こしたイーアスが唇にキスをくれた。

　ティエラもそれを真似て彼の唇に吸いつき、ついばむ。すると、まだティエラの中に深々と刺さったままの楔が、ぐっと質量を増した気がした。

「あ、あの……これ以上されたら……。私、もうクタクタですし、本当におかしくなってしまいそうで……」

「次は俺が動くから、心配するな」

「──！」

　イーアスの上にいたティエラの身体をベッドに寝かせると、彼女の左脚にまたがり、右脚を持ち上げて自分の肩に担ぎ上げた。

「ちょ……」

　大きく開いた性器がイーアスに丸見えで、繋がり合っている部分がより深く押し込まれる。いつも割れ目の中に隠れている秘部も、余すところなく姿を見せていた。

　そのまま腰を動かされたら、今までと全然別の部分が擦られて、あっという間にティエラから理性を奪ってしまった。

「はぁあっ、あぁああっ、やだこれぇっ……！　いいの──イーアス……ぅっ」

「俺の抑制を取っ払ったのは、あんただからな。ティエラ」

　息を乱しながらも、彼はうれしそうに言って深く腰を押し付けてくる。

　イーアスが感情を表に出してくれるのはうれしいが、激しすぎて息も絶え絶えだ。

「あ……っ」

　あまりに強い刺激から逃れるよう、シーツに手を伸ばし、身体を横向きにして突っ伏す。

　でも、下腹部だけはイーアスにがっちり拘束されていて離れない。彼が完全に力を失ってしまうまでもうしばらく、甘い責め苦は止まないのだった──。







終章








　ヘヴリー伯爵が盛大な結婚式を披露した裏で、メイローズ王国では小さな事件の関係者が処罰されていた。

　まず、ヘヴリー伯爵の婚約者であるティエラ・フェザーズ嬢を誘拐し、貧民窟の娼婦宿に売り飛ばそうとしたロゼッタ子爵令嬢アンジェラ。

　この事件は王国騎士団の知ることとなり、裁判の後にアンジェラは、北の最果てにある修道院に送られることになった。

　修道院とは名ばかりの、罪を犯した女性が収監される監獄である。

　そのささやかな、だが重大な事件をきっかけに、アンジェラの交友関係が徹底的に調べ上げられた。

　するとその過程で、アンジェラの父、ロゼッタ子爵が役人の立場を濫用し、とある貴族の財産を違法に横流ししたことが明るみになったのだ。

　横流しされたのは、元フェザーズ男爵の財産。フェザーズ家には潤沢すぎる以上の資産があり、商船事故の損失を補填してもなお、遺族には多くの遺産が渡るはずだった。

　だが、ロゼッタ子爵がその遺産の評価を低く見積もり、フェザーズ男爵が有していた様々な権利ともども、多額の賄賂と引き換えに売り渡したのだ。

　──渡し先は、ホーフェン伯爵家。

　子供たちの婚姻を前にフェザーズ男爵が亡くなったため、ホーフェン家には銅貨一枚入ってこなくなってしまった。予定通りに婚姻を結んでも、当初見込んでいたほどの実入りはない。

　そこで、これから財を生むであろう権利を、フェザーズ家から取り上げることとしたのだ。そうすれば、平民の娘を娶る必要もなく、ホーフェン伯爵家の面目は保たれる──。

　それを知ったイーアスが、裁判を受けた直後のロゼッタ子爵を殴り飛ばしたかどうかについては、公式な記録は残っていない。

　ホーフェン家も当然ながら追及を受け、伯爵号を剥奪され、ホーフェン伯爵家は取り潰しとなった。

　イーアスは明らかになったそれらの不愉快な事実を、すべて包み隠さずティエラに教えてくれた。

　ティエラなら、事実を知ってもきちんと受け止められるだろうと言ってくれたのだ。

　もちろん、正当な権利をフェザーズ男爵から取り上げた人々に対しては思うところもあったが、国王の計らいによって、ヴィヘルの町長としての権利と財産はティエラの手元に戻ってきた。

　父の名誉が回復されたようで、本当にうれしかった。

　夕暮れの故郷の港で、白金色の髪を潮風になびかせるティエラは、果てしなく広がる大海原を見てとびきりの笑顔をイーアスに向ける。

「イーアス、ありがとう。またこの街に帰ってこられるなんて、思いもしなかった！」

「俺のおかげじゃない。国王陛下のお取り計らいだ」

「いいえ、今の私があるのは、全部イーアスのおかげなんです。リマーサも元の邸に呼び戻すことができました。あなたがいなかったら、私は父の無念を知ることもなかったんです」

　ホーフェン伯爵家が取り潰されたことで、浮いた領地はヘヴリー伯爵家に割譲されたのである。国王直轄であった港町ヴィセルともども。

　新たな町長は、かつての父の右腕として働いていた人に任せ、イーアスが領主として監督していくことになった。

　夫婦の住まいはこれまでどおり王都のヘヴリー伯爵邸だが、いつでも自由にここへ戻ってくることができる。

　イーアスは、とにかくティエラが快適に過ごせるようにと、手を尽くしてくれるのだ。おかげでなにひとつ不自由はなかった。

　そして、イーアスの無口は変わらないものの、ふたりきりのときは赤面してしまうほどの甘い愛の言葉をくれるようになった。

　不遇だった二年間が嘘みたいに、満たされた日々が続いている──。

「それは、ティエラが俺の命を救ってくれたからだ。俺に、理不尽に立ち向かう決意をさせてくれたのは、ティエラなんだ──」

　そう言って、燃えるような夕焼け色に染まった空の下、イーアスがティエラの肩を抱き寄せ、くちづける。

　ティエラも彼の胸にしがみつき、甘く食まれるくちづけに没頭した。

　お互いの存在が、お互いにとってかけがえのないものなのだから──。

「さあ、そろそろ帰りましょうか。リマーサが腕を振るって私たちの好物ばかり作ってくれてますから！」

「ああ、そうだな」

　大好きな夫の腕に絡みつき、ティエラは大事な人々の待つ、大切な場所へと向かって駆け出した。







あとがき








　濃蜜ラブルージュさまでははじめまして。悠月彩香と申します。

　このたびは『コワモテ騎士伯爵様の熱烈求愛は重すぎる　～没落令嬢なのに執着されて困ります！～』をお読みくださり、ありがとうございます！

　私は、口が悪かったりガラが悪かったりするヒーローが大好きなのですが（ティーンズラブとしてどうなのとは思いますが笑）、今回は無口のくせに口悪くてぶっきらぼうなヒーローになりました！

　でも、愛はとっても重たい一途な不器用ヒーローです。

　ふたりの中高生みたいな微笑ましいやりとりも、楽しんでいただけるとうれしいです。

　超ゴージャスで美しいイラストは、天路ゆうつづ先生です！

　天路先生とは過去にもたくさんご縁をいただいておりまして、語り出すと止まらないので自重しますが、もう勝手に「運命☆」と思っております！（天路先生ゴメンナサイ）

　ヒーローの目つきも手つきも最高すぎました！

　そして、お誘いくださった担当さま、ありがとうございます。

　ちょこちょこ本文にコメントを添えてくださっているのがとてもうれしく、励みになりました！

　読者さま、刊行にあたってお力添えくださったみなさま、どうもありがとうございます。

　たくさんの方に楽しんでいただけますように！






悠月彩香










【著者紹介】

２月生まれのみずがめ座。

最強戦士×年下美少女の組み合わせが大好きなファンタジー書きです。







濃蜜ラブルージュＦ＋

コワモテ騎き士し伯はく爵しゃく様さまの熱ねつ烈れつ求きゅう愛あいは重おもすぎる

～没ぼつ落らく令れい嬢じょうなのに執しゅう着ちゃくされて困こまります！～
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●著作権に関して
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本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。







[image: ]







[image: ]




item/navigation-documents.xhtml






目次





		目次



		序章



		第一章 別離と出会い、すなわち誘拐？



		第二章 初めての淫靡な夜



		第三章 夜会の魔法



		第四章 ヘヴリー伯爵の秘密



		第五章 あなたがいたから



		終章













Guide





		表紙



		本編



		目次











item/image/cover.jpg





item/image/p1-cg.jpg
37 ETRLARKOBZIRREHT TS
~EERROICHESNTR) £ | ~

KAYA






item/image/ad01.jpg
| smeam @ w7 5 A e e e 3 e | W | | [ I —






item/image/ad02.jpg





